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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この作品は、第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈最優秀賞〉受賞作品「僕の知らないラブコメ」を改稿したものです。





本作品は本編終了後に第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞
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　中学三年の進路希望調査のとき、他の生徒たちが第一希望に行きたい高校の名前を書く中で僕は一人ミドリムシと書いた。

　担任の先生は最初、僕がそういう職業につくと思ったらしい。

　ファッションデザイナーとかファイナンシャルプランナーみたいにミドリムシっていう片仮名の職業があるのかもって。

　でもそれがユーグレナ植物門ユーグレナ藻そう綱こうユーグレナ目に属する単細胞生物のあいつだってことが分かると、僕を放課後の職員室へ呼び出した。

「俺は十年教師をやってるが、こんな真ま似ねをされたのは初めてだ」

　担任の先生──ゴリは神経質そうに机を指で叩たたきながら言った。

「提出期限ギリギリまで出さなくて、ああ、やっと出してきやがったかと思えば、ミドリムシになりたいと来たもんだ。……あし屋や、お前、俺を舐なめてるのか？」

　ぎらついた野獣のような眼光。めちゃくちゃ怖い。普段怒られるようなことをほとんどしない小市民の僕だから余計に。

「……い、いや、舐なめてないですよ？　僕は本気でミドリムシになりたいんです」

　裏声になりつつ必死に弁解する。

　そうだ。僕は何もノリや受け狙ねらいで書いたわけじゃない。

「ミドリムシになったら、光合成で栄養を摂とれるじゃないですか。そしたら働かなくても生きていける。日がな一日、縁側で将棋してていいんですよ。あと結婚できなくても細胞分裂で子供が作れますから、親も安心させられます」

　まあ、細胞分裂してできた子供は僕と全く同じ個体になっちゃうけど。でも楽に生きていけるっていうのは素晴らしいことだ。

「……ったく。まだ十代のくせにジジイみたいなことを言いやがって」

「あとチョウチンアンコウの雄おすもいいですね。雌めすと一体化したら、余生は雌のイボとして生きていけるんですから。人間で言うところのヒモです」

「……どうしようもないな。お前、何か将来の夢とかはないのか」

「えーっと、そうですね……あ、宝くじ当てたいです。で、アパートを買って、その家賃収入で食べていけたらなって」

「どこまでも他力本願だな、おい」

　ゴリは深々とため息をつくと、

「……お前、野球部にいた頃はそんな奴やつじゃなかっただろ。毎日グラウンドで威勢よく声を張り上げてたじゃないか」

「まあちょっと思うところがありまして。頑張っても報われる方が少ないから、それなら楽に生きてく方がいいかなって」

　努力しても、大抵の努力は報われない。

　だったら、最初から努力なんてしない方がいい。才能がないなら、運とかコネに頼って生きていった方が絶対に効率がいい。

　過程がどうであっても、結果がよければ全すべてよし。

　四十年汗水垂らして働いて貯ためた三億円と、ふらっと立ち寄った宝くじ売り場で当てた三億円に差なんてない。

　だったら、努力なく運で三億を摑つかんだ方が圧倒的にコスパがいい。

「……とにかく、再提出だ。ちゃんと高校名を書いて来い」

「分かりました！」

「返事はいいんだよな、返事だけは」

　結果さえよければ、過程なんてどうだっていい。

　僕のその理念は、十六歳になった今も変わっていない。




「──くん」

　暗い意識の中で、声が聞こえた。

　ぼんやりとしていたそれは、次第にクリアになっていく。

「──くん。あし屋や君っ！」

「ほへ？」

　机から顔を上げると、目の前に滲にじんだ影が立っていた。腰に手をあてながら、頰ほおをぷりぷりと膨らませて怒っているみたいだ。

「もう！　屋君、またうたた寝してたでしょ！」

　眠気で重たくなったまぶたをこすってみる。ゴリじゃない。

　幸薄そうな童顔に、さらさらの髪。華きや奢しやな身体からだには似合わない胸を持ち、スーツを着てないと生徒と見間違えてしまうほど若々しいその人は篠しの原はら梢こずえ先生といって、今年の四月から布ふ瀬せ高校に赴任してきた新任の先生だった。

　……ああ、そうか、僕は夢を見ていたのか。

　今は高校一年の四月だもんな。

「……うぅ。私の授業ってそんなに退屈かなぁ？」

　篠原先生は両人差し指をつんつんと合わせながら、捨てられた子犬みたいにつぶらな瞳ひとみをうるうるとさせていた。

　うっ。まずい。周りのクラスメイトたちの視線が痛い。

「……い、いや、違うんです！　先生の授業がつまらないわけじゃなくて、僕はどの授業でも万遍なく寝てるんです！　だから落ち込まないで！」

　そう慌ててフォローを入れてみるけど、

「そ、そうだったんだ……よかったぁ──ってよくない！　もーっ！　屋君、ちゃんと授業聞いてないと分かんなくなっちゃうよ？」

「すみません……」

　僕は素直に頭を下げる。

「はい。じゃあ理解力チェック。黒板の問題、解いてみてくれる？」

　篠原先生が指差した先には、方程式のグラフの問題。

　きっと、僕には問題が解けないと踏んでいるんだろう。もし答えられなかったら放課後に補習が待ち受けているに違いない。それは嫌だ。僕は公務員よりも早く家に帰ることを信条としているんだ。

　僕は小さく息をつくと、組んだ両手の上にあごを乗せて言う。

「……答えはずばり、二じゃないですか」

　即答してみせると、周りからどよめきが起こった。

「す、すげえな、屋。間髪いれずに答えたぞ」

「秀才みたいなことしやがった」

「居眠りしてると見せかけて、睡眠学習してたのか！」

「いやあ、それほどでもないって」

　普段褒められることなんてないから照れてしまう。

「そうだよ、皆。それほどでもないよ」

　篠しの原はら先生がにっこり笑顔で言った。

「だって答え、間違ってるもん」

　教室中に、え？　というクエスチョンマークが浮かぶ。

「正直、掠かすりもしてないかな」

「「……」」

　次の瞬間、賞賛の声が一気に罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしに変わった。

「てめえあし屋や、適当なこと言ってんじゃねえ！」

「俺の褒め言葉を返せ！」

「つーかその答えどっから出してきたんだ！」

「いやぁ、数学の答えって二とか二分の一が多いから当たるかなと思って。やっぱ適当に答えるだけじゃ当たらないなぁ。ははは……」

　へらへら笑ってごまかそうとしてみる。

　解き方なんて全然分からなかった。寝てばかりでまともに授業を聞いていなかったんだからそりゃそうだ。これは僕の悪い癖だけど、何事も限界ギリギリまで追い込まれないとやる気が出ないんだよね。

　今まで夏休みの宿題は八月三十一日までに手をつけたことがないし、テストも一夜漬け以外で臨んだことがない。高校受験だって、本番一週間前を切ってからようやくそろそろやらないとまずいよなーって重い腰を上げた。どう考えても遅すぎる。

　ほんと、我ながらそんなのでよく受かったなと思う。

　受験はマークシート式だったから、分からない問題の答えを決めるために転がした鉛筆が神懸かった的中率を見せてくれたとしか思えない。

　それ以来、僕は神様の存在を信じることにしている。

「屋君は放課後、私とみっちり補習しようね」

「ぐへぇ……マジで勘弁してください……」

　美人の先生と、放課後に補習。

　それだけ見たら心躍る文面だけど、篠原先生を相手にあんなことやこんなことがあるんじゃないかって期待するのは無駄ってものだ。

　これは聞いた話だけど、女子大時代、熱血教師ものドラマを見て教師を志した篠原先生は補習になるとハートフルなスパルタ指導をかましてくるのだとか。そして終わる頃には二人で抱き合って泣いたりするらしい。ブラック企業の研修みたいだ。

　そのことを知っていたから、

「あし屋や、よかったな。梢こずえちゃんと二人きりなんて羨うらやましいぜ」

「こいつめ。俺と代わりやがれ」

　とか言われても全然嬉うれしくなかった。

　むしろ代打が許されるのなら、ぜひお願いしたかった。そしたら僕は家に直帰して悠々自適に昼寝することができるのに。

「……ま、言ってても仕方ないか。人生、なるようになれだ。それより補習のための体力を今のうちに寝て溜ためておかないと……」

　眠気が残ったままだと、補習で集中できなくなるかもしれないし。そしたら内容が頭に入ってこなくなるもんな、と自分に言い訳をしつつ、前の生徒の背中を隠かくれ蓑みのにこっそり顔を伏せようとしたところで、いきなり教室の扉が開けられた。

　その瞬間、ざわっ……と教室が不穏な空気に包まれる。晴れていた空が、一転してどす黒い雷雲に覆いつくされるように。

　顔を上げて、壁時計を見やる。九時二十分。

　ああ、そうか。もうあいつが来る時間だったのか──

　僕の頭に巣食っていた眠気は、恐怖に塗りつぶされてすっかり消えていた。

「や、柳やなぎ戸とさん……」

　そう呼びかけた篠しの原はら先生の声は、かすかに震えている。

　一時間目の途中に、遅刻してやってきた一人の女子生徒。

　目に眩まぶしい煌きらびやかな金髪に、モデルみたいな体型。

　セーラー襟の胸当てを外し、スカート丈は太ももが見えるほど、そして腰にはパーカーを巻いている。

　めちゃくちゃ派手で、でもそれ以上に綺き麗れいな女子。

　ただ問題なのは、髪の色も、シャツのボタンも、短すぎるスカート丈も、そのどれもが校則違反＆風紀違反だってところなわけで。

　それでも彼女──柳戸希のぞ美みはまるで悪びれずに堂々としていて、それどころか薄桃色の唇の隙すき間まからぶどう色のガムを膨らませながら、

「おはようございまーす。せーんせ」

　なんて、はにかみながら堂々と言ってのけた。

　一見すると、瞳ひとみから星が飛び出すかのような魅力的な仕草。だけど、状況が状況だけに喧けん嘩かを売ってるようにしか見えない。

　僕も授業中に居眠りをしたり、宿題をやってこなかったりするけれど、ここまで大々的な違反をかます度胸なんてとてもじゃないけどなかった。普通、これだけのことをしたら大声で怒鳴り散らされたあと、一発で生徒指導室に連行されるだろう。

「う、うん……おはよう……遅かったね……」

　なのに、篠しの原はら先生は遅刻した柳やなぎ戸とを前にしても、引きつった笑みを浮かべるだけ。

　熱血教師に憧あこがれて教師になった篠原先生なら、校則違反＆風紀違反でなおかつ遅刻までしてきた生徒相手に一発ガツンとかましそうなものだ。

　でもそれをしないのは──というか出来ないのは、柳戸希のぞ美みが中学時代、地元でも有名な不良だったからだ。彼女にまつわる逸話の数々は、この辺りの中学校に通っていた生徒なら誰でも一度は聞いたことがあるはず。

　曰いわく、毎日のように夜の街をほっつき歩き、寄らば斬きるとばかりに目が合った人たちを片っ端から病院送りにしてきたジャックナイフだとか。

　曰く、男遊びが盛んで、界かい隈わいの不良連中とは軒並み関係を持っていた上に援助交際までしていた類たぐいまれなるビッチであるだとか。

　曰く……曰く……と全部を挙げていくと枚挙に暇いとまがない。

　でも、噂うわさって大抵尾ひれがつくものだ。実際に見てもないのに、他の人の話を鵜う吞のみにするっていうのもなあ。もしかしたらそこまで悪くないかもしれないし、と思っていた僕だったけど、入学式早々、柳戸が金髪を咎とがめてきた生活指導の先生を殴り倒して一週間の停学になったのを知ったとき、あ、こりゃ本物だ、と思った。柳戸は僕たちとは違う世界で生きてる人なんだって。

　本当なら平行線を辿たどるはずだった僕たちは、同じ高校に入ることで交わった。でもそれが調和するかどうかはまた別の話なわけで。

　柳戸は教室でも、学校全体でも浮いてしまっていた。

「……おい、柳戸の奴やつ、また遅刻してきたぜ」

「あれ、絶対朝帰りだろ。彼氏の家から来てるんだよ」

「ここでも援交してるってきいたぞ。一回二万でやらせてくれるって」

「タバコも吸ってるし、刺青いれずみも入れてるんだろ？」

　周りのクラスメイトたちはこそこそと噂話をしている。おいおい、間違って柳戸に聞かれでもしたらどうするんだ？　けど、毎日計ったように一時間目の途中に遅刻してやってくるのは確かに気になるよな。何か理由があるんだろうか？

　皆が言うとおり、本当に彼氏の家から朝帰りしてるのか？　……だとしたら、遠い国の戦争くらい僕には想像もつかない話だ。

　柳戸が肩から通学鞄かばんを提げて、自分の席に向かおうとした時だった。

「や、柳戸さんっ！　ちょっと待ちなさいっ！」

　篠原先生は裏返った声で、そう呼び止めた。さすがに遅刻した生徒に何のお咎めもなしは示しがつかないと思ったのかもしれない。

　クラスメイトたちから「おぉっ」と静かな歓声が上がる。

「ハァ？　何ですか？」

　振ふり返かえった柳やなぎ戸とは、篠しの原はら先生を射抜くように見る。

「あたしに話なら、聞きますけど？」

　不敵な笑みと共に睨にらまれた瞬間だった。

「ご、ごめんなさいっ。なんでもないです！　なんでもないです！」

　篠原先生は蛇に睨まれた蛙かえるみたく、ぺこぺこと頭を下げ始めてしまった。

　クラスメイトたちから「あぁ……」と静かな落胆の声が漏れる。いやでも、呼び止めただけで充分凄すごいと思う。僕が先生の立場だったら何も言えない自信がある。というか迂う闊かつに刺激して嚙かみ付つかれたらと思うと、そもそも怖くて声も出ないだろうし。

　それにしても……と僕は側そばを通り過ぎる柳戸の横顔をこっそり見やる。

　柳戸は、めちゃくちゃ美人だ。切れ長の瞳ひとみは澄んでるし、顔立ちは定規で引いたみたいに整ってる。手足もすらりと伸びていて、街とか歩いてたらスカウトされて読者モデルとかやってても全然おかしくない。

　僕も一応男だし、美人を見ると目を惹ひかれる。けど、柳戸とお近づきになりたいとかはこれっぽっちも思わない。だって、怖いし。それに棲すんでる世界が違うからどういう話をすればいいのかとかも全然分からない。

　きっと卒業するまで、言葉を交わすこともないんだろうな。












　そのときはまだ、そう思っていた。




　昼休みになると、張り詰めていた教室の空気がどっと和らぐ。周りは皆、友達同士で机を突き合わせながら昼食に舌した鼓つづみを打っていた。

　僕たちもまた、同じように一つの机で昼食を食べていた。

「……ったく。最悪だぜ。高校に入ってようやく平和になったと思ったのに、また柳やなぎ戸とと同じクラスになるなんてよぉ」

　僕の向かいに座る田辺たなべが、こっちを向きながらそうこぼした。僕はジャムパンを丁寧にちぎって分けながらそれを聞いている。

「……つーか、なんであいつがこの高校に受かってるんだよ。一応進学校だぞ？　不良が入れるような場所じゃないだろうが」

「そういえば田辺は中学のとき、柳戸と同じクラスだったんだっけ」

「ああ。あし屋や、あいつはマジでヤバい奴やつだからな。普段滅めつ多たに登校してこないし、たまに来たと思ったら必ず揉もめ事ごとを引き連れてくるんだ。一回、他中の不良連中が三十人がかりで押し寄せてきたことがあってな、さすがにビビったぜ」

「うわ。それって殴り込みって奴じゃないか」

　そんなの実在するのか。不良漫画の中だけかと思ってた。

「で、どうなったんだ？　結果は」

「それがな、聞いてくれよ。柳戸の奴、たった一人で全員返り討ちにしたんだ。無双ゲーみたいにばっさばっさ蹴けり倒してな。圧巻だったぜ。こんなふうに──」

　田辺はそのときの光景を再現するかのように立ち上がり、右足を思い切り振り上げようとしたところで足がつった。「ぐああ！」と悲鳴を上げながら床に倒れると、ぴくぴくと陸に打ち上げられた金魚みたいに痙けい攣れんする。

「身体からだ固いくせに、無理しようとするからだよ」

　僕はちぎったジャムパンを口に入れる。

「けど、男子三十人で柳戸一人を襲うって凄すごい構図だな。いったい何をやらかしたらそういうことになるんだ？」

「俺が知るかよ。痴情のもつれとかじゃねえの？」

「何にしても関かかわり合いにならない方がよさそうだな。……というかそもそも関わり合いになれるような要素がないんだけど」

　僕たちと柳戸とじゃ、あまりにも共通点がなさすぎる。

　ジャムパンの欠片かけらを全部口に放ほうり込むと、僕は席を立った。

「おい屋、どこいくんだよ」

「食堂。喉のど渇いたからちょっとジュース買ってくる」

　四階にある教室から、敷地の端にある食堂へと移動する。

　食堂前には二つの自販機があった。

　右手の自販機の投入口に百円玉を入れると、ヨーグルトティーのボタンを押す。投入口の上にあるスロットが勢いよく回り出す。

　数字が揃そろったらもう一本！というよくある奴やつだ。僕は十六年生きてきたけど、一回も当たったことがないし、当たった人も見たことない。祭りのくじ引きと同じで、期待させてはくれるけど実際には当たらないものなんだろうな。

　その内、左端に『７』が止とまった。少し間を置いて真ん中に『７』が。

　あれ？　これはひょっとしてひょっとするんじゃないか？　とか何とか思っているうちに右端で回転していた数字がぴたりと止まった。

　恐る恐る見てみると──それは『７』だった。ファンファーレが鳴り、一度消えたはずのジュースのランプがもう一回点灯した。

「おおっ。これって当たるものだったのか……」

　知らなかった。思わぬ発見だ。

「けど、こんなところで運を使いたくなかったな……」

　運というものは、パーセンテージが決まっていると僕は思う。

　幸運と不運がそれぞれ五十パーセントずつ。

　いいことが起これば、悪いことが起こり。悪いことが起これば、いいことが起こる。

　運は最終的に均等になるはずだから、いいことばかりが続くことも、悪いことばかりが続くこともない。この理論を実践したからこそ、僕は本来なら入れなかったはずのこの高校に合格できたのだと思っている。

　つまり──だ。

「ここで運を使ったら、その分の不運を引くかもしれない。それに宝くじを当てるために貯ためてた運も無む駄だ遣づかいしたことになるし……」

　だから、二本目のジュースが当たってもあんまり嬉うれしくなかった。

　って言っても、当たってしまったものは今さらどうしようもないし、とりあえずカフェオレでも貰もらっておこうかな。

「一人でジュース二本も飲めないし。……しょうがない。田辺たなべにでもやるか」

　たまにはこういうのもいいだろう。もっとも、向こうは訝いぶかしむかもだけど。

　教室までは非常階段を使うと近道だから、校舎裏へと回りこむ。そこは人気がないのと薄暗いので近寄りがたい雰囲気を放っていた。

　人目を忍しのんで何かするには絶好の場所。入学当初、同じくここを通ったときに上級生のカップルがディープキスをしている場面に遭遇して、「おぅふ……」と何とも言えない気まずさに襲われたことを思い出す。……あれは地獄だった。なぜか目が合ったときに反射的にぺこりと会釈をしてしまい、僕が通り過ぎたあと、後ろからカップルの爆笑する声が聞こえてきて尋じん常じようじゃなく恥ずかしい思いをしたのも含めて。

　けど、今日はぱっと見た感じ、誰もいないっぽい。

「って言っても長居はしたくないし。早く教室に戻ろう──ってうわっ！」

　非常階段に近づこうとしたところでびくっとなった。

　校舎裏口の閉鎖された扉の前──人目につかないひっそりとしたスペースに、柳やなぎ戸と希のぞ美みが片かた膝ひざを立てながら座っていたからだ。

　ばっちり目が合う。

「……」

「……」

　どちらとも何も言わず、じぃっと見つめあう。そうしていると、柳戸の瑠る璃り色をした瞳ひとみに吸い込まれてしまいそうになる。僕が恐怖と混乱で目を逸そらすこともできず、おろおろと立ち尽くしていると、やがて向こうがくすっと笑った。

「あははっ。なに？　鳩はとが豆鉄砲食らったような顔しちゃって」

　そう言ったあと、「ま、実際に見たことはないんだけどね」と付け加えた。

　その時初めて、僕は柳戸の声をちゃんと聞いた気がする。じめりと薄暗い校舎裏には似つかわしくない澄んだ綺き麗れいな声だった。……じゃなくて！

　な、なんでここに柳戸が……!?

「どしたの？　固まっちゃって。あ、もしかして何か言いたいことあるとか。そういうの後々になって気になるから言ってよ」

　頭の中でしきりに警鐘が鳴っている。逃げないと！　逃げないと！　なのに僕の身体からだは意思に反して全く言うことを聞いてくれない。

　柳戸は僕の目をじーっと見つめてから、呆あきれたように言った。

「今、あんたはテレパシー飛ばしてるのかもしんないけど。分かんないから。目で語るんじゃなくてちゃんと言葉で語ってくれる？」

　別に飛ばしてないわい。

「……よしっ」

　柳戸は痺しびれを切らしたように立ち上がった。

「そっちが動かないなら、こっちから行っちゃおうかな」

　そして、伸びをしながらゆっくりこっちに向かって歩いてくる。

「う、うわあっ！」

「あははっ。第一声が悲鳴？　何も逃げることないじゃん」

　柳戸が一歩近づいてくる度に、僕は一歩後ずさる。本当は背を向けて走って逃げ出せたらよかったんだろうけど、そんな勇気も度胸もなかった。

　後ずさっているうちに、背中にどすんと固い感触が当たる。

　しまった！　これって……。

「ざーんねん。校舎の壁で行き止どまりー」

　柳やなぎ戸とはくすくすと笑った。

　逃げ場を失った僕は、あっという間に距離を詰められる。

　間合いに入ってきた柳戸はぬっと手を伸ばしてきた。やられる！と全身を強こわ張ばらせたけどそれは僕の身体からだには触れずに肩口を抜けて、校舎の壁をついた。そこを支点として顔を吐息が掛かるくらいの距離に近づけてくる。

「ね。これ、壁ドンって言うんだって。知ってた？　ドキドキしない？」

　壁ドンは知ってる──けど、それ男子が女子にやるものじゃなかったっけ。これ一般的な意味の壁ドンとは違うような。あと確かに胸はドキドキしてるけど、これはときめきじゃなくて純じゆん粋すいに恐怖で心拍数が上がってるだけだ。

　柳戸はじろりと僕を見たあと、何かに気づいたように目を見開いた。

「──って、あれ？　あんた、クラスメイトじゃん」

「──っ!?」

「いっつも端の方にいて目立たないけど、見覚えあるし」

　僕の素性が割れてしまった！

　いや、冷静に考えたら一ヶ月も同じ教室で授業を受けていたら、そりゃ名前はともかく顔くらいは覚えるか。

　でも、いっつも端の方にいて目立たないって……。まあ、そういうふうに波風立てずに生きようとしてるからいいんだけど。むしろ思惑通りって感じだけど。……でもいざこうやって指摘されると何とも言えない気分になる。ちょっと傷つく。

「ふーん。そっか、なるほど。クラスメイトか……」

　柳戸は細い顎あごに指をあてながら、しみじみと呟つぶやいた。

　な、何か嫌な予感が……。

　次の瞬間、ずい、と顔を近づけてくる。鼻先同士が触れる距離。柳戸の唇からぶどう色のガムがぷくーっと膨らんだ。それはあっという間に臨界点に達すると、ぱちんと弾はじけて僕の顔に蜘く蛛もの糸みたいにへばりついた。

「え……」

　啞あ然ぜんとする僕。ぶどうの甘ったるい匂においが鼻び腔こうを満たす。

　柳戸はぎろりと睨にらみつけてきた。

「あんたたち、陰であたしのこと好き勝手言ってくれてるみたいじゃん。えんこーしてるとか朝帰りしてるとか身体に刺青いれずみ入ってるとかさ」

　やっぱり！

　というか、柳やなぎ戸とは自分についての噂うわさを知ってたのか！

「ぼ、僕は言ってない……です……」

　それは本当だった。実際に現場を見たわけでもないのに変な噂を吹ふい聴ちようして回るのはよくないし面倒臭いことに巻き込まれたくなかったから、クラスメイトたちがあれこれと好き勝手言ってるのを耳にしても、ずっと傍ぼう観かん者しやに徹し続けていた。

　なのに──

「その理屈は通用しないから。こういうのって基本、連帯責任だし」

　ばっさり一いつ蹴しゆうされてしまった！

「……あたし、すっごいムカついてるわけ。だって、本人いないところでこそこそ言うのって男らしくないと思わない？」

「そ、そうですね」

「ってことでさ、あんた、証明してよ」

「え？　証明って何を……」

「あたしが清廉潔白の身だってことを。とりあえず、あたしの身体からだに刺青いれずみが入ってるのかどうかだけでもいいから」

　柳戸はそう言うと、躊躇ためらいなくその場でシャツを脱ごうとし始めた。まくれ上がった裾すそから白い肌と綺き麗れいなおへそが覗のぞいたところで──

「ちょっ！　い、いきなり何してるんだよ！」

　さすがに僕は待ったをかけた。

　柳戸は手を止めると、きょとんとしたように、

「？　だって、脱がないと分かんないじゃん」

「いやいやいや！　そうじゃなくて！　……って、え？　これもしかして僕が柳戸の身体を確認するっていう流れなのか!?」

「だーかーらぁ、最初からそう言ってるじゃん」

　鈍いなぁ、とばかりに言ってくる。

「ってことは、その……背中とか、胸とかも……？」

「そう。全部。あとでやっぱりとか言われても困るし。大丈夫、ここなら人目につかないから何してるかも分かんないって」

「そういう問題じゃなくて！　て、抵抗とかないのかよ!?」

「ずっとあることないこと言われ続けるよりは、ずっとマシ。肉を切らせて骨を断つって言葉があるじゃん。それそれ」

　だ・か・ら、と言葉を区切って言った柳戸に右手首を摑つかまれる。慌てて振りほどこうとしてもぴくりとも動かない。女子とは思えない握力だ。僕の右手は自分の意思とは正反対の動きをして柳戸の胸元へと押し当てられた。……えええ？

「ちゃんと自分の目で見て、確かめてみてよ。あたしの身体からだ」

「い、いや……そんなこと言われても……」

　シャツを内側からぐっと押し上げている胸の膨らみ、それは実際に触ってみると思っていたよりもずっと大きかった。手のひらが吸いつくくらいの柔らかさと、弾はじき返かえしてくるような張りが同居している。──いや、それよりもだ。

「む、無理だって！　そんなの！」

　僕は泣きそうなくらい情けない声を出していた。自力で手を振り払う力もないから柳やなぎ戸との良心に訴えかけるしかないのが悲しい。

　柳戸は散々泣き言を漏らす僕を見て、従わせるのは無理だと思ったのか、手首を離すとジトリとした目で睨にらみつけてきた。

「……いくじなし」

　そんなこと言われても……。

　身体に刺青いれずみがあるかどうか確認してっていきなり言われて、はい分かりましたってすぐに頷うなずけるわけないじゃないか。

「でも、そうなると話が変わってきちゃうけど」

「え？」

「さっきも言ったけど、今のあたし、相当鬱うつ憤ぷん溜たまってるから。皆の分も代表してあんたに八つ当たりさせてもらうね」

「な、なんで!?　おかしいだろ！」

「クレームは一切受け付けません」ばっさり切られる。「はい。じゃあ、頭の上で両手を組んでから後ろ向いてー」

「…………」

「早く早く。昼休み終わるまで、時間ないんだから」

　有無を言わせぬ口く調ちように促されて、僕は校舎の壁とご対面。所々に染みとひび割れのある壁を目の当たりにして、背筋がぞっと冷たくなる。

「あんま、喋しやべんない方がいいよ。舌、嚙かみ切きるかもだし」

　舌を嚙み切る……って、いったい何をされるんだよ!?

　悲鳴を上げそうになるのを、寸前のところで押さえた。でもネジが一本抜けたみたいに両足の震えがガクガクと止とまらない。

「三・二・一……って言ったら始めるから。心の準備しといて」

　無む邪じや気きなその口調が、余計に怖い。

　自然と呼吸が荒くなる。

「はい。いきまーす。三・二・一っ──」

「うわあああああっ！　止やめてくれええ！」

　来たる痛みに備えようとして、反射的にぐっと目を瞑つぶってしまう。

　一秒、二秒、三秒──と経たったところで、あれっ？　と思う。

　……おかしいな。いつまで経っても痛みがやってこないぞ。

　僕は恐る恐る目を開けると、後ろを振ふり返かえってみた。

　すると、柳やなぎ戸とがしてやったりという笑みを浮かべながら、僕に向けて何かをぷらぷらと掲げて揺らして見せていた。

　……って、これ、僕がさっき自販機で当てたカフェオレじゃないか。

「あははっ。びっくりした？　罰としてこれ、貰もらうから」

　柳戸はにーっと楽しげに頰ほおを緩めると、飲み口にストローを差す。中身をちゅうちゅう吸ってから、「あー、おいし」と満足気に呟つぶやいた。

　それを眺めながら、僕はぽかんとしてしまう。

「え？　罰って……それだけ？」

「あはっ。もしかして痛めつけられると思った？　ないない。そしたらあたし、また停学になっちゃうじゃん。そんなの割に合わないし。ちょっとからかうついでに忠告しておきたかっただけ。もう行っていーよ」

「ほ、本当に……？　見逃してくれるのか？」

「だから言ってるじゃん。もしかして虐いじめて欲しいって期待してたとか？　だったら別にやってあげてもいいけど？」

「いやいや！　そんなことは全然！　間に合ってます！」

　間に合ってるって何だよ。

　けど、もっと酷ひどいことをされると思ってたから、カフェオレを没収されるだけで終わりと言われて肩透かしな感じがするのも確かだ。

　いや、解放すると言って油断させておいて、僕が背を向けたときに何かしてくるんじゃないかとか思うと中々その場から離れられない。結果、柳戸と向き合ったまま立ち尽くすという気まずい感じになってしまっている。

　と、そのとき、遠くから誰かが近づいてくる足音が聞こえた。

「ほら、早く行ってってば」

　柳戸はハエでも払うように、しっしっ、と言った。

「あたしといるの見られたら、そっちにも変な噂うわさ立つかもしれないし。それで友達と仲悪くなったりしたら嫌でしょ？」

　そう言ってちょっと寂しそうに笑ってから、

「……あたしはぼっちだけど、あんたはそうじゃないじゃん」

「え」

「何でもない。てか、いつまでそこにいんの？　あたし気まぐれだから、いつやっぱ許すまじってなるか分かんないよ？」

「あ、いや、ごめん！　失礼します！」

　僕は慌てて頭を下げると、急いで踵きびすを返して無我夢中で走った。しばらく行ったところで息が切れて立ち止どまる。膝ひざに手をついた瞬間、今まで押さえていた恐怖が堰せきを切ったようになだれ込んできて、その場にへたり込んでしまった。

　あ、危ないところだった……。カフェオレが生いけ贄にえになってくれなかったら、あれくらいじゃ済まなかったかもしれない。

　それにしても、目の前で見た柳やなぎ戸とは本当にかわいかった。……けどそれ以上にやっぱり恐ろしかった。ほんと、助かったのが奇跡的なくらいだ。今後はもう絶対、柳戸とは関かかわらないようにひっそりと生きていこう。そうしよう。うん。

　そのとき、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り響いた。

　ああ、早く教室に戻らないと。遅刻したら怒られる。

　僕は立ち上がろうとして、でも、立ち上がることができなかった。

「あ、あれ？　う、噓うそだろ……？」

　恐怖から解放されたせいか、すっかり腰が抜けてしまっていた。

　結局、授業は遅刻した。




　午後の授業は一睡もできなかった。

　うつらうつらとし始めたところで、柳戸に絡まれたときの記憶がフラッシュバックして悲鳴と共に飛び起きてしまったからだ。全身寝汗でびっしょり、おまけに教師に教科書で頭を叩たたかれてしまうわでもう最悪だった。

　僕の中でさっきの体験は完全にトラウマになっていた。

　今日は本当、全然ついてないな……。

　でも一ついいこともあって、篠しの原はら先生に急な出張が入ったということで当初予定されていた放課後の補習はなしになった。「ごめんね、私が言い始めたのに」と申し訳なさそうに両手で拝まれたとき、僕は「いや、全然大丈夫ですよ」と笑顔で答えながら内心ガッツポーズをしていた。やった！　これで家に直帰できるぞ！

　放課後になるなり誰よりも早く教室を出た僕は、ミュージカル映画で見るような軽やかな足取りで校門までの道をスキップする。

　気分もいいし、ちょっと遊んでから帰ろうかな。そう思い立った僕は駅前にあるゲームセンターに立ち寄ることにした。

　両開きの扉を開けると、夕方の店内は空すいていた。

　手前にあるクレーンゲームやコインゲームのコーナーを抜けると、アーケードゲームのある区画へやってくる。

　そのとき、ふいにポケットの中のスマホが震えた。

「ん。誰かから連絡でも来たのかな……って、何だゲームの通知か」

　見てみると、スタミナが溜たまったという通知だった。まあ、冷静に考えてみるとクラスメイトは部活に勤いそしんでる時間だし。連絡なんてこないよな。……ってあれ？　別に普段も誰かから連絡なんて滅めつ多たにこないような……。

「……いやいやいや。やめよう。自分を追い詰めるのは」

　傷つくだけだ。

「そんなことより、溜まったスタミナを消費しないと」

　僕は筐きよう体たい前の椅い子すに腰掛けると、溜まりきったスタミナを消費するためにスマホの画面に親指を走らせていく。最近のはパズルだったりクイズだったりゲーム性があるのも増えてきているけど、僕はもっぱら走るだけの奴やつだ。

「すみませーん。ちょっといいですか？」

　無心で親指を動かしていると、ふいに声を掛けられた。

　顔を上げて、僕は驚いた。

　そこにいたのは、とんでもない美少女だったからだ。

　うわあ。妖よう精せいみたいだ……。

　そんなファンシーな感想を思わず抱いてしまうくらい、その子の容姿は整っていた。

　ぱっつんと切きり揃そろえた髪には、光の輪。初雪みたいに白い肌を見てるとこの子は太陽の光を浴びたことがあるんだろうか、なんて思ってしまう。白を基調としたゆるふわな服に身を包んだ見た目はおしゃれそのものだった。

　っていうか、こんな美少女が僕にいったい何の用なんだ？

　もしかして、一目ぼれしたとか……。いや、まさかな。

「もーっ。ダメですよ。そこに座るなら挑戦を受けてくれないと」

「え？　挑戦？」

　ぷくりとむくれたその子の指差す先には、筐体の画面。

　そこには『挑戦者求む』と表示されている。

　ああ、僕の向かい側で格闘ゲームをプレイしてたのか。で、僕がここに座ってたせいで来るかもしれない挑戦者が入れなくなっていた。

　……うわっ。傍はたからみたら僕、めちゃくちゃ迷惑な奴じゃないか。

「ご、ごめん！　邪魔だったよな！　すぐどくから！」

　慌てて椅子から立ち上がり、そそくさと逃げていこうとする。──けど、

「待ってくださいっ」

　いきなり、後ろからぎゅっと抱きつかれた。

「────はい？」

　全くの不意打ちだったからか、思わずそんな声が出た。

「あ。ご、ごめんなさいっ。私……」

　その子ははっとしたように口元に手を当てると、すぐさま僕から離れた。頰ほおをうっすらと赤く染めながら、もじもじと視線をさ迷わせている。

　僕も首筋を搔かきながら、あっちこっちに視線を泳がせて言葉を待つ。まともに目の前の美少女の顔を見れなかった。

「わ、私、どうしてもあなたと対戦したくて。このゲームセンター、人が少なくて相手に困っていたものですから、つい……」

「え？　あ、うん。今って据え置き機でもオンライン対戦できるし。わざわざゲーセンに来てまでって人は減ったかもしれない」

　最近は若者より、年配の人の方が人口的には多い気もするし。

「でも、相手がすぐ側そばにいるからこそ臨場感があって面白いと思うんです。なのに相手がいないからコンピューターと対戦するしかなくて……」

「ああ。それだと、家にいるのと変わらないな」

「だから私、あなたと対戦したいなあって……ダメですか？」

　上目遣いで懇願される。うわ。かわいい。

「いや、でもなあ……僕、全然格闘ゲームとかやらないし。ミスしても『このステージをクリアしたことにして次に進みますか？』って提案してくれる親切設計のゲームばっかりプレイしてきたから、期待には応こたえられないと思うよ」












「大丈夫です！　私が一から教えてあげますから」

　美少女は僕の手を取って、キラキラした眼まな差ざしを送ってきた。

「いっしょに格ゲーやりましょう。……ねっ？」

「わ、分かった。そこまで言うなら。うん。やるよ」

「本当ですか!?　やったっ！」

　よっぽど嬉うれしかったみたいで、その場でぴょんぴょん飛び跳ねている。

　……いや、思わず引き受けちゃったけど、こんなかわいい子にここまでせがまれてなおも断れる男子なんていないだろ。少なくとも僕は無理だ。これが『この幸せになれるツボを百万円で買ってください』『絶対に儲もうけられる商法があるんです。ねずみ講って言うんですけど……』と誘われていても頷うなずいていたかもしれない。

「あの、せっかくなので、お名前とか教えてもらってもいいですか？」

「えっと、あし屋や。……屋優ゆう太た、だけど」

　ちょっと名前を言うのに間が空あいたのは、気恥ずかしかったからだ。

「ふむふむ。優太さんですか。いいお名前ですねっ。私、花はな宮みや由ゆ利りって言います。気軽に由利ちゃんって呼んでください♪」

「あ、うん。よろしく、花宮さん」

「……むぅ。優太さん、いけずです」

　いや、違うんだ。何もいけずでやってるわけじゃない。

　初対面の女子をいきなり名前で呼ぶのに激しい抵抗があるってだけだ。リア充の人たちは何で気軽にできるんだろう？

「それより、その制服、布ふ瀬せ高校のものですよね？」

「え？　ああ、そうだけど」

「私、その近くにある中学校に通ってるんです。つまり年下ちゃんです。なので花宮さんじゃなくて呼び捨てで結構ですよ」

　え、この子、まだ中学生だったのか。垢あか抜ぬけてるから分からなかった。

「ふふっ。でも、いっしょにゲームできるお友達ができて嬉しいなぁ……。じゃあ、早速始めちゃいましょうか」

「あ、ああ」

　僕は花宮に促されて筐きよう体たい前に座る。

「最初のプレイの分は、私が出しますね。……えいっ」

　後ろから身を乗り出して百円玉を投入口に入れると、花宮はその右手をレバーを握った僕の右手の甲にそっと重ねてきた。えっ？

「いっしょにプレイした方が、覚えやすいと思って。……嫌でしたか？」

「い、いやいや、そんなことは」

　むしろ僕の方こそいいんですか？　お金払わなくてって感じだ。

「じゃあ、まずはキャラの動かし方からですけど──」

　花はな宮みやの手ほどきを受けながら、僕は画面上のキャラを動かしていく。

　けど、ゲームには全く集中できなかった。

　柔らかくてすべすべな手を重ねられてるのもそうだし、身体からだを密着させてくる花宮からはめちゃくちゃいい匂においがしたからだ。ダメだダメだ。集中しないと。こいつ私に骨抜きにされてるじゃないかって思われたら恥ずかしいし。

「優ゆう太たさん。そこはさっき教えたところですよ」

「あ、ああ。悪い、うっかりしてた」

「集中力が切れてきてるみたいですね。それなら……」

　それなら？　と思ったところで、

「マジカル由ゆ利りちゃんパワー、じゅ～でーん♪」

　首筋に腕を回され、後ろからぎゅーっと抱きしめられた。

　当たってる！　当たってる！　何がって、お胸の柔らかいものが。

「なーんて。えへへ……。元気でましたか？」

「あ、ああ。出た。凄すごく。元気」

　充電どころか、オーバーヒートしそうだった。動どう悸きが収まらない。

　いかんいかん。余計な煩悩を捨てて、ゲームに集中しないと！　僕はぐっと前のめりになると筐きよう体たいの画面を見やった。そのときふいに思った。

「あれ？　そういえばこのキャラ……どこかで見たことあるような……」

　えーっと、どこで見たんだっけか……。

「ああ、そうだ。思い出した。確かアニメやってたんだ。深夜に」

「優太さん。知ってるんですか!?　私もそれ、大好きなんです！」

　花宮の声のトーンが急に上がった。

「ゲームのアニメ化ってだいたい尺の関係で改悪されちゃうんですけど、この作品は製作側の人たちがファンだったこともあって、凄く原作に忠実だったんです。私、好きすぎて円盤だけじゃなくてサントラとキャラソンも買っちゃったんですよ！」

「円盤？　円盤ってなんだ？　フリスビー？」

「ＢＤブルーレイデイスクのことですよ。これくらい常識です」

「そ、そうなんだ」知らなかった。

「ちなみに優太さんは何話目が一番好きですか？」

「見たのが結構前だから記憶が曖あい昧まいだけど、あの、ほら、主人公の仲間の才能のない奴やつが頑張るって話が凄すごくよかった」

「あ、それ八話目ですね」

「あのアニメって基本的に才能ある人ばっかりで感情移入できなかったけど、凡人が一矢報いたときには感動したよ」

「そういうのが好きでしたら、オススメがいくつかありますよ。例えば──」

　花はな宮みやはそのあともずっと好きなアニメとか、ゲームの話、サブカル全般についてずっとまくし立てるように話し続けた。

　凄い熱量だ。内容はさっぱり分からないけど、花宮があんまり楽しそうに話すから僕はついつい聞き入ってしまう。だからふと壁に掛かった時計を見たときには、午後の六時を回ったところだった。

「って、うわ、まずい！　そろそろ帰らないと」

「何か用事があるんですか？」

「妹の晩ご飯を作らないといけないんだ」

　正直言うと、もっとここにいたかった。

　でも、家では千ち夏かがお腹なかを空すかせて待っているだろうし、早く帰らないと。勝手に自炊しようとして火事とか起こされても困るし。

「そうなんですか。すみません。遅くまでつき合わせてしまって」

　花宮はぺこりと頭を下げたあと、微笑ほほえんだ。

「でも、優ゆう太たさんとお話しするの、とっても楽しかったです。こんなに自然な感じで話せる男の人と会ったのは初めてかもしれません」

　えー。そんなこと言われたら、うっかり惚ほれちゃうじゃん。

　というかこれ、連絡先とか訊きいたら教えてくれるんじゃ……。

　いやいや！　期待したら痛い目に遭うぞ。止やめておいた方がいい。絶対に。名残惜しい気持ちはあったけどそのままフェードアウトしようと思っていると、

「あの、よかったら連絡先を交換しませんか？」

「えっ」

　何と、向こうから訊いてきてくれた。マジですか。

「い、いいのか？」

「はい。また今日みたいにゲームしたいですし。それ以外も……。あ、もしかしてご迷惑だったでしょうか……？」

「いやいや、そんなことは！　全然！　こっちこそ喜んで！」

　僕がそう食い気味に否定すると、悲しそうに強こわ張ばっていた花宮の表情が、ぱっと花でも咲いたかのようにほころんだ。

「……よかったぁ。思い切って勇気を出してみて」

　胸に手をあてながら、ほっとしたように頰ほおを緩めている花はな宮みや。それはどう控えめに見ても可愛かわいいとしか言いようがなかった。天使かよ……。

「じゃあこれ、私のラインのＩＤです」

　花宮は動物のぬいぐるみをごちゃごちゃとつけたポーチからメモ帳を取り出すと、さらさらとペンを走らせて、紙片を渡してくれる。そこには丸っこい字で書かれたラインＩＤと可愛らしい猫のイラストが添えられていた。

「家が火事になっても、これだけは絶対に守り抜くよ」

「ふふっ。いつでも連絡してきてくださいね。待ってますから！」

　あれ？　僕、もしかして今日死ぬのかな？

　こんなにもついてるなんて、ちょっと怖くさえなってくる。帰りに大型トラックとかに轢ひかれたりしないといいけど。




　うっきうきでゲーセンから出ると、外は日が暮れていた。

　僕は花宮から貰もらった連絡先の紙を胸元で抱きしめながら、慣れない鼻歌を口ずさみつつスキップ混じりに歩いている時だった。

　どすん、と誰かにぶつかった。

　おっと、浮かれすぎて前が見えてなかったみたいだ。失敗失敗。

　軽い気持ちで顔を上げようとすると、

「おい」

　地を這はうようなドスの利いた声が響いた。

　恐る恐る顔を上げると──目の前には見るからにいかつい男がいた。この近くにある工業高校の制服を着崩したそいつは、頭に剃そりこみを入れている。目つきは鋭くて、身体からだ中じゆうから拭ぬぐいきれないタバコと暴力の匂においがした。

　血の気といっしょにうきうき気分がすーっと引いていく。

「す、すいません！　前見てませんでした！」

　僕は舎弟みたく慌てて頭を下げる。九十度だ。

　非があるのはこっちだし、とにかく謝らないと！　誠心誠意懺ざん悔げしているのが伝われば手心を加えてくれるはずだ。

「……てめえさっき、花宮と話してやがったな」

　けど、飛んできたのは想定外の一言。

「え？　花宮？」

　どうやら聞き間違いじゃないらしい。

「なんでここでその名前が……」

「あいつはなあ、俺の女だ。許可なく近づいてんじゃねえぞ」

「……はい？」

　頭が一瞬、真っ白になった。

　お、俺の女って……それはつまり……そういうことだよな？　ってことは花はな宮みやには彼氏がいたってことか!?　え？　なんで!?

　そのとき脳のう裏りを過よぎったのは『美人局つつもたせ』の三文字だった。イケイケ男女が共謀して冴さえない男子を陥れるっていう例のアレ。そんなまさかと思ったけど、今までモテなかった僕が急に美少女に連絡先を訊きかれるって冷静に考えたらおかしい。美人局を仕掛けられてたって方がよっぽど自然だし辻つじ褄つまが合ってしまう。

　つまり、僕は騙だまされてたってわけで……。美人局の定型では、このあと彼氏にたっぷり絞られることになるわけで……。

「……花宮？　いやあ、ちょっとよく分からないですね……」

　どうにかやり過ごそうと、しらばっくれてみる。

　けど、次の瞬間、ぐらりと視界が揺れた。

　鼻っ柱に、石を思い切りぶつけられたような衝撃。鈍い音が頭ず蓋がいで鳴る。気づいたらその場に尻もちをついていた。

　つぅっ……と鼻から温ぬるい液体が流れてくる。慌てて鼻頭を押さえた。手のひらを見るとさらさらとした赤に濡ぬれていた。

　殴られたんだ。そこでようやく気づいた。

「てめえはもう、喋しやべるな……」

　血走った目で僕を見下ろしながら、ぽきぽきと指を鳴らす。予知能力がない僕でもこの後どういうことになるか容易に想像がついた。

「……ぶっ殺してやるよ」

「うわあああああああっ！」

　僕は咄とつ嗟さに跳ね起きると、彼氏に背を向けて全力で走り出した。

「おらっ！　逃がさねえぞ！　生きて帰れると思うな！」

「た、助けてくれえええええ！」

　最悪だ。最悪だ。最悪だ。

　両手足を必死に振りながら、もういっそ泣きたくなる。

　結果的に今日はついてると思ったけど、とんでもない。柳やなぎ戸とには絡まれるわ美人局には引っかかるわでやっぱりとんでもない厄日じゃないか！

　普通に直線を走っていたら運動能力の差で追いつかれてしまう。僕は入り組んだ路地を縫うように駆けてどうにか撒まこうとする。

　殴られた鼻を押さえながら後ろを見ると、きっちりついてきていた。思わずパニックに陥りそうになる。捕まったら、ただじゃ済まない。

　確実にストリートファイトが始まる。でも──

「僕は生まれてから一度も誰かと喧けん嘩かしたことないんだ！　勝てるわけない！　ここは法治国家なんだから話し合いで解決しましょう！　示談金を払ってもいいです！　だから拳こぶしを収めてください！　ねっ!?」

「うるせえ！」

　駄目だ！　話し合いじゃ解決できない！　つーか花はな宮みやの奴やつ、清せい楚そ系に見えたのにこんな野蛮な奴と付き合ってたのかよ！　柳やなぎ戸と的な見た目の女子ならまだしも、清楚系まで不良に取られるって世の中ほんと夢も希望もないな！

　恨み辛つらみを吐きながら走っていると、眼前に公園が見えた。

　よし、隠れるならあそこだ！

　並木道の側そばにある公衆トイレに駆け込むと、個室に入って扉を閉める。鍵かぎを閉めると扉を背にしたまま、胸に手をあてて一息つく。

　大丈夫。入るところは見られなかったはずだ。

　これで撒まけるはず……。

　ドンドンドンッ！

「──っ!?」

　直接心臓を叩たたかれたかのように、心音が跳ねた。

「おらっ！　そこに隠れてるのは分かってんだよ！」

　ダメだ！　ばれてる！　でも何で!?

　トイレに駆け込んだ時、あいつは見てなかったはずだ！

「トイレの近くにいたガキに訊きいたら、一発で教えてくれたぞ。こっちに逃げてきた冴さえない高校生を知らないかってなあ」

　訊きかれたことに対して素直に答えるっていうのは素晴らしいことだけど、今回に限っては黙っておいて欲しかった！

「きっちり、落とし前つけさせてやるよ！」

「ぎゃあああ！　扉が壊れる！　壊れる！」

　乱暴に叩かれすぎて、軋きしんだ扉が内側にひしゃげ始めている。

　このままじゃこじ開けられるのも時間の問題だ。

「く、くそっ。僕もここまでか……」

　花宮と出会ったのが運の尽きだった。そもそもゲームセンターなんかに寄らないで家に直帰さえしてればこんなことには。

　ほんと、つくづく今日の僕はついてない──って後悔しても仕方ない。

　人は過去には戻れない。未来に向かって進んでいくことしか。

　そのとき、とうとう扉が蹴け破やぶられた。飛び散る木片の間から、目を血走らせた彼氏が獣みたいな雄お叫たけびを上げて襲い掛かってくる。

　完全に詰んだ！　殺される──

「うわああああああああっ！　お助けぇぇぇ！」

　頭を抱えて、その場に蹲うずくまりながら目をつむった、その瞬間だった。

　視界がぐにゃりと歪ゆがみ、床の木目がゆらゆらと揺れる。溜たまっていた水が、栓を抜いた排水口に吸い込まれていくかのように、意識が遠のいていく。

　な、なんだ？

　いったい何が起こってるんだ!?

　全く自分の置かれた状況が理解できないまま、暗くら闇やみに落ちていく。そのとき、頭の片隅でカチッという音が鳴った。

　何かスイッチを入れたみたいな音だな──

　そう思ったのが最後だった。




「──はっ」

　目が覚めると、全身汗でびっしょりになっていた。

　視界に映っていたのは、見慣れた家の天井。窓からは柔らかな朝あさ陽ひが差し込み、小鳥のさえずりがどこからか聴こえてくる。

　僕は、自分の部屋のベッドで寝ているみたいだ。

「……って、なんで？　僕は公衆トイレにいたはずじゃ……」

　あのときの光景はまだ、鮮明に覚えている。

　美人局つつもたせに遭った僕は、花はな宮みやの彼氏に追われて公衆トイレに逃げ込んだ。でも結局個室に隠れていることがバレて、扉を壊されて中に踏み込まれた。だったら僕は今ごろタコ殴りに遭ってないとおかしいはずだ。

　なのに、自分の部屋のベッドで仰あお向むけになってる。

　それに違和感はもう一つあって──

「……身体からだ、どこも痛くないんだよな」

　上半身を起こしてみても、痛むところはない。

「それに鼻血も止とまってるみたいだし……」

　殴られた鼻っ柱から垂れていたはずの血も、今は止まっていた。鼻の穴にそっと小指を入れてみても綺き麗れいなままだ。普通なら黒ずんだ乾いた血がつくはずなのに。

　……どう考えても、おかしいよな。

「あれは全部、夢だったってことか……？」

　柳やなぎ戸とに脅されたのも、そのあとゲーセンで花宮に出会ったのも、その彼氏に追いかけられたのも全部夢の中の話で、現実には起こらなかった。

　そう考えると、一応の辻つじ褄つまは合うけど──でも、今まで一度も会ったことない人が夢に出てくるなんてことがありえるのか？

　って言っても、他にそれらしい説は思いつかないんだけど。

「……まあ、無事だったんだし、深く考えても仕方ないか。むしろ何もかも夢だったんだって方が僕としてはありがたいし」

　美人局つつもたせに遭うことも、彼氏にボコボコにされることもない。面倒ごとを全部避けられたから結果的にはよかった。

　一抹の疑念は、拭ぬぐいされなかったけど。

　と、そのとき、階下からドタドタドタ……と足音が聞こえてきた。それは忙しく階段を駆け上がってくると、僕の部屋の前で止とまった。

　次の瞬間だった。

　バン！　と扉が跳ねるように開いた。

「にーちゃん！　おっはよー！」

　ぴょこりと顔を覗のぞかせた妹──千ち夏かのキンキン声が頭に響く。

「もう朝だよー！　起きて起きてー！　えっへへー」

　小学四年生の妹はまだ朝っぱらにも拘かかわらず、満面のハッピースマイルでめちゃくちゃテンションが高かった。兄妹きようだいなのにどうしてこんなに違うんだろう？と僕も両親も近所の人たちも首を傾かしげてしまうほどこいつは快活なのだった。

　千夏はこっちに駆けてくると、何の躊ちゆう躇ちよもなくぴょんと床を蹴けって、ベッドに仰あお向むけになった僕のお腹なかの上に飛び込んできた。

「ぐへっ」

「ごろにゃーん。ごろにゃーん」

　僕を起こそうとして、ごろごろと腹の上を転がる。肺が圧迫されて苦しい。たまらず朝から大声を張り上げる。

「おい千夏！　よく見てくれ！　もう僕は起きてるから！」

「……ありゃ？」

　千夏はぴたりと止まると、きょとんと目を丸めた。

「めずらし。にーちゃん、いつもギリギリまで起きてこないのに」

「……まあ、確かにそうだけど。僕だってたまには早起きすることもある。それより早くそこからどいてくれ。呼吸が苦しい」

「うにゃ。にーちゃん。一階いくならおんぶしてー」

「それくらい自分で歩け」

「ねー、一生のおねがーい」

「それ昨日も言ってたじゃないか。お前、何回生まれ変わってるんだ？」

　昨日、風呂上がりにアイスを食べていたとき、千ち夏かが「一口ちょーだい！」とお願いしてきたあとにその言葉を添えてきた。だいたい、我が家だと千夏は三日に一回くらいの割合で一生のお願いを使ってくる。三日に一回脱皮でもしてるのかもしれない。

「じゃあな。僕は先に行くから」

「あーん。待ってー」

　ここは心を鬼にしないといけない──と縋すがる千夏を押しのけたけど、部屋を出たところでやっぱり気になって振ふり返かえってしまった。千夏はまだ、部屋の床に寝転がったまま僕をじーっと未練がましく見ている。

「……ったく、しょうがないな。今回だけだぞ」

「ほんと!?　やった！　にーちゃん大好き！」

　つくづく、自分を甘い兄だと思う。

「えへへー。にーちゃんの背中、大きくてあったかーい」

　僕は千夏をおんぶしたまま慎重に階段を下りてリビングに来ると、テーブル前の椅い子すに千夏を座らせてから、朝食の準備に取り掛かる。

　我が家は両親が出張で家を空あけているから、炊事・洗濯・掃除とかの家事全般を僕一人で担っているのだった。本当なら面倒くさいからやりたくなんてないけど、千夏に任せておいたらそれこそ目も当てられないことになる。












「ほれ。千ち夏か、朝飯だ」

　コーンフレークに牛乳を注ついで出してやる。

「わーい！　しゃくしゃく大好きー！」

　千夏はこれさえあれば喜んで食べてくれるから楽だ。というか、基本食べれるものなら何でも好きだから、料理スキルのない僕でも、にーちゃんは料理上手だねー、って女子力高めみたいな扱いをしてくれる。全くそんなことはないんだけども。

「……にしても、今日やけに暑くないか？　三十度超えてるような……。地球温暖化ってあれ噓うそじゃなかったのか？」

　座ってるだけで皮膚に玉の汗が浮いてくる。

　とても四月とは思えないような暑さだ。

　冷房をつけようかな、と思った。でもまだ四月だしなあ。この時期からつけてたら電気代がバカにならないし、夏本番に耐えられない。

　よし、我慢だ。我慢。

　ピッ。

「あ、にーちゃん。エアコンつけたー」

「やっぱ無理だ。我慢は性に合わないって気づいた」

　我ながらめちゃくちゃ意思が弱い。

　この調子じゃ、明日も冷房つけるだろうなあ。

「わ。今日のにゃんこ、始まった！」

　千夏はそう言うと、スプーンを放ほうり出してテレビの前に駆けていった。至近距離で正座をして食い入るようにして観みている。朝の情報番組の終わりにある『今日のにゃんこ』というコーナーを観るのが毎朝の楽しみなのだそうだ。

「にゃんこかわいい～。もふもふしたい。もふもふ」

「猫かぁ。けど、飼うなら絶対ＡＩＢＯがいいと思うけどな。餌えさ代もかからないし、毎日散歩させてあげる必要もないし」

「ＡＩＢＯはロボットだし、犬じゃん」

　ごもっともで。

　ついでに言うともう製造も終わっている。

「あーあ。この前にーちゃんが拾ってきたにゃんこ、かわいかったなー」

「拾ってきた？　猫を？　僕が？」

「んー。川の近くに捨てられてたからって持って帰ってきたじゃん。うー。あの子うちで飼いたかったなー」

　そう言われても、全く身に覚えがなかった。

　千夏の奴やつ、何かと勘違いしてるんじゃないだろうか。例えば、最近観た映画とかドラマと記憶がごっちゃになってるとか。

　けど、追及しても千ち夏かは意外と頑固だから、勘違いじゃないもん！って主張してきてややこしいことになりそうだし、何も言わないでおくのが一番いい。

　僕さえ我慢していれば、押し問答をしなくて済むんだ。ただでさえ学校に行くのでテンションが下がるのに、余計なエネルギーは使いたくない。




「あ、暑い……もう帰りたい……」

　通学路を猫背でとろとろ歩きながら、思わずぼやいてしまう。真上の太陽は今がもう夏と勘違いしてるんじゃないかってくらいぎらぎらと輝いていた。割った卵をマンホールに乗せたら目玉焼きが出来上がるんじゃないか？

　それに解せないことはもう一つあった。

「何で皆、もう夏服を着てるんだ？」

　通学路を歩いていた同じ高校の生徒たちは、皆、示し合わせたみたいに半そでのシャツとズボンに衣替えを済ませていた。

「本当だったら、夏服になるのは六月からのはずなのに……。これじゃ、一人律儀に冬服を着てる僕が凄すごく真面目まじめな生徒みたいじゃないか」

　どっちかと言うと、不真面目な部類に入るはずなのに。

　校門を抜けると、校舎までは並木道が続いている。緑のトンネルのようなそこをえっちらおっちらと歩いていると──

　ジジジジジジジジ……

　いきなり、鳴き声の雨が降り注いできた。

　ん？　どこかで聞き覚えがあるような……。

　僕は声の元を辿たどろうと木の幹を見やって、びっくりした。

「えっ!?　せ、セミ!?」

　なんと、そこにしがみついていたのはセミだった。

　ま、まだ四月だぞ!?　とてもじゃないけど地表に出てくる時期じゃない。あまりにも今日が暑いから勘違いしてしまったのか？

　釈然としない気持ちを抱えたまま、僕は靴を履き替えて教室へと急ぐ。

　窓際の一番前にある自分の席に座ってようやく一息つく。ガンガンに冷房が効いていたおかげで汗がすうっと引いていく。

「ああ、極楽だ……。贅ぜいの極みだ……」

　しばし涼んでいると、田辺たなべが大慌てで走りよってくるのが見えた。なぜか切迫した表情で目が血走っている。

「おいあし屋や、お前何やってるんだよ！　死にたいのか!?」

「えっ。ど、どうしたんだよ、いきなり」

　何か僕が死に値するような粗相をしでかしただろうか。ただ普通に教室に来て自分の席に座っただけじゃないか。

「どうしたもこうしたもねえよ！　そこ、柳やなぎ戸との席だぞ？」

「……え？」

　状況を理解するのに少し時間が掛かった。

「……いやいやいや、僕の席はここだったろ。柳戸の席は教卓の前じゃないか」

　そのせいで授業をする先生たちは恐縮してしまって、三人に一人はまともな授業にならなかった。だから絶対に覚え間違ってないはずだ。

「それ、いつの話だよ。もう席替えして変わったろ」

　田辺たなべは「ほれ」と言って親指で後ろを差した。「お前の席は窓際の後ろ。ここはお前が四月に座ってた場所じゃねえか」

「…………はい？」

「つーかあし屋や、なんで今日はまた冬服着てんだ？　ダイエットか？」

　周りを見ると、クラスメイトもやっぱり皆、夏服に替わっている。

　僕だけが一人、馬鹿みたいに分厚い冬服に身を包んでいた。

　四月とは思えないほどの高い気温に、並木道の蟬せみ時雨しぐれ。そしていつの間にか生徒の服装が冬服から夏服に替わっているという怪奇現象。

　今日はやっぱり、何かがおかしい。

　いや、違う。

　おかしいのは皆じゃなくて、僕だ。

　それに今、とんでもないことを聞いたような気がする。

　僕の認識を根底から覆すような……。

「た、田辺」

「何だよ」

「……今日って、何月の何日だっけ」

「はあ？　どうしたよ、急に。ボケちまったのか？」

「いいから！　答えてくれ！」

　僕の真剣な剣けん幕まくに気け圧おされたのか、田辺はちょっと気まずそうな表情になってから吐き捨てるように呟つぶやいた。

「そんなもん、黒板見りゃ分かるだろ」

　僕は弾はじかれたみたいに黒板の右端に書いてある今日の日付を見やる。それを目の当たりにした瞬間、気が遠くなって卒倒してしまいそうになった。

　おいおい……いくら何でも冗談きついぞ……。

「今日は十五日だよ。六月の」

　六月十五日。

　僕が昨日だと思ってた日から、二ヶ月が経たっていた。













　チャイムが鳴って、朝のホームルームが始まる。

　教卓で薄手の白シャツを着た篠しの原はら先生が連絡事項を話していたけど、呆ぼう然ぜんとしていた僕の頭には内容が全く入ってこなかった。

　自分の知らない間に、二ヶ月も経っていたんだ。そのことを知っていつもどおりにしていられる奴やつがいたらどうか教えて欲しい。

　少なくとも僕はめちゃくちゃ動揺していた。

「……なんで？　確かに昨日は四月の十五日だったよな？　なのに一晩寝て起きたらいきなり六月になってるなんて……」

　普通ならありえないことだ。

「もしかして、事故にあって植物状態にでもなってたのか？」

　だとしたら、一応は辻つじ褄つまが合う。

　僕は四月十五日の帰り道にトラックか何かに撥はねられて、そのまま今日の朝までずっと意識を失い続けていた。

　……いや、それなら自室で目を覚ますのはおかしいだろ。病院のベッドで、それも全身に透明なチューブを刺されているはずだ。

　一応、「なあ、田辺たなべ。僕は最近、寝たきりになってたりしなかったか」と何気ないふうを装って尋たずねてみると、

「そうだな。お前は確かに寝たきりだった」

　と返ってきた。

「本当か!?」

「ああ。授業中、お前はずっと寝てたからな。マジで寝たきりだった。こいつ何しに学校来てんだよって思ったぜ」

「なんだ。紛らわしい言い方するなよ……」

　てっきり真相を突きとめたのかと思ったじゃないか。

　でも、これではっきりした。

　僕はここ二ヶ月の間、ちゃんと学校に通っていたらしい。もっとも、授業中はいつものように居眠り三ざん昧まいだったみたいだけど。

「……じゃあ、僕は何でそれを覚えてないんだ？」

　どれだけ記憶の泉を掘ってみても、何も思い出せない。花はな宮みやの彼氏がトイレの個室の扉を蹴け破やぶったところで止とまっている。

　そのとき、机から出ていたプリントの端に指先が触れた。何だろうと思って取り出してみるとそれは数学のテスト用紙だった。

　氏名欄には僕の筆ひつ跡せきで、確かに僕の名前が書かれている。

「ああ、そうか。五月末って定期テストがあったんだっけ」

　それは高校に入ってからの初めてのテストで、学力が伴ってないのにどうしようと四月の時点で不安に思っていた覚えがある。

　ちなみに点数を見てみると──六十点。

　テスト前日まで全然勉強しなくて、一夜漬けでごまかしたというような──いかにも僕が取りそうな点数だった。

　というか、実際に僕が取ったんだろうけど。

「……他のテスト用紙もあるのかな」

　机の中を探ってみると、出てくるわ出てくるわ。

　現代文に化学、地理、世界史、英語……どの点数も赤点以上、六十点未満といううだつの上がらないものばかりだった。

　普通の人なら、うげっ、と苦い顔をするかもしれないが、赤点さえ回避できればいい僕にとっては万歳三唱ガッツポーズという感じだ。

　だってそうじゃないか。

　ここ二ヶ月の記憶がない僕からしてみれば、全く勉強することなくテストを終えられてなおかつ赤点まで回避できたのと同じなんだから。

　言うなれば、面倒ごとを全部スキップすることができた。

　……あれ？　待てよ？　これって結果さえよければ、過程なんてどうでもいいっていう僕の理想を体現してるんじゃないか？

　そう考えてみると、記憶喪失は悪いどころかむしろいい。自分にとって都合の悪いことや面倒なことを全部飛ばせるんだから。

　要するに、考え方の問題だ。

　この記憶喪失──スキップを自分の意思で使いこなせるようになれば、面倒くさいことを全部飛ばして快適な生活が送れるんじゃないか？

「……一回、試してみる価値はあるかもしれない」

　というわけで早速、試してみることにした。

　一時間目の社会科の鬼おに山やま先生は、授業中に当てた生徒が答えられなかったら、答えられるまで仁王立ちで延々と待ち続ける強こわ面もての先生だった。この時間はいつも教室に尋じん常じようじゃないくらいの緊張感が流れるから僕は苦手だった。

　僕はどうにか当てられないよう目を逸そらしながら、花はな宮みやの彼氏にトイレで襲い掛かってこられたときのことを思い出す。

　あの時はとにかく、この時間が終わって欲しいと思っていた。あの時の感覚を再現できたら同じように時間を飛ばせるかもしれない。

　一度大きく深呼吸をしたあと、心の中で強く念じる。

　──時間よ、飛べっ！

　…………。

　次の瞬間、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。あの時と同じ、平衡感覚が消えて、意識が暗い穴の中に吸い込まれていく。

　意識が戻ったとき、教卓に鬼山先生の姿はなかった。さっきまで教室にあったはずの緊張感は影も形もなくなっていて、わいわいがやがやと賑にぎわっている。周りを見てみると、クラスメイトたちはそれぞれ机を突き合わせて昼食を食べていた。

　いつの間にか、昼休みになっていた。

「おお……本当にできた……」

　まさか、成功するなんて思ってなかったからびっくりした。時計、それから黒板の日付を確認する。僕は確かに一時間目から昼休みまで時間を飛ばすことができたんだ。

　つまり、僕は意図的に時間の流れをコントロールしたわけで。

「た、田辺たなべ！　大変だ！　聞いてくれ！」

「？　どーしたよ、いきなり」

「僕は時間を越える能力を手にしてしまった……」

　衝撃の告白。なのに──

「ほーん。若いねえ」

　あれ？　リアクション薄くないか？

「ま、中二病も程々にしとけよ」

　どうやら、ただの痛い奴やつだと思われているみたいだ。

　違うんだって！　確かにそういう設定を纏まとってる人もいるけど、僕は本当に時間を飛ばすことのできる力を手に入れたんだって！

　そう弁明しようとしたところで、田辺たなべがぎょっと顔を強こわ張ばらせた。

　……ん？　どうしたんだ？　そんな引きつった顔で僕の後ろを見て──とくるりと振ふり返かえったところで僕も田辺と同じ表情になった。

　そこには柳やなぎ戸と希のぞ美みが立っていて、僕のことを見下ろしていた。

「うわあああああああっ！」

　ガタンッ。

　びっくりしすぎて、椅い子すから転げ落ちてしまった。

「あははっ。ビビりすぎでしょ」

　柳戸はそんな僕を見ながら、楽しそうにお腹なかを抱えて笑っている。周りのクラスメイトたちが何事だという感じで見てきた。

「あーもう、お腹痛い。あし屋やってば、サイコー」

　な、なんで？　何で柳戸が──僕のところに？

　全然状況が理解できずにぽかんとしていると、机に腰掛けた柳戸が、床に尻もちをつく僕を見下ろしたまま言った。

「ねえ、屋。ちょっとあたしに付き合ってよ」

「え」

「来て欲しいところがあんの。いいでしょ？」

　それを聞いて、頭が真っ白になった。

　ある日突然、自分に赤紙が届いたり、刑務官に死刑執行を伝えられた死刑囚というのはこんな気持ちだったのかもしれない。

「お、おい、お前、何かしでかしたのか……？」

　田辺が気の毒そうに小声で尋たずねてくる。

　僕は全力で首をブンブンと振った。何もしてない。覚えがない。というかここ二ヶ月間の記憶は全部抜け落ちてるんだ。しでかしてたとしても、知るわけない。

「屋、早く早く」

　柳戸が教室の扉の前で、ひょいひょいと手招きしている。

　これに付いていったら最後だ……。

「た、田辺たなべ……」と泣きそうになりながら助けを求めようとする。けど、田辺はさっと目を床に向けたままこっちを見ようとしない。

「う、噓うそだろ？　僕たち友達じゃなかったのか……」

　ならばと周りを見ると、クラスメイトたちは僕に向けて合掌していた。もうこいつらの中で僕は死んだことになってるみたいだ。

　……でも、まだ希望を捨てたわけじゃない。僕には時間を飛ばす力があるんだ。それを使えば全部解決するじゃないか。

　僕はその場で立ったまま目を瞑つぶると、心の中で強く念じた。

　──時間よ、飛べっ！

　…………。

　あれっ？　おかしいな。どれだけ経たっても何も変わらない。

　──飛べっ。飛べっ！

　………。

「時間、飛べっ！　飛んでください！　お願いします！」

　最終的には声に出して懇願までしたけど、やっぱり駄目だった。

　もしかしてこの能力、使える時と使えない時があるのか？

　それは困る！　時間を飛ばせないってことは、柳やなぎ戸とに呼び出されたその時間を体感しないといけないってことじゃないか！

「あし屋やっ。ねえ、聞いてる？」

「は、はい。ただいま！」

　頼れる相手もおらず、縋すがる能力もなくなった僕は、結局抵抗するのを諦あきらめて柳戸の後ろをとぼとぼとついていった。会話もないまま廊下をしばらく歩いたあと、連れてこられたのは屋上前にある踊り場。屋上に続く扉は南なん京きん錠じようで閉鎖されていて、その側そばに使われなくなったロッカーが放置されている。

　人気もなければ薄暗い、何が起きてもばれないような場所。

　僕としては厭いやな予感しかしなかった。

「いつまでぼーっと突っ立ってんの？　座れば？」

　柳戸は階段の一番上に腰掛けていた。

「え。座るって、どこに……」

「そんなの、あたしの隣に決まってるじゃん。ほら、はーやーく」

　促されて、僕は覚悟を決めて柳戸の隣に座った。何かあったときすぐに反応できるようさりげなく距離を開けて座った。

　──つもりだったけど……。

「ねえ、何でそんなに距離開けてるわけ？」

　見事に見透かされていた。

　太ももの上で頰ほお杖づえをついた柳やなぎ戸とが、ジト目で睨にらんでくる。

「い、いや……」

　僕が答えあぐねていると、柳戸がぐいっと身を寄せてきた。

「だーめ。逃がしてやんない」

　と、いたずらっぽく微笑ほほえみかけてきた。

　普通だったらかわいい仕草かもしれないけど、今は状況が状況だから、追い詰められているようにしか思えない。

「あ、あの……柳戸は何で僕をここに呼び出したんだ……？」

　居心地の悪さを覚えながら、恐る恐る尋たずねる。

「んー？　あし屋やに渡したいものがあったから。何だと思う？」

「さ、さあ……」

　そもそもここに呼び出された理由も分かってないのに、その上、柳戸が僕に渡したがってるものなんて分かるわけない。

「はい、ざんねん。時間切れ。じゃあ、答え合わせね」

　柳戸は楽しそうに言うと、鞄かばんから何かを取り出した。

　もしかしてナイフとかじゃ──と一瞬身構えた僕だったけど、それが予想していたものとは全然違っていてあんぐりと口を開いた。

　差し出されたのは──水色の風呂敷に包まれた箱だった。

「え。これって……」

「お弁当」

　柳戸がうっすら微笑んだ。

「屋、毎日菓子パンばっかり食べてるでしょ。だから、たまにはマシなもの食べさせてあげようかなーって思って。作ってきたの」

「作ってきたって……柳戸が？」

「そう。特別に。嬉うれしいでしょ？　顔、にやけない？」

　いや、嬉しいっていうか……普通、女子に弁当を作ってきてもらったら喜ぶものなのかもしれないけど、それよりもずっと戸と惑まどいの方が大きかった。だって、僕が柳戸に弁当を作ってもらうような理由なんて思い浮かばなかったから。

「とにかく、開けてみてよ。自信作だから」

　僕は言われるがまま、風呂敷を解いて弁当箱を開けてみる。

　正直、申し訳ないけど期待なんてしてなかった。

　柳戸に料理が得意なんてイメージが湧わかなかったから。

　でも弁当箱の中にはから揚げ、卵焼き、ほうれん草のおひたしと、色とりどりのおかずがバランスよく収まっていた。

　しかも、どれも凄すごくおいしそうに見える。

「知らなかった。柳やなぎ戸とって料理できたのか……」

「あし屋や、あたしのこと舐なめてたでしょ。こう見えても料理、得意だから。ちゃんと見た目にもこだわって作ってるしね」

「本当だ。白米の上に桜でんぶで模様まで描いてる。これは何だろう……ケツ？」

「あははっ。そんなわけないじゃん。屋はさ、白ご飯にお尻の絵が描かかれてるのを見て食欲が湧わいたりするわけ？　変態じゃん。向き、逆だってば」

「……わ、分かってたよ。もちろん。それくらい」

　僕は耳が熱くなるのを感じつつ、弁当箱を反転させる。

「キツネの顔？　ピースマーク？　分からないな……」

「普通、その模様を見たらハートだって思うでしょ。ふふ。屋は今までよっぽどハートマークとは縁のない生活を送ってきたと見た」

「う、うるさいな……」聞こえないくらいの小声で呟つぶやく。

　いや、もちろんそれは最初に頭を過よぎったよ。桜でんぶで描いてるんだし。ただ柳戸が僕に宛あてた弁当で描くわけないと思ったから言わなかっただけで。もし、これってハートマークだよねって答えて「はあ？　何勘違いしてんの？　キモっ」とでも言われようものなら軽く三年くらいは立ち直れなくなる自信がある。

「はい、屋。あーん」

「え？」

「お弁当、あたしが食べさせてあげる」

「…………」

　卵焼きを箸はしで摑つかんだ柳戸を見て、僕は血の気が引いた。

「いやいやいや！　待ってくれ！　……いったい何が狙ねらいなんだ？」

「別に狙いなんてないってば。あたしはただ、したいことを言っただけ。人の言葉の裏をすぐ探ろうとするところ、屋の悪い癖だよね」

　あなた、僕のことそんなに知らないでしょーよ。

「好意は素直に受け取りなって。言っとくけど、これ逃したら屋が次に食べさせてもらえるのなんて老人ホーム入ってからだからね？」

「それ介護じゃないか！　……まあ、ないとは言えないけどさ」

　自分で言ってて悲しくなってくる。

「隙すきありっ」

「──んぐっ!?」












　だらしなく開けていた口に、卵焼きをぎゅっと詰め込まれる。

　勢いに流されてそのまま食べてしまった。吐き出すのもあれなので、恐る恐る卵焼きを嚙かみ締しめてみると──

「……あ、あれっ？　おいしい」

　予想とは違っていた。

　出だ汁しもよく効いてるし、甘みも焼き加減も絶妙だ。正直、僕が自分で作る卵焼きとは比べ物にならないくらい上等な味がする。

「だから言ったじゃん。ふふ。喜んでもらえてよかった」

「……あのさ、他のも食べてみていいかな」

　別にもっと欲しいとかじゃなく。後学のために。いや、ほんとに。

「もちろん。そのために作ってきたんだし」

　僕がから揚げやほうれん草のおひたしを食べているのを、柳やなぎ戸とは微笑ほほえましそうな表情でじっと見つめていた。

「あ、あのさ」

「ん？」

「柳戸は何で、僕に弁当を作ってきてくれたんだ？」

　面と向かって訊きくのは怖かった。

　でも、そうしないと話が先に進まない。これ以上、霧の中に立ち尽くしてるような感覚に苛さいなまれているのは厭だった。僕はなんでこんな状況に？

　柳やなぎ戸とは太ももに頰ほお杖づえをつくと、目を妖あやしげに細めた。

「……どうしてだと思う？」

　妖よう狐こみたいに艶あでやかな眼まな差ざしに気け圧おされたけど、僕は自分の中の不安を解消するために推測した答えを口にした。

「……美人局つつもたせなんじゃないかって、僕は思ってる」

「美人局？」

「ああ。彼氏がどこかに隠れてるんじゃないかって」

　花はな宮みやの時と同じだ。

　僕を屋上前の踊り場まで誘い込んで、弁当を食べさせてもらっているところでロッカー辺りに隠れていた彼氏が出てきてこってりと絞られる。具体的には財布のお金を巻き上げられてついでにボコボコにされる。……そうでもないと、僕のために柳戸が弁当を作ってきてくれる理由にならない。

　という推測を立ててみたんだけど、当の柳戸はというとまるで心当たりがないみたいにぽかんとした顔をしていた。

　……あれっ？

「あし屋や、さっきから何言ってんの？」

「え、いや、だから、彼氏がどこかに隠れてるんじゃ──」

「彼氏ならいるじゃん」

「え？　どこに？」

「ここに」

　僕は一瞬、自分の目を疑った。

　柳戸が指差しているのは、僕だった。

「……はい？」

　思わず、自分の顔を指差す。

「ぼ、僕？」

「そ。付き合ってるでしょ、あたしたち。彼氏のためにお弁当作ってくるって、そんなにおかしいことじゃないと思うけど？」

「…………」

　一瞬、世界がぴたりと停止した。

　柳戸がいったい何を言ってるのか、すぐには理解できなかった。耳から入ってきた言葉が頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　ツキアッテル。つきあってる。付き合ってる……。

「つ、付き合ってる!?　僕たちが？　一人の男女として!?」

　びっくりして思わず叫んでしまった。

「ば、ばか……。おっきい声で言わないでよ。恥ずかしいじゃん」

　柳やなぎ戸とは頰ほおを赤らめながら、僕の脇腹を肘ひじで小突いてくる。

「……あと、一人の男と女とか、言い方やらしいから」

　恥ずかしそうに言うその態度から察するに、冗談を言っているとか、誰かと共謀して僕を嵌はめようとしているわけじゃなさそうだ。

　つ、つまり……だ。

　僕と柳戸は正真正銘、恋人としてお付き合いをしている……。

　信じていたものが全部、根底からガラガラとひっくり返されてしまった。今の僕の胸中はまさにそんな感じだった。

　だって、そうじゃないか。

　イケイケの華やか女子である柳戸と、冴さえないダンゴ虫系男子の僕。まるで正反対の僕たちが結ばれるなんて本来ありえない話だ。

　でも実際、僕たちは付き合ってるわけで。

「……あのー。僕たちって何で付き合い始めたんだっけ」

「えっ？」

「いや、ちょっと気になってさ」

「……教えてやんない」

「ど、どうして」

「だって、馴なれ初そめってもっと時間が経たってから振ふり返かえるものでしょ？　あたしたちまだ付き合い始めて一ヶ月も経ってないじゃん。それに──」

「それに？」

「あの時のこと思い出したら、足、ばたばたしたくなるし……」

　柳戸は頰を赤らめながら、首筋に手をあてがっていた。何か思い出したくもないような恥ずかしい思い出でもあるのだろうか。

　ううむ、めちゃくちゃ気になる……。

「あし屋やのばーか……」

　けど、熱くなった頰にカフェオレをあてがってそう呟つぶやいた柳戸に、それ以上踏み込んで訊きくだけの勇気はなかった。




　あの柳戸希のぞ美みが、僕の彼女になっていた。

　その事実はどれだけ時間を置いても信じることができなかった。

　柳戸は美人だ。スタイルもずば抜けてるし、華もある。教室で一番、いや、学校で一番と言い切っていいくらいにかわいい。

　それだけでも僕とは不釣り合いなのに、中学時代、界かい隈わいの中学校に名を轟とどろかせるほどの有名な不良だったのだ。美人で不良の女子っていったらだいたい、不良でイケメンな一つ上の先輩と付き合うと相場が決まっている（偏見）。

　にも拘かかわらず、柳やなぎ戸とは僕を選んだ。

　容姿も冴さえなければ学もなく、今までしでかした悪行と言えば度重なる授業中の居眠りと宿題未提出くらいという典型的小物の僕を。

　それに、僕たちの間には接点なんてない。

　僕は部活もバイトもやってないし、柳戸も部活はやってないはずだから、共通のコミュニティもなくて仲良くもなれないはずなのに。

「ほんと、なんで柳戸と付き合えたのかさっぱり分かんないな……」

　そもそも、だ。

　四月の時点じゃ、お互いの印象は最悪だったんだ。僕は柳戸を怖がってたし、向こうは僕をあらぬ噂うわさを流すクラスメイトの一味として憎んでいた。にも拘かかわらず、まるでそんなことはなかったとばかりに男女交際に発展している。

　ここまでくると、もういっそ怖くなってくる。この関係には何かとんでもない裏が隠されてるんじゃないかって。

「……まあでも、考えても答えは出ないしな。だったら考えない方がいいか」

　昔から僕には物事を楽観視するところがあった。

　柳戸が彼女になっていた。その事実は確かなんだから、甘んじて受け入れよう。今さらそこをどうにかするのは無理だし。たとえ激流だったとしても、身を任せて流されていたらそう悪い場所には流れ着かないような気がする。

　──よし、というわけで寝よう。そうすれば万事、どうでもよくなる。

　僕はそう割り切ると、机の上に組んだ腕に顔を埋うずめる。

　眠気はすぐにやってきた。まどろみに身を任せると、あっという間に意識は心地のいい闇やみの中にさらわれていく。

　どれくらいの時間が経たった頃か分からない。

「あし屋や。屋ってば。おーい」

　ぺしぺしと頰ほおを叩たたかれて、意識が引き戻される。

　まずい、先生に居眠りがバレたのかもしれない。だったら早く謝らないと──謝りさえすれば収まるだろうし──そんなクズ全開の思考で急いで顔を上げた僕だけど、目の前にいたのは先生じゃなかった。

「おはよ。凄すごく幸せそうな顔して寝てたね」

　机の上に足を組んで腰掛けていたのは、柳戸だった。交差させた腿ももに頰ほお杖づえをつきながら僕を見下ろすその表情は優しい。

「言っとくけど、もう放課後になっちゃったから」

「えっ」

　慌てて辺りを見渡すと、教室はもぬけの殻になっていた。開け放たれた窓からは夕ゆう陽ひが差し込んでいて、僕と柳やなぎ戸との二人だけしかいない。

「午後の授業中、前の生徒の背中に隠れてずーっと寝てたでしょ。先生にはバレてなかったみたいだけど、あたしはちゃんと見てたから」

　おいおい、マジか。

　午後の授業ずっとって、いくらなんでも爆睡しすぎだろ。我ながら引くわ。

「……で、柳戸はどうして教室に残ってるんだ？」

「あし屋やの寝顔が可愛かわいかったから、眺めてたの」

　柳戸はそう言って、くすくす笑った。

「ほんと、幸せそうな顔してるんだもん。思わず写真撮っちゃった。もうずっと寝たままの方がいいんじゃない？」

「……それは僕に死ねって言ってるのか？」

「あはは。被害妄想激しすぎでしょ」

　柳戸は机から飛び降りると、僕の右頰ほおを指差した。

「それより、ほっぺに腕の跡ついてる」

「え？　あ、ああ」

「それと、口元のよだれも」

　僕は慌てて手の甲でごしごしと拭ぬぐう。

「屋、だらしなすぎ。ま、いいけど」

　柳戸は通学鞄かばんを肩から提げると、軽い調子で言ってきた。

「ねえ、今から遊びにいかない？」

「えっ」

「どうせ他にすることもないし、いいでしょ？」

　確かに部活もバイトもしてない僕のスケジュールは真っ白だけど、不良の柳戸の放課後に付き合おうと思ったら、命がいくつあっても足りない。暴力沙ざ汰たに次ぐ暴力沙汰に巻き込まれる予感しかしなかった。

「いやあ、今日は親しん戚せきの子供の面倒を見ないといけなくて……」

　だから、どうにかして逃げようと試みた──んだけど、

「……親戚って、何言ってんの？　屋、前に言ってたじゃん。親戚がいないからお正月にお年玉貰もらえなくていつも損した気分になるって」

「うげっ」

　僕はそんなことまで柳やなぎ戸とに話してたのか！

「ご、ごめん。見み栄え張ろうとして、噓うそついた」

　これ以上噓を重ねようとしても不自然になるだけだ。そう判断した僕はすぐさま自分の非を認めて謝る方向に舵かじを切った。そうすれば傷口は最小限で済む。

「最初から素直にそう言えばいいのに。あたしの前だからって格かつ好こつけようとしなくていいってば」

「すみません……」

「それにあし屋やが暇な方が、あたしとしては嬉うれしいし」

「え？　何で？」

「だって、一緒にいられる時間が増えるじゃん。ほら、忙しかったら会いたいときに会えなくなっちゃうかもしんないでしょ？」

　そう言われて、不覚にもちょっとどきっとしてしまった。

　いやいや、ダメだぞ！　こんな簡単にたぶらかされたら！

　柳戸と並んで教室を出た僕は、靴を履き替えて校舎の外に出る。並木道を歩いていると彼女が僕の下に近づいてきて、ぐいっと腕を取ってきた。

「うわっ!?　ちょっ……近いって！」

「あははっ。ちょっと腕組んだくらいで動揺しすぎ」

　柳戸はけたけたと楽しそうに笑う。

「ま、屋って女子に対する免疫とかなさそうだもんね。今、これでもかってくらいあたしのこと意識しちゃってるんじゃない？」

「そ、そんなこと……」

「またまたー。強がっちゃって。正直に言ってみ？」

「だから、違うって！」

　本当のことを言うと、めちゃくちゃ意識していた。でも、正直に認めると小ばかにされるのが分かっていたから強がってみた。

　柳戸は「へーえ。ふーん」とニヤニヤしている。

「な、何だよ……」

　柳戸はひょいひょいと僕に顔を近づけるよう手招きしてきた。

「？？」

　僕は訝いぶかしみつつ、言われるがまま首を傾ける。

　柳戸は、僕の鼓膜しか震わせられない距離まで口元を寄せると、秘密を打ち明けるときみたいな優しい声色で囁ささやいた。

「でも屋の耳、赤くなってる。身体からだって正直だね」

「──っ!?」

　体温が急激に上がって、全身の毛穴がぶあっと開いた。

　見てないから分からないけど、たぶん、耳はもっと赤くなったと思う。

　僕が恥ずかしさとか情けなさとかごちゃごちゃした感情に襲われてその場に啞あ然ぜんと立ち尽くしていると、柳やなぎ戸とがデコピンを喰くらわせてきた。

「ふふっ。ばーか」

　ぽかんと額を押さえる僕にそう呟つぶやくと、並木道の出口へ駆けていく。そして一足早く校門に辿たどり着ついたところで、くるりと振ふり返かえった。

　後ろ手を組みながら、いたずらっぽく笑いかけてくる。

「あーしやっ。あと十秒で来ないと罰ゲームだから」

　そ、そんなのめちゃくちゃだ！

　僕は大急ぎで校門めがけて走り出した。




　柳戸が僕を連れてきたのは、駅前にあるクレープ屋だった。

「……付き合って欲しいところって、ここなのか？」

　てっきりもっと変な場所──例えば、暴力の匂においがするような──に連れてこられると思ってたから思いの他普通で拍子抜けしてしまった。

「そ。ここ、美お味いしいんだって。クラスの子たちが話してるの聞いてからずっと来てみたいと思ってたんだけど、一人じゃあれでしょ？」

「それで僕をお供にしたってわけか」

「そゆこと。あし屋やだって美味しいクレープ食べたいでしょ？」

「いや、僕男子だし……」

「スイーツ食べるのに男子も女子も関係ないってば。甘いものの前じゃ、誰しもが平等だから。それよりどれにする？」

　とりあえず店先の看板に書かれていたメニューを見てみたけれど、トッピングの種類がありすぎてどれを選んだらいいのかまるで分からない。とりあえず無難にチョコバナナを頼んでから店先のベンチへと腰を下ろした。

「なにこれ。すっごい美味しい」

　隣に座る柳戸は抹茶アイスのクレープを一口食べるなりそう漏らした。どうやらいたくお気に召したらしい。

「ほら、屋も一口食べてみてよ」

「えっ」

　それって間接キスという奴やつなのでは……？

「遠慮しなくていいってば」

　ここで動揺したら、却かえって意識してるみたいだよな。よ、よし……。僕は何気ないふうを装って差し出されたクレープを一口。

「あっ。ちょっ！　何してんの!?」

「えっ？」

「白玉は食べないでってば！」

「ご、ごめん。けど、一口って言ったから……」

「もー。最悪。お詫わびとしてあし屋やのもちょーだい」

「あ、ああ」

　僕は頷いて、手元のクレープを差し出す。すると、柳やなぎ戸とが前髪を指で搔かき分わけながら目をつむって静かに一口食べた。何かちょっとエロい。

「ふふん。バナナの部分、食べてやったから」

　柳戸はしてやったりな顔で言ってくる。

　……僕はバナナ好きじゃないから別に悔しくも何ともないんだけど。でもこうしてると何だか凄すごく付き合ってるって感じがするなあ。

　って──あ。

「？　なに？　あたしの顔じーっと見て」

　柳戸はそこで、思い当たったようにくすりと笑う。

「もしかして、見とれてるとか？」

「いや、ほっぺに生クリームがついてる」

「……っ!?」

　柳戸は一瞬頰ほおを赤らめたあと、取り繕うように言った。

「……へ、へえ。だったら、屋が舐なめて取ってよ」

「は？」

「恋人なんだし、それくらいはね」

　そうなの？　世の中の恋人ってそんな大胆なことやってんの？

　僕は十六年間生きてきたけど、全然知らなかった。恋人いなかったし、恋人がいるような奴やつと友達になったことないからね。類は友を呼ぶ。

　僕は頭の中で、柳戸の言うことを聞いて恥ずかしい思いをするのと、断って柳戸の機嫌を損ねてボコられるのとを天てん秤びんに掛けてみた。

　うん。どう考えても、恥を搔く方がマシだな。

「よ、よしっ」

　覚悟を決めるぞ。

　僕は頰を平手で叩たたくと、柳戸の両肩を摑つかんだ。

「えっ？　ちょ……何してんの？」

「失礼します」

　僕は柳やなぎ戸とのほっぺためがけて、唇を近づけていく。柳戸の瞳ひとみいっぱいに僕が映るほどの距離になったところで向こうが顔を真っ赤にして、

「や、止やめてってば！」

　どんっ、と胸元を押された。

　ベンチから落ちた僕は、アスファルトに尻しり餅もちをついた。

　あ。あれ？　なんで？

「ば、ばーか。冗談に決まってんじゃん……！」

　柳戸は目を逸そらしながらもじもじと前髪を弄いじっていた。降り注ぐ夕ゆう陽ひに照らされて頰ほおが赤らんでいるように見える。

　そ、そんなこと言われましても……。

　本気と冗談の違いなんて、女性経験の乏しい僕には分からなかった。




　クレープを食べ終わる頃には、日も暮れかかっていた。

　夏特有の生ぬるい闇やみが辺りをすっぽりと包み込んでいる。

　僕たちが家路につこうとして駅前を歩いていると、雑踏を搔かき分わけるようにして腹の底に溜たまるような大音量が聴こえてきた。

「あし屋や、見てあれ。ストリートライブやってる」

　柳戸が僕の袖そでを引いて、興奮気味に言ってきた。

　見ると、駅前の広場に楽器を持った女子二人組がいた。ボーカルの子が熱の渦の真ん中で額に汗を光らせながら、うねるように曲を歌い上げている。

「あの曲、聞き覚えないけど。オリジナルかな？」

「うーん。僕、あんまり音楽には詳しくないから」

　だから最近の流は行やりとか、演奏のよしあしも分からない。

　でも、道を歩く人たちが彼女たちの演奏に誰も足を止めていないのを見ると、そんなに上手じゃないのかなと思う。

　現に僕たちの側そばを歩いていた女子高生たちなんか、

「ねえねえ、見てあれ。ライブやってる」

「ほんとだ。てか、下手じゃない？」

「よく人前で出来るよね。だっさ」

　と、けたけた笑ってバカにして、足早に通り過ぎていった。

　別に僕がバカにされたわけでもないのに、身体からだがかあっと熱くなる。

　一生懸命歌っている彼女たちを見ていると、けれどそれが誰の目にも留とめてもらえずに空回りしてしまっているのを見ていると、嫌な汗が噴き出してくる。足元のアスファルトに体温を全部吸われたのかと思うほど、全身がすうっと冷たくなる。

　どうしてなんだろうと考えて、すぐに答えは出た。

　きっと、昔の自分を見ているみたいだからだ。

　勢いよく懸命に歌っていた彼女たちが、けれど現実を突きつけられて徐々に力なく萎しぼんでいくその姿を見ていると、もうダメだった。

　──とてもじゃないけど、見てられない。早く離れよう。

　その場から離れようとした僕は、けれど、動きを止めた。

「……って、あれ？　柳やなぎ戸とはどこに行ったんだ？」

　さっきまで隣にいたはずなのに、いつの間にかいなくなっている。辺りをきょろきょろと見渡して姿を発見した時、僕は声を上げそうになった。

　柳戸は演奏してる彼女たちのすぐ目の前にしゃがみこんでいた。太ももの上に置いた手にあごを乗せながら、まっすぐな眼まな差ざしでじっと見つめている。

　僕は慌てて近づくと、声を潜めて柳戸に声を掛ける。

「な、何してるんだよ……！」

「ん？　どうせなら、近くで見ようと思って」

「だけど……」

　反射的に周りをきょろきょろと見回す。

　──だけど、なんだ？　言葉が続かない。

　やがて、じゃーんとギターをかき鳴らす音がして演奏が終わった。

　音が止やむと、女の子たちは今にも泣き出しそうな顔になっていた。最初はあんなに熱も迫力もあったのに、今はすっかり萎しおれてしまっていた。それでも、彼女たちは泣いたりすることもなく、客席に向かって力なく頭を下げた。

　その姿はまるで、屍しかばねみたいだった。

「ありがとうございました」

　か細く震えた声を聞いたら、胸が痛くなる。

　パチパチパチ……。

　その時、雑踏に負けないくらい、力強い拍手が鳴った。

　女の子たちははっとしたように顔を上げる。その視線の先には柳戸がいて、満面の笑みをたたえながら手を叩たたいていた。

「よかったよ」と柳戸は言った。「すごくよかった」

　それはきっと、心からの声だった。

　女の子たちは戸と惑まどったように顔を見合わせると、照れ臭そうにはにかんだ。そしてさっきよりもずっと深く頭を下げてお辞儀をした。

　その仕草はどこか清すが々すがしくて、誇らしげだった。

「あし屋や、お待たせ。いこっか」

「あ、ああ」

　僕は柳やなぎ戸との後について歩き出す。二つ目の街灯を通り過ぎた頃だった。

「他の人は知らないけど、あたしはあの子たち素敵だと思った」

「え……」

　後ろ手を組んで歩いていた柳戸が、振ふり返かえる。横顔に月明かりが差す。

　青白い光を受けたその瞳ひとみはまっすぐに、僕を見ている。

「一生懸命な人ってやっぱ、格かつ好こいいと思う。たとえそれがどれだけ無様で滑こつ稽けいで、報われないものだったとしても」

　柳戸はそう言って、僕に微笑ほほえみかけてくる。

「だからあたしはバカにするより、バカにされる側でいたいかな」

「……」

　柳戸はもしかして、気づいていたんじゃないか。

　僕がさっき言った、だけど……って言葉の続きに。その先の、口に出したら立っていることさえ恥ずかしくなるようなフレーズに。

　分からない。柳戸は不良だったんじゃないのか？

　なのに、どうしてこんなにまっすぐでいられるんだ。

　それに、一生懸命な人が好きなら、どうして僕なんかと……。

　自分で言うのも何だけど、僕は一生懸命とは正反対の人間だ。努力を全くしないで運とコネだけでのうのうと生きていこうとしている。

　僕たちは平行線のままで、交わることなんてなかったはずなのに。この空白の二ヶ月の間にいったい何があったんだ？




　リビングにあるソファに寝転びながら、ぼーっとテレビを眺める。

　こうしていると、余計なことを何も考えずに済む。

　ここ二ヶ月の記憶がないことも、柳戸とどうして付き合えたのかってことも。

　僕が浜辺に流れ着いたクラゲみたいにぐでんと倒れながらチャンネルをザッピングしていると、後ろからブンと風切り音が聴こえてきた。

　ブン、ブン、ブン。ハチが飛ぶみたいにリズムよく鳴る。

　五分ほどして、僕はようやく振り返った。すると、ソファの後ろに敷いたカーペットの上で千ち夏かが金属バットをむんずと構えていた。

「千夏、お前、何してるんだ？」

　もしかして反抗期か？

「素振り！　明日の土曜日、試合だから！」

「ああ。ソフトボールの話か」

　なるほど。合点がいった。

　千ち夏かは地元のソフトボールチームに所属している。で、明日にはどうやら試合が控えているらしい。それ自体は別にいい。

「けど、素振りなら外でやってくれよ。家具に当たったらあれだし」

「えー。だって暑いもーん。おうちなら冷房効いてるし」

「グラウンドには冷房ないだろ。本番と同じ状態で練習しとけよ。いやまあ、僕が言えた義理じゃないけど」

「ねー、にーちゃん。明日、千夏の試合に応援にきて！」

「テレビ中継ならいいけど、現地は暑いからなあ……」

「おねがーい。絶対活躍するからー」

「そういう問題じゃなくて。純じゆん粋すいに行きたくないだけなんだ」

「その方がひどいー！」

　千夏はバットを放ほうり出すと、ソファに寝転がる僕の上に馬乗りになった。

　一生のお願いだからー、と叫びながら胸をぽかぽか叩たたいてくる。

「マウントを取るな、マウントを！　つーか今朝一生のお願い使っただろ！」

「だってー。にーちゃん来てくんないとさみしいもん。元気でないー」

　そんな問答をしていると、テーブルのスマホが通知音を鳴らした。

　こんな時間にいったい誰だろう。

　そう思いながら右手を伸ばしてスマホを手に取り、画面に『柳やなぎ戸と希のぞ美み』と表示されてるのを見て僕は自分の目を疑った。僕は柳戸と連絡先を交換してたのか。……いや、そりゃ付き合っているんだから当たり前か。

　──にしても、いったい何の用なんだろう？

　何気なくメッセージを目にした瞬間、驚きは二倍にも三倍にも膨れ上がった。

「えっ!?」

　そこに表示されていたのはこんな一文だった。

『明日のデートだけど、十時に駅前ね。遅刻厳禁！』

　……僕の見間違えか？

　でも、何度読み返しても確かにデートって書いてある。

「僕たち、いつの間にかデートの約束してたのか……」

　知らなかった。

　というか、僕にはデートなんて縁遠いものだと思っていた。そんなの一部の上流階級の人たちだけがするものだって。

　よりにもよってあの柳戸とデートなんて……。

「にーちゃん？　どったの？」

「なあ千ち夏か、ちょっと僕のことを殴ってくれないか」

「え？　にゃんで？」

「今が夢の中かどうか確認したいんだ」

「？　よくわかんないけど、わかったー」

「悪いな──って、待て！　金属バットはやめろ！　素手で頼む！」

　むんずとバットを構えた千夏を、慌てて僕は制止する。何事も全力でやろうとするその姿勢は素晴らしいけど、今に限ってはダメだ！

「……あ、危なかった。うっかり死ぬところだった」

　僕はほっと一息ついたあと、

「けど、千夏、悪いな。明日は試合にいけなくなった」

「えー。どうして？」

「デートの予定が入ったんだ」

「絶対噓うそだー！　ハリ千本飲ますー！」

「……気持ちいいくらい信じてないな。本当だって。ほら」

　僕は証拠として千夏にスマホの画面を見せてやる。

「わ。ほんとだ」

「ようやく信じてくれたか」

「にーちゃん、希のぞ美みおねーちゃんとでーとなんだー」

「……え？　希美お姉ちゃん？」

　今の、聞き間違いじゃないよな？

「千夏、お前、柳やなぎ戸とのことを知ってるのか？」

「うん。何回も会ったことあるもん。優しくてすきー！」

「会ったって、一体どこで……」

「あ。もうこんな時間だ。寝るね！　にーちゃん、おやすみー」

「おい！　ちょっと待てって！　気になるじゃないか！」

　千夏は立たち止どまらず、ぱたぱたと自分の部屋に走っていった。ばたん、と扉が閉まると僕は一人ぽつんとリビングに取り残される。

　……千夏は、柳戸と面識があったのか？

　それは僕の全く知らない繫つながりだった。




　土曜日の朝。

　それは記念すべき初デートの朝でもあった。

　まだ重いまぶたをこすりながら枕まくら元もとのスマホを手に取り、『九時四十五分』というのを目にした僕の眠気は一瞬でふっとんだ。

　見間違え……だよな？　そう思って見直しても、時刻は変わらなかった。

「うわああああああ！　や、やっちまったあああああ！」

　思わず頭を抱える。

　ど派手に寝坊してしまった。よりにもよってこんな日に！

　駅前への集合時間が十時で、起きたのが九時四十五分。

『遅刻厳禁！』という柳やなぎ戸とのメッセージを思い出して、血の気が引く。

　……いや、まだだ！　今からでも走れば間に合うかもしれない。

　僕はベッドから跳ね起きると、転がるように階段を駆け下り、ものの一分もしない内に超高速で着替えてから一目散に家を出た。

　人間、火事場では馬鹿力を発揮できるのかもしれない──アスファルトを全力疾走した僕は自己最高の速度で駅前までたどり着くことができた。

「そうだ！　時間は──」ギリギリ間に合ったか!?

　その時だった。不意に視界が閉ざされた。暗くら闇やみが降りる。

　えっ？　何が起きたんだ？　と思った瞬間。

「だーれだっ♪」

「うわああああああっ!?」

　耳元で鈴の音みたいな声がした。

　ビビりの僕は悲鳴を吐き出し、腰を抜かしてしまう。

　う、後ろにいるのは柳戸か!?　遅刻した僕に業を煮やして、僕の両目を塞ふさいでお前の未来は真っ暗だってことを暗に示してきたのか？

　と、とにかく、まずは遅刻したことを謝らないと！

「遅刻して申し訳ない！　何でもするからどうか許してくれ！」

　僕は全身で誠意を表すために土下座する。

　通行人たちの視線が痛いほど突き刺さるけど、命には代えられない。

　しばらく反応がなかった。よほど腹に据えかねてるのか。そう不安に思っているとくすくすと笑い声が降り注いできた。

「ふふっ。どうしたんですか？　いきなり土下座なんてしちゃって」

　僕はそこで気づいた。

　──あれっ？　この声、柳戸じゃなくないか？

　恐る恐る顔を上げると、そこにいたのはやっぱり柳戸じゃなかった。ゆるふわな感じのおしゃれな服を着た妖よう精せいみたいなその子は──

「う、うわっ！　……は、花はな宮みや？」

「お久しぶりです、優ゆう太たさん♪」

　忘れるはずもない。

　二ヶ月前、ゲーセンで出会った花はな宮みや由ゆ利りだった。美人局つつもたせにかけられて彼氏に追い回された苦い思い出は今でも鮮明に覚えている。

「ふふっ。私、聞いちゃいました。優ゆう太たさん、何でもしてくれるんですよね？　何をしてもらっちゃおうかなぁ……」

「お、お前、また僕を嵌はめるつもりなのか！」

「？　いったい何のことです？」

「美人局だよ！　この前、彼氏と共謀して僕を襲ってきただろ！　そのせいでよく分からないことに巻き込まれたんだぞ！」

　思えば、美人局にさえ遭わなければ、時間が飛ぶことにもならなかったし今の柳やなぎ戸ととの関係もなかっただろう。全すべてはここから始まったんだ。

「この前って、いったいいつのことを言ってるんですか？」

　花宮は可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「……あ、そうか。時間が飛んだんだったな。二ヶ月前だよ。お前と初めてゲームセンターで会った帰り道に襲われたんだ！」

「私の彼氏に、ですか？」

「そうだ！」

　花宮は唇に指をあてて「うーん」と困ったように言う。

「優太さん、何か勘違いしてます。私に彼氏なんていませんよ？」

「え？　いやでも、剃そりこみの人が……」

「ああ、あの人ですか。それは向こうが勝手に言ってるだけですよ。付きまとわれて私としても迷惑していたんです」

「付きまとわれてって……」

「ストーカーみたいな人、結構いるんです。……それよりいいんですか？　このままだと希のぞ美みさんとの待ち合わせに遅れちゃいますけど」

「そうだった！　──って、え？」

　僕はびっくりして、花宮の顔を見やる。「お前、なんで柳戸のことを……」

「言いませんでしたか？　私たち、お友達なんです」

　それは意外すぎる交友関係だった。

　イケイケのギャルっぽい柳戸と、清純派の花宮。二人は対極の存在で、仲良くなる要素なんてないように思えるけど。

「希美さん、かわいいですよね。私、大好きなんです」

　ほら、見てください、と花宮は指差す。その先を目で追ってみると、噴水の前に立っている私服姿の柳戸が見えた。肩が露あらわになった、白のニットワンピース。自信があるのか太ももからブーツまでの瑞みず々みずしいラインは剝むき出だしだった。

　学校以外で初めて柳やなぎ戸とを見たけど、やっぱ凄すごい美人だな……。

　思わずちょっと、見とれてしまう。

「希のぞ美みさんってば、目の前を人が通るたびに顔を上げて。優ゆう太たさんが来るのを今か今かと待ち望んでるんですよ。乙女ですよね」

「たぶん、僕が遅刻したから探してるだけだと思うけど」

　花はな宮みやと話してる間に、時刻は十時五分を回っていた。立派な遅刻だ。

「もう、優太さんは乙女心に鈍感すぎです」

「遅刻しといて『あいつ、僕が来るのを心待ちにしてるのか。かわいい奴やつめ』って思えるって相当の自惚うぬぼれじゃないか？」

「違うんですか？」

「違うよ！」

　そこまで自分に自信なんて持てない。

「うわあ。これ絶対、怒られるだろうなあ……」

「じゃあ、こうしましょう」

　花宮はニコニコしながら指を立てた。

「女の子はサプライズに弱いんです。なので、希美さんの後ろに回り込んで、私がさっきしてみせたのと同じことをしてみてください」

「……だーれだ、ってやつか？」

「はい。そうすれば怒ってたとしても、『もうしょうがないんだから』みたいにうやむやになってごまかせますよ」

「そんな上う手まいこといくか？」

「まあまあ、騙だまされたと思って」

「……」

　まあ今から合流したところで、遅刻は遅刻だ。どうせ怒られてしまうなら、一いち縷るの望みにかけてみてもいいかもしれない。

「……よし、分かった。やってみるよ」

「ふふっ。喜ぶ顔が目に浮かびますねっ」

　僕はこっそり柳戸の後ろに回りこむ。

　三メートル、二メートル、一メートル……と近づくけど、気づかない。よし、あともうちょっとだというところで、伸ばした手をがっちり摑つかまれた。

　あっ、と思った時には身体からだは宙を舞っていた。背負い投げ──柳戸の真後ろから正面のアスファルトへと、背中から叩たたきつけられる。

「ぐへっ」と肺から空気と共に悲鳴が漏れる。

　柳戸はそのまま僕の上にのしかかってくると、逃げられないように剝むき出だしの両太ももで僕の頭をがっちりと挟み込んできた。にこりと笑いながら言う。

「おはよ、あし屋や。あたしの後ろを取ろうなんて百年早いってば。言っとくけど後ろに回り込もうとしたときから気づいてたからね」

「んー！　んー！」

　僕は必死でアスファルトをタップする。こ、呼吸が出来ない……。

「ざんねん。失敗しちゃいましたね」

　くすくす笑う花はな宮みやに、僕は非難の目を向けた。

「ぜ、全然駄目じゃないか……」

「言ったじゃないですか。騙だまされたと思ってって」

「喜ぶ顔が目に浮かぶとも言ってたぞ」

「『私の』喜ぶ顔です。噓うそはついていませんよ？」

　花宮はにっこりと茶ちや目めっ気けを出して微笑ほほえんだ。

　こ、こいつ……。でもかわいい。悔しいけど。

「──って、由ゆ利り？　なんであんたがここにいるわけ？」

　柳やなぎ戸とが花宮の姿を認めて、目を丸める。

「希のぞ美みさんの様子が心配になりまして。初デートだからって張り切りすぎて空回りしないかどうか見届けに来たんです」

「余計なお世話だってば。あたし、そんなふうに見える？」

　見えない。

　めちゃくちゃ遊びなれてるふうに見える。

「てか、屋と由利って知り合いなの？　さっき話してたけど」

「はい。私たち、何度も身体からだを重ねあった仲なんです♪」

「……え？」

　柳戸が僕の方をジト目で見てきた。「……屋？　どーいうこと？」

「ち、違うって！　花宮、紛らわしい言い方するなよ！　僕たちはただゲーセンで格ゲーをして遊んだだけじゃないか！」

「なんだ。じゃあ、浮気してたわけじゃないんだ？」

「するわけないだろ！」

　柳戸相手にそんなことをする勇気なんてない。

「……そっちこそ、花宮の友達だったんだな。知らなかった」

「言ったじゃん。由利はあたしの中学の後輩なの。友達っていうか腐れ縁っていうか……上う手まく説明できないけどそんな感じ。けど屋、由利には気をつけてよ？　色んな男に手を出したり他の女子から彼氏を取ったりしてるから敵が多いし、迂う闊かつに近づいたら揉もめ事ごとに巻き込まれるかもしれないから」

「ああ。それならもう巻き込まれたことあるから……」

　彼氏と名乗る剃そりこみ男に殺されかけたのは、記憶に新しい。

「希のぞ美みさん、心外ですよぉ。私、他人の恋人を取ったことなんてありません。いつも相手が勝手に迫ってくるだけですー」

「そう仕向けてるのは由ゆ利りの方でしょ。あんたを庇かばったせいであたし、三十人近くに学校に殴りこみに来られたことあるんだからね」

「その節はどうもお世話になりました」

　ぺこりとお辞儀をする花はな宮みや。こいつ、全然反省してねえ。

「……てゆーか、いつも思うけど、そんなに不特定多数の男子の気を引いていったいどうしたいわけ？」

「んー。そうですね。ゆくゆくは私がお姫様の国を作りたいです♪」

　花宮は満面の笑みをたたえてそう言った。

　あれ？　花宮ってもしかしてヤバイ奴やつなのか？　幼い子供ならまだしも、中学三年で夢がお姫様の女子って初めて見たぞ。

「……勝手にすれば？　それより、あたしたちこれからデートだから」

「はい♪」

「……いや、はいじゃなくて。普通、ここは帰るところじゃない？」

「えー。でも昨日、希美さん、私に泣きついてきたじゃないですか。男子とデートなんて初めての経験だからどうすればいいか分からないって。だから直々にアドバイスするために私がご一緒してあげようかなーって」

「ちょっ──！　ゆ、由利っ！　やめてよ！　あし屋やの前で！」

　柳やなぎ戸とはあわあわと慌てふためいている。

「……た、確かに言ったけど！　ここで言う必要ないじゃん！　しかもよりによって屋の前でデート経験ないとか……屋にはあたしが経験豊富で遊びなれてるってふうに見られてたかったのに……うああ……もぉ……恥ずかしい……」

「そう思ってるだろうと思って、暴露したんです」

　花宮がにっこり笑顔で言った。年下なのに、めちゃくちゃドＳだ。

　けど、柳戸にデート経験がないなんて、意外だった。ちゃんとした交際じゃなくて遊びの関係ばっかりだってことなのだろうか。

「なので、今日は私がお二人のサポートを務めさせていただきます。私の手に掛かれば日が変わるころにはベッドで愛を囁ささやき合える関係になれますよ」

「いやそれは進みすぎだろ」

「まあまあ。いいじゃないですか。お二人の会話の種がなくなったときとか、私、お役に立てる自信がありますよ？　では、さっそく出発しましょう」

「……どこにいくつもりなんだ？」

「初めてのデートで遊園地なんかはリスクが高いですから。とりあえずは無難なところで慣れていきましょう」

　花はな宮みやは鼻歌を歌いながら、軽快な足取りで歩いていく。

　僕はそのあとを渋々ついていく。

　側そばにいた柳やなぎ戸とが、ぼそりと呟つぶやいた。

「……もぉ、あたしはあし屋やと二人っきりがよかったのに……」




　駅の近くにそびえ立つショッピングモールは、土曜日ということもあってか老若男女が洪水のように溢あふれかえっていた。

「うわあ。凄すごい人の数だな……」

　人ひと混ごみを前にして、思わず気け圧おされてしまう。

「気を抜いたら、すぐはぐれそうだ」

「でしたら、私と手を繫つなぎましょう♪　そうすればはぐれませんよ」

　花宮が名案とばかりに指を立てると、僕の側に近づいてきた。そして僕の手を取ろうとしたところで──柳戸が手首をがしっと摑つかんで止めた。

「いや、おかしいでしょ。なんであんたが手を繫ぐわけ？」

「いけませんか？」

「当たり前でしょ。屋はあたしの彼氏だから」

「いいじゃないですか。優ゆう太たさんの手は二本あるんですし。右手は私と、利き腕じゃない方の手を希のぞ美みさんと繫ぎましょう」

「だーめ。由ゆ利りは屋に触るの禁止」

　花宮は僕を見て、ぺろりと舌を出す。

「怒られちゃいました」

「そうだな」

「希美さん、ああ見えて意外と独占欲が強いんです」

「由利はすぐ人の彼氏にちょっかいを出そうとするから警戒してるだけ。ま、屋がはぐれるのを防ぐリード的な意味でも、手、繫いであげる」

　柳戸はそう言うと、手を差し出してくる。

　リード的な意味って、僕は犬か何かか？

「それじゃ、まあ、お手を拝借して……」

　僕は戸と惑まどいがちに、自分の手をそこに重ねる。おおっ。

　初めて握った柳戸の手は、すべすべしていて柔らかかった。角ばってごつごつした男のそれとはまるで別ものだ。

「へー。あし屋やって手、意外と大きいんだ」

「そ、そうか？」

「ちょっと不意突かれたかも。何だかんだ言っても、やっぱ男子なんだ」

「逆に今まで何だと思われてたんだよ」

　柳やなぎ戸とはくすりと笑うと、僕を見やる。「どう？　今、ドキドキしてる？」

「え？　い、いや……そんなことは……」

「屋ってほんと、分かりやすいよね」

　柳戸は僕の赤らんだ耳を見て「でもそーゆうとこ、嫌いじゃないよ」うっすら微笑ほほえみを浮かべたあと、

「……あたしも結構、ドキドキしてるかも」

　声を潜めて、耳元でそう囁ささやいてきた。

「えっ」

「なんてね。冗談だってば」

　じょ、冗談だったのか。びっくりした……。

「それより、今からどこいく？」

「そ、そうだなあ……」

　僕が即答できずに唸うなっていると、

「服屋さんに行きませんか？」花はな宮みやが横から入ってきた。「とりあえず、優ゆう太たさんの服装をどうにかした方がいいと思うんです」

「僕の服？　なんで？」

「今日はお二人の初デートなんですよ？　なのにチノパンとチェックのシャツなんて味気も色気もなさすぎます」

「確かにそれはあたしも思ってた」と柳戸が言う。

「……というかその服、どこで買ったんですか？」

「さあ？　僕は母親の買ってきたものをそのまま着てるだけだから。というか服なんて別に着れるものなら何でもよくないか？」

「…………」

　僕がそう言うと、花宮は絶句してしまった。

　柳戸は「屋って、こーいう奴やつだから」と呆あきれたように笑う。

　あれっ？　何かおかしいことを言ってしまっただろうか。

　だって、わざわざ服を買いに行くのって面倒臭いし、母親に買ってきてもらったものを着れば出費も抑えられるし。いいこと尽くしじゃないか。

「……優太さん。おしゃれをするのは、恋人への礼儀でもあるんですよ。希のぞ美みさんの服装を見てください。優太さんに少しでも可愛かわいいと思って欲しい──そのために目一杯おしゃれをして来ているでしょう？　優ゆう太たさんの今の格かつ好こうだと、希のぞ美みさんのことを異性としてあんまり意識してないのかなって思っちゃいます」

「そ、そういうものなのか……」

　今まで全く考えたこともなかった。そりゃそうだ。彼女いなかったし。

「ちょ、ちょっと待ってってば。その言い方だと、あたしがあし屋やのことめちゃくちゃ意識してるみたいに聞こえるじゃん」

「違うんですか？」

「や。まあ……違くはないけど……わざわざ言うことじゃないでしょ……」

　柳やなぎ戸とは頰ほおを赤らめて俯うつむきながら、前髪を指でくるくると巻いている。さっきから年下の花はな宮みやにペースを乱されっぱなしだ。でもこれはこれで仲睦むつまじげで、本気で嫌だと思ってないからこそ二人は今日まで友達でいられるのだろう。

　そんなことを考えていると、花宮が僕の両目を見据えて尋たずねてきた。

「優太さんは、希美さんのことが好きなんですよね？」

　そう訊きかれて、僕は咄とつ嗟さに返すことができなかった。

　僕は柳戸のことが好きなんだろうか？　いや、そりゃ僕と柳戸は付き合ってるんだからそうであって然しかるべきなんだろうけど。

　でもまだ、お互いの馴なれ初そめとかも知らないしなぁ。

「由ゆ利り、止やめてってば。面と向かって訊きくのなんて恥ずかしいし、それにしても場所はここじゃないでしょ。ムードなさすぎ」

「じゃあ、どこでならいいんです？」

「そりゃまあ……観覧車の頂上とか。満天の星空の下とか？」

「希美さんってほんと、ロマンチストですよね」

「う、うっさい！　もう！　いいでしょ別に！」

　花宮はくすくす笑ってから、僕に向き直って言った。

「ということで、まずは服屋さんに行きましょう。私たち二人で、優太さんを生まれ変わらせてみせますから」

「お、おお……」

　生まれ変わるって……。今の僕は死に値するほどの存在なのか？

　にしても、柳戸が止めに入ってくれて助かった。あのままだったら変な沈黙が生まれてしまっていたに違いない。




　というわけで、洋服店へとやってきた。

　ちゃんとした服屋に来るなんて、小学生の時以来かもしれない。

　店内にはおしゃれオーラが充満していて、それとは正反対に位置する冴さえない僕としては居心地が悪くて仕方なかった。

「試着するのはタダですから、どんどん試していきましょう」

　花はな宮みやはにこやかにそう言うと、ふと何か思いついたように、

「あ、こういうのはどうですか？　お二人がお互いに似合いそうな服を選んできて、それを着合うというのは。きっと楽しいと思いますよ♪」

「それ面白そうじゃん。いいね。乗った」

　柳やなぎ戸とはパチンと指を鳴らすと、弾んだ調子で僕を見やった。

「じゃ、どっちがいい服を選べるか勝負ね。判定員は由ゆ利り。負けた方は罰ゲームで勝った方の言うことを何でも一つ聞くこと。おっけー？」

「いや、そんなの無む茶ちやだって！　僕が柳戸に勝てるわけないだろ！」

　そもそもの経験値が全然違うんだ。

　釈しや迦かに説法じゃないけど、もう十二分におしゃれな柳戸を思わず唸うならせるセレクトが僕にできるとは到底思えない。完全に負け試合だ。

「でも優ゆう太たさん、これはチャンスですよ」

「え？」

「勝った方は負けた方に何でも言うことを聞かせられるんです。つまり合法的に希のぞ美みさんにあんなことやこんなことをさせちゃえるんですよ？」

「……そ、それは確かに悪くない──って、何言ってるんだよ！」

　そんなことするわけ──って、ちょっと待てよ？　もし僕が勝ったら柳戸との馴なれ初そめを聞けるんじゃないか？　そしたら今までの謎──柳戸みたいなイケイケの美少女がどうして僕なんかと付き合ったのかってことも分かるじゃないか。

「……よ、よし。分かった。この勝負、受けて立つよ」

「ふふん。そうこなくっちゃ」

　柳戸は楽しげに頰ほおを緩めると、

「じゃ、三十分後に試着室の前に集合ね。どーせあし屋やはえっちなこと考えてるんだろうけど負けてあげるつもりとか一切ないから」

　どうも勘違いされているらしい。話の流れ的に仕方ないけども。

　まあ、僕たちの馴れ初めが知りたいんだって言ったら怪しまれるだろうし、直前までは伏せておいた方がいいかもしれない。

　僕たちは別れると、それぞれ服を探しに売り場へと向かう。ずらりと並んだ色とりどりの服を前にして、思わず絶句してしまった。

　──な、なんだこれ。さっぱり分からない……。

　どれとどれを合わせるのが一般的だとか、トレンドの色だとか、そういうのを全く知らない僕としては全く手のつけようがなかった。そもそも最近になってようやくパンツが下着じゃなくてズボンを指してるんだってことに気づいた程度のファッションセンスで柳やなぎ戸と相手に太刀打ちできるわけがなかった。

　僕は何としてでもこの勝負に勝たないといけないのに……。くそっ！　こんなことならもっと日頃からアンアン読んでおけばよかった。

「優ゆう太たさん、もしかしてお困りですか？」

　僕がその場に立ち尽くして呆ぼう然ぜんとしていると、側そばで声がした。

　見ると、ホイップクリームみたいにふんわりした笑みを浮かべた花はな宮みやが、後ろ手を組みながら僕の顔を覗のぞき込こんでいた。

「それが、どの服を合わせればいいのかが全然分からなくてさ……。色が違うだけで後は全部一緒に見えて困ってるんだ」

「心配しなくても大丈夫ですよ。優太さんの勝利は約束されてますから」

「え？　どういうことだ？」

「さっき希のぞ美みさんが言ってましたよね？　判定員は私だって。つまり、私が白と言えば鴉からすも白色になるんですよ」

「えーっと……それはつまり……イカサマってことか？」

「そうとも言いますね。優太さん、ご協力しますよ♪　勝利を収めて、希美さんにあんなことやこんなことをさせちゃいましょう」

「……花宮。お前、柳戸の友達じゃなかったのか？」

「もちろん、一番のお友達ですよ。大好きだからこそ、罰ゲームで辱めを受けている希美さんの姿を見たいと思うんじゃないですか」

　花宮は頰ほおに手をあてがいながら、恍こう惚こつの表情でうっとり呟つぶやく。

「勝利を確信していた希美さんが、私の裏切りによって本来必要のない罰ゲームを受けることになってしまったときの絶望の表情。そして顔を羞しゆう恥ちに赤らめながら優太さんの毒どく牙がにかかってしまうことを考えたら……うふふ。わくわくしますよねっ」

　そんな当たり前みたいな感じで言われても……。

　というか、毒牙て。僕はこの勝負に勝ったとしても、柳戸をどうこうしてやろうなんて気持ちは全く持ってないんだけど。だって罰ゲーム中はそれでいいとしても終わったあと問答無用でぶち殺されるだろうし。

　とは言え、協力してくれるのなら願ったり叶かなったりなわけで。

「よし、花宮。悪いけど協力頼むよ」

「優太さん、おぬしも悪よのう……ですねっ」

「いえいえ。お代官様ほどではありません」

　二人で顔を見合わせて笑いあう。

　花宮は踵きびすを返すと、「とにかく、任せてください」と指で丸を作ると手をひらひら振りながらその場から去っていった。

　……よし、判定員の花はな宮みやを味方につけられたのはありがたい。もうこれで実質僕の勝利は確定したようなものだ。

　肩の荷が降りた僕は、残り時間を使って、一応ちゃんと柳やなぎ戸との服を見繕ってから試着室の前へと向かった。待ち合わせ場所にはすでに柳戸も花宮も揃そろっていて、僕がどうやら最後みたいだった。

「お二人とも、選び終わったようですね」

　花宮がそう言って、柳戸の方をちらりと見やった。

「では、まず希のぞ美みさんの選んだ服から」

「おっけー。あたしのはこれね」

　柳戸が掲げて見せたのは、爽さわやかな感じの服装だった。丈の短いアウター（上半身に着る奴やつ）と丈が長いシャツ、黒のズボン（スキニーとか言った気がするけど合ってるかどうか分からない）という一連のセット。

「おお……イケてる高校生が休みの日に着てるっぽい奴だ。けどそういうのってあのマネキンみたいにスタイルよくないと似合わないんじゃ……」

「そんなことないってば。着丈の短いアウターにロング丈のカットソーを合わせたら腰の位置が隠れてスタイルよく見えるから」

「？？　今のは何かの呪じゆ文もんか……？」

「いーからいーから。とりあえず試着してみてよ。絶対、あし屋やに似合うから」

　僕は柳戸に背中を押されて試着室へ放ほうり込まれる。大丈夫かなあ……と不安に思いながらも折り畳まれた服を広げ、いそいそと袖そでを通していく。柳戸から受け取った服を着終えてから試着室の姿見を見た僕は、びっくりした。

　絶対服に着られると思ってたのに、思いのほか違和感がなかった。

　というか、割と似合っていた。

「マジか……これが僕か？　ぱっと見、普通じゃないか」

　僕は戸と惑まどいながらもカーテンを開けた。すると、外で待っていた柳戸が着替え終わった僕の姿を見て微笑ほほえんだ。

「ほら、やっぱ似合ってるじゃん。イケてるイケてる」

「優ゆう太たさん、爽やかで素敵ですよ♪」

　笑われるんじゃないか？　と思ってたけど、笑われなかった。それどころか二人とも僕のことを褒めてくれている。

「はは……」

　僕は照れくさくなって笑ってしまう。

　今までそんなこと、誰からも言われたことなかった。

「じゃ、次はあし屋やの選んだ服ね」

「え？　あ……そうか……」

　一応、対戦形式なんだった。忘れてた。

　僕は側そばに置いてあった買い物かごから、選んだ服を持ってくる。それを受け取った柳やなぎ戸とは驚いたように目を丸めた。

「へー。どんな酷ひどいのが来るかと思ってたけど、案外普通じゃん。てっきりメンズのとか持ってくると思ってた」

　いや、どれだけセンスないと思われてたんだ。

「けど、屋があたしのために選んでくれたんだもんね。ありがと」

　微笑ほほえみかけられた瞬間、僕は思わず顔を逸そらしてしまった。……まさかマネキンの着ていた服を剝はぎ取とったとは言えない。ちらりと後ろを振ふり返かえると、裸のままでポージングを取っているマネキンの姿が目に入った。ほんと、ごめんなさい。

　……と、とにかく、柳戸がどう思ったところで、花はな宮みやが僕を支持してくれれば自動的に僕の勝利は確定するんだ。何も心配することない。

「待ってて。試着してくるから」

　柳戸はそう言い残すと、試着室に入った。少しして白いカーテンが開く。僕の選んだ服に身を包んだ柳戸がそこにいた。

「じゃーん。どう？　似合う？」

　顎あごの下でピースしながら、尋たずねてくる。

「おお……」

　端的に言って凄すごく似合っていた。

　マネキンも大概スタイルがよかったけど、柳戸はその更に上を行っている。柳戸が着たことで衣服が色づいた感じさえした。

「めちゃくちゃかわいい……」

「あははっ。ありがと。でも、面と向かって言われると照れんね」

　柳戸は気分よさそうに微笑むと、

「じゃ、そろそろ判定に入ろっか。店員さん、ちょっといいですか？　この組み合わせとこっちの組み合わせ、どっちがいいか訊ききたいんですけど」

「──えっ？」

　そこで声を荒げたのは花宮だった。

「の、希のぞ美みさん、ちょっと待ってください！　さっき判定するのは私の役目だって言ってたじゃないですか！」

「身内の判定より、店員さんの方が公正でしょ？　……由ゆ利りのことだから変なこと企たくらんでるんじゃないかって思って。そういうの全部、お見通しだから」

「ぐ、ぐぬぬ……」

　花はな宮みやは狙ねらいが見透かされて、珍しく歯は嚙がみしていた。

　対する柳やなぎ戸とは「ふふん」と勝ち誇った表情をしている。

　その道のプロである店員が審判を務めるというのなら、僕に勝ち目はなかった。当然のように柳戸の選んだコーディネイトに軍配が上がった。

「はい。あたしの勝ちー。いぇい」

　柳戸は僕に見せ付けるようにピースしてくる。

　く、くそう。結局馴なれ初そめを聞くことはできなかった。その上、勝者である柳戸の言うことを一つ聞かないといけなくなってしまった。

　僕はその後、柳戸の選んでくれた服を一式購入すると、試着室で着替えて今日一日をこの格かつ好こうで過ごすことにした。

「まあ……これで僕も少しはマシな格好になったし、いいか」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいていると、

「ふふ。今のあし屋や、結構いい感じじゃん。……値札外したら、だけど」

　後ろから柳戸にそう囁ささやかれた。はっとして首元に手をやると、そこには『２９８０円』と書かれた値札がまだついたままだった。

「……ぐああ……」












　僕は顔が真っ赤になるのを感じながら、急いで値札をむしりとる。

　格かつ好こうはマシになっても中身はそう簡単に変わらないらしい。




　昼時になったので、フードコートで昼食を摂とることにした。各々が好きなものを各店舗に赴いて注文すると、トレイに入れて持ってくる。

　安っぽいテーブルを、三人で囲む。

　オムライスを頼んだ僕の対面には、ポテトとハンバーガーを頼んだ柳やなぎ戸とが。そして隣にはサラダだけをトレイに置いた花はな宮みやが座っていた。ベジタリアンなのかと思って訊きくと美容を意識してのことらしい。さすがだ。

「で、希のぞ美みさんは結局どうするんですか？」

「何が？」

　ポテトを一ひと摘つまみした柳戸が、顔を上げる。

「罰ゲームですよ、罰ゲーム。勝った方は負けた方に何でも一つ言うことを聞かせることができるって約束だったじゃないですか」

「ふふん。な・い・しょ」

　柳戸は含み笑いをして、アイスコーヒーをストローで吸う。いったいどんな命令をされるのだろうかと考えると気が気じゃない。

　サラダをフォークで食べていた花宮は、水を一口飲んでから言った。

「そういえば、お二人はもうエッチはしたんですか？」

「──ぶっ！」

　唐突な質問に、柳戸は含んでいたアイスコーヒーを噴き出した。それは対面にいた僕の顔面に黒いシャワーとなって降り注ぐ。

　柳戸は「げほっ……げほっ……」と涙目で数回咳せき込こんでから、

「──は、はあ!?　由ゆ利り、いきなり何言ってんの!?」

「もうお付き合いし始めて一ヶ月になるんですよね？　でしたら、そろそろそういうこともしてる頃かなーって」

「し、してないし！　ていうか、キスもまだだし！」

「えっ？　そうなんですか？　カップルなのに……」

　花宮は口元に手を添えて、本気で驚いてる様子だった。彼氏という当事者にも拘かかわらず僕も同じように驚いていた。

　──そ、そうだったのか。僕たちはまだ何もしてなかったのか。

「てか、そんなの由利には関係ないことでしょ！　……ああもう、最悪。あたし服汚れたからちょっとトイレ行ってくる」

　柳戸は顔を真っ赤にして席を立つと、逃げるように離れていってしまう。

「希のぞ美みさん、ああ見えて凄すごくウブなんですよね」

　花はな宮みやはテーブルに組んだ手の上に顎あごを乗せながら、くすくすと笑った。「優ゆう太たさん以外に今まで男性とお付き合いした経験もありませんし」

「……僕たちの学校じゃ遊び回ってたって噂うわさだけど。中学時代は援交してたとか不良相手に何なん股またも掛けてたとか」

「希美さんはそんな器用なことできる人じゃありませんよ。ずっと一番近くで見てきた私が言うんですから間違いありません。ばっちり処女です♪」

「いや、そこまでは訊きいてない」でも、へえ、そうなのか。

　僕は顔に掛かったアイスコーヒーを紙ナプキンで拭ぬぐいながら、だったらなおさら僕たちが何で付き合ってるのか分からないんだよなあ、と思う。これがもし柳やなぎ戸とが噂通りの遊び人だったとしたら、不良ばかり相手にするのに飽きて、戯れに僕みたいなのと付き合ってみたって可能性もありえたかもしれないのに。

「花宮は僕たちがどうして付き合い始めたのか知ってるのか？」

「もちろんです。お二人がお付き合いするまでの期間は、ほとんど毎日希美さんから恋愛相談のお電話を頂いていましたから」

「へ、へえ。そうなのか。ちなみにどんな？」

　もしかしたら何か聞きだせるかもしれない──と期待したけど、

「それは教えられません。でも、凄くウブで可愛かわいかったんですよ。ああ、初恋ってこういうものなんだってきゅんとしちゃいました」

　残念ながら、そう簡単にはいかないみたいだった。やっぱりことの真相は柳戸から直接訊きださないといけないらしい。

「ふふっ。私もそういう気持ち、経験してみたいです」

　花宮はそう言うと、テーブルに置いた僕の手の甲を、指でそっとなぞる。

「優太さん、最近、全然私に構ってくれませんよね」

「え？」

「最後にいっしょにお出かけしたの、もう一週間前ですよ？　私、ずーっと優太さんからの連絡を待っていたんですから。約束のこともありますし」

「約束？　約束って、何のことだ？」

「もぅ。忘れちゃったんですか？　それとも私を焦じらして楽しんでるんですか？」

　上目遣いの花宮は、ぷくーっと頰ほおを膨らませる。

「優太さんが意図してそうしてるのなら、私、すっかり踊らされちゃってます。会えない間寂しくてたまりませんでした」

　……いったい、花宮は何のことを言ってるんだ？　僕たちは僕が覚えていない間も二人で遊びに行ってたっていうのか？

「だから私、思わず今日会いにきちゃったんですよ？　……優ゆう太たさんに」

　手の甲を、花はな宮みやの両手に包み込まれる。

「や、柳やなぎ戸とのアドバイザーとして来たんじゃなかったのか？」

「それはただの口実だって言ったら、どうしますか？」

　え……。戸と惑まどう僕の表情を見て、花宮はくすくすと笑みをこぼした。その仕草は童話に出てくる魔女みたいだった。

「ふふっ。でもよかったです。希のぞ美みさんとはまだ何もしてないんですね。……じゃあ、私にも付け入る隙すきはあるってことです」

　花宮が妖よう艶えんな笑みを浮かべた瞬間、柳戸が帰ってくるのが見えた。

「由ゆ利り、またあし屋やにちょっかい出してるわけ？」

「いえ。優太さんの手相を見てあげていたんです」

　僕は手相を見てもらっていたわけじゃない。花宮は噓うそをついたんだ。どうして？　柳戸にバレたくない内容だったからに決まってる。

　……何だか分からないけど、嫌な予感が胸の中に膨らんでいった。




　午後からも色々と店を回って、ペットショップにやってきた。店先に展示されたガラスの向こうには、色んな種類の子猫たちがいる。

「わあ！　猫ちゃんですよ。猫ちゃん」

　花宮がはしゃぎながら我先にとガラスに張り付く。子猫たちは僕たちに気づくとこっちに近づいてきて、ガラスを肉球でぺたぺたと叩たたき始めた。

「よかったら、抱いてみますか？」

　女性の店員さんが近づいてきてそう勧めてくれる。

「いいんですか？」

「はい」

「やーん。かわいい～！　癒いやされます」

　受け取った子猫を胸元で抱いた花宮の表情は、今にもとろけそうだ。おもむろにスマホを取り出すと、パシャパシャと写真を撮り始める。横から覗のぞき込こむと、写真には横ピースをしたドアップの花宮と、顔の右半分が完全に見切れてしまった子猫が映っていた。

　完全に子猫が添え物になってるじゃないか……。

　そういえば柳戸はどうしてるんだろう、と思って姿を探すと、花宮と同じように子猫を胸元に抱いていた。茶色い毛並みの、鞠まりみたいな子猫は、首元を撫なでていた柳戸の指先を甘えるようにちゅぱちゅぱと口に含んでいた。

「ふふ……。あたしのこと、ママだと思ってるんだ？　はーい。ママでちゅよー。いい子でおねんねしましょうねー」

　そうあやすように囁ささやく柳やなぎ戸との表情は、母性に満ちていた。

　柳戸って、あんな優しい顔もできたのか──。

　中学時代、ジャックナイフと恐れられていたようにはとても見えない。騒がしい店内でそこだけが陽ひだまりみたいな温ぬくもりに満ちていた。

「猫、好きなのか」

　僕がそう声をかけると、柳戸は視線を上げてこっちを見た。

「まーね。似たもの同士、惹ひかれるものがあるのかも」

「気まぐれなところとか？」

「それもあるけど」

　柳戸は胸元に抱えた子猫を見下ろす。

「……普段は孤独が好きみたいなフリしてる癖に、たまにどうしようもなく寂しくなっていっぱい愛情を注いで欲しくなる身勝手なところとか？」

　いたずらっぽく笑いながらそう言われると、どう返していいか分からない。

　僕をからかってるだけなのだろうか。それとも……。

「ね。それよりこの子、どことなくペロに似てない？　毛並みの色も同じだし」

「……え？　ペロ？　ペロって誰だ？」

「うそ。もしかして忘れたの？　高架下で拾った子猫だってば。あし屋や、自分で名前つけたくせにそれはあんまりじゃない？」

「……えーっと」

　僕は額に指を当ててしばらく考えてから、

「それって、いつの話だっけ？」

「五月の末。ちょうどテスト一週間前だったでしょ」

　五月末。

　それはちょうど僕がスキップしていた期間と符合する。

「そういえば、千ち夏かちゃんはどう？　元気にしてる？」

「え？」

「子猫の新しい飼い主を探すとき、色々と手伝ってくれたでしょ。駅前でビラを撒まいたり小学校の友達に飼えるかどうか聞いてくれたり」

　そういえば。

　僕がスキップした初日──つまりは六月十五日、千夏は『今日のにゃんこ』を見ながらこんなことを言っていた。

『にーちゃんがこの前、子猫を拾ってきた』とか何とか。

　あの時は勘違いしてるんじゃないかって取り合わなかったけど、今の柳戸の話を聞いたら点と点が繫つながって灯あかりが点ともった。千夏が柳戸と会ったことがあるって言ってたのはこういうことだったのか。

「けどそっか。あれからもう一ヶ月経たとうとしてるんだ。早いね。……ペロ、新しい飼い主の人たちのところで元気にしてたらいいけど」

　柳やなぎ戸とは過去の思い出を懐かしむようにしみじみと呟つぶやく。こういう時、そうだねとか心配ないよって言ってあげられたらよかったんだろう。でも僕はできなかった。曖あい昧まいな相あい槌づちを打ち作り笑いを浮かべることくらいしか。

　僕は子猫を拾ったのかもしれないけれど、今の僕は見たこともない。

　その時の記憶がない僕は、そこにいなかったのと同じなんだ。




「もう今日も終わりですねー」

　花はな宮みやはソフトクリームを舐なめながら、ぽつりと呟いた。

　僕たちは一階の吹き抜けにある広場、噴水前のベンチに腰掛けていた。僕と柳戸の間に花宮がすっぽり収まる形になっている。

「……いや、なんで由ゆ利りが真ん中なわけ？」

「私は優ゆう太たさんのことも、希のぞ美みさんのことも好きですから。どちらか一方としか話せないのは寂しいなあと思いまして」

「これじゃ、あたしがあし屋やと話せないじゃん」

「私に耳打ちしていただけたら、優太さんに伝えますよ」

「この距離で中継とかいらないから！」

　アーチ状になったガラスの天井、そこから差し込んでくるまばゆい夕ゆう陽ひ。

　午前中は洪水みたいに溢あふれていた人ひと混ごみは大分和らいでいて、歩いている人たちの隙すき間まの大きさがどことなく寂しさを感じさせる。

「私、ちょっとお手洗いにいってきます」

　花宮は手に持っていたソフトクリームをきっちりコーンまで食べると、指についていたクリームを舐めとってから席を立った。

　その後ろ姿が遠ざかるのを見計らって、柳戸がすっと僕との距離を詰めてくる。

「ふう。やっと二人きりになれた」

　そう言って微笑ほほえむと、身体からだを預けてきて上目遣いになる。

「由利ってば、中々隙見せてくれないんだもん。せっかくの初デートなんだし、こういう時間が少しくらいあってもバチは当たらないでしょ」

「ちょっ……距離、近くないか……？」

「そう？　これくらい、普通じゃない？」

　不意を突いた密着に、頭がじんと痺しびれる。血液の中にセメントでも流し込まれたのかと思うくらい全身がカチコチに強こわ張ばった。

「どう？　あし屋やは今日、楽しかった？」

　そう尋たずねられて、僕は今日一日を振ふり返かえる。どうなんだろう。

　……少なくとも、いっしょにいて嫌ではなかったし、退屈もしなかった。それだけは確信を持って言うことができた。

「あたしはね、すっごく楽しかった」

　僕が答えるよりも先に、柳やなぎ戸とがそう言って笑った。

「最初はちょっと不安だったんだけど。由ゆ利りも言うように、あたし男子とデートした経験とかなかったし。でも蓋ふたを開けてみたら全然大丈夫だった。冷静に考えたら、別にあたしたちの関係性が変わるわけじゃないもんね」

　僕たちの関係性。恋人として付き合ってるということ。

「ね。一つ、訊きいていい？」

「な、なんだ？」

「屋はさ、やっぱ、あたしとそーいうことしたいって思うわけ？」

「そういうことって？」

「キスとか……もっとえっちなこととか」

「はい!?」

　い、いきなり何を言い出すんだ!?

「ほら、さっき由利がびっくりしてたでしょ。付き合って一ヶ月にもなるカップルがまだキスもしてないなんてって。あたしたち、まだ何もしてないじゃん。それって普通に考えたらおかしいことなのかなって」

　柳戸は含みのある上目遣いを向けてくる。

「……屋はあたしといて、ムラムラしたりしない？」

　なんだその質問！

　……いやそりゃ、柳戸はめちゃくちゃかわいいし胸も大きいし……そういうのが一度もないって言ったら噓うそになるけど。

「何なら、今してみよっか。……キス」

「いやいやいや！　ここ、人前だし！」

「誰も気にしてないってば。それに電車の中でカップルがしてたりするじゃん。……あれ実はちょっと憧あこがれてたんだよね。すっごく燃えそうじゃない？」

「──そ、そんな無理に急ぐことないって！　他の人がどんなタイミングで何をしてようが僕たちには関係ないじゃないか！　僕たちは僕たちだって！」

　突如舞い降りたキスのチャンスに、まだ覚悟が決まってなかった僕は内心のチキンさを悟られないよう必死にそれらしい言い訳を並べる。けれど、柳戸はそれを見透かしているかのようにくすりと笑って楽しげに言った。

「あし屋やのへたれ。……でも、あんたってそういう奴やつだもんね」

　そうです。僕って、そういう奴なんです。

　柳やなぎ戸とは頰ほおを緩めると、僕の手を握ってきた。手のひらを合わせるだけじゃなくて、指と指とを絡めてくる恋人繫つなぎ。繫いだ手を通して、バックンバックンと高鳴る心臓の鼓動を聴かれてしまわないか不安になる。

「ま、いっか。あたしたちはあたしたちなりのペースで。牛歩かもだけど、それくらいの方が色々と楽しそうだもんね」

　そう笑いかけられて、僕もまた曖あい昧まいな笑みを返す。

「よしっ、決めた」

「え？　決めたって、何を」

「罰ゲーム。これから屋は、あたしのことを下の名前で呼ぶこと。言っとくけど、これ命令で拒否権とかないから」

「……罰ゲームって、ああ、さっきの。でもそんなのでいいのか？」

「何言われると思ってたわけ？　彼氏相手にガチなことさせないってば。てか、それより早く名前で呼んでみてよ」

「そ、それじゃ失礼して」

　僕は一度息を吸ってから、言った。

「……の、希のぞ美み……？」

「あははっ。ちょっとつっかえてんじゃん」

　女子を名前で呼ぶことなんてないから、つっかえてしまった。うぐ……。こういうのを自然とこなせるような男に僕はなりたい。

　希美はふっと表情を緩めると、僕の肩に頭を寄りかからせて呟つぶやいた。

「ね、屋。今度はさ、二人っきりで来ようね。由ゆ利りに邪魔されずに、あたしと屋だけでデートしにくるの。きっと楽しいと思うから」

　そう言われて、浮き足立つ自分が確かにそこにいた。

　今日一日で、僕の希美に対する印象は随分と変わった。希美は僕や皆が思っていたような怖い人でも悪い人でもなかった。キンキンの金髪ではあるけれど、入学式に生活指導の教師を殴り倒すような不良かもしれないけれど、少なくとも僕の目から見る柳戸希美は凄すごく魅力的な一人の女の子でしかなかったから。

　でも、だからこそ、やっぱり思ってしまうんだ。

　希美みたいな魅力的な子が、どうして僕なんかを、って。僕が君に見合うようなところなんてそれこそ一つもないのにって。













　週明けの月曜日。

　僕がいつものように机に突っ伏してぼーっと授業を聞き流していると、一時間目の途中に教室の扉が開いて希のぞ美みが入ってきた。

「はーもう……今日、ほんとあっつい……」

　顔をしかめる希美の首筋には、汗が光っていた。大きく開いたシャツの胸元からは白く眩まぶしい肌と谷間が覗のぞいている。パタパタと下敷きで扇あおぎながら自分の席へ歩いていく希美の姿に僕を含めた男子生徒たちはごくりと生なま唾つばを飲みつつ、釘くぎ付づけになっていた。

「や、柳やなぎ戸とさんっ！」

　教壇に立っていた篠しの原はら先生が、声を大にして叫んだ。今日こそは遅刻した希美のことを注意してやろうと思ったのかもしれない。さっき「頑張れ私っ。できるぞ私っ……」ってぶつぶつ唱えていたからたぶん間違いない。でも、希美がくるりと振ふり返かえって篠原先生を真っ向から見据えた瞬間、「ひっ」と身を竦すくめてしまった。

「えーっと……暑いんだったら冷房、もっと効かせようか？」

　結局、まるで正反対のことを言ってしまっていた。

　引きつった笑顔がもの悲しい。

　前の席の田辺たなべが振り返り、にやつきながら僕にこう耳打ちしてきた。

「……柳戸の奴やつ、今日も朝帰りかよ。お盛んなこった」

　前までならそうかもしれないと思ったけど、今は違うと断言できる。

　だって、希美の彼氏は僕なんだし──とは言わなかった。クラスメイトは僕たちの関係を知らないみたいだから。わざわざ明かす必要もないだろう。

　それにしても、希美は何で毎朝のように遅刻してくるんだろう？

　単に朝に弱いだけとか？　にしては登校時間が規則正しすぎるような。それにあんなに汗だくになる理由もよく分からないし。

　うーん……と考え込んでいた僕の耳に、篠原先生の声が飛び込んでくる。

「はいっ。じゃあ、そろそろ宿題の答え合わせするね」

「えっ」

　なんだそれ。聞いてないぞ──。

　いや、確か先週末にそんなことを言っていたような気がする。。

「窓際の列の人から順番に答えを黒板に書きにきてね。先週、あれだけ口をすっぱくして言ったんだから忘れた人なんていないよね？」

　ここにいた。でも正直に自首する勇気もなかった。

　──うわあ。宿題やってきてないってバレたら絶対怒られるよな。かと言って初見で問題解くのなんて絶対無理だし……。

　元々数学が出来なかったのに、時間をスキップしたせいで二ヶ月分の授業を聞き逃してしまっているんだ。理解できるはずもなかった。

「──ああ、そうか。この時間を飛ばしてしまえばいいんだ」

　そうすれば、怒られずに済む。

　正確に言えば怒られはするけど、その記憶を体験せずに済む。

　僕はさっそく時間を飛ばそうとして、一瞬躊ちゆう躇ちよした。スキップしてる間にまた僕の知らないことが起きるんじゃないかって思ったからだ。そのせいで土曜日のデートの時みたく思い出の共有ができなくなったりするんじゃないかって。

　……いや、考えすぎか。

　第一、スキップ能力が成功するかどうかも分からないんだ。それにもし成功しても授業が終わるまでの間に大したことなんて起きないだろう。授業内容が理解できなくて置いていかれるかもしれないけど、それは今に始まったことじゃないし。

　それよりもまず、目先の危機をどうにかして乗り越えないと。まあ、ダメで元々だしなという軽い気持ちで僕は目を瞑つぶった。

　一度大きく深呼吸をしてから、心の中で強く念じる。

　──授業が終わるまで、時間よ飛べっ！

　…………。

　うわっ、と思ったときには視界がぐにゃりと歪ゆがんでいた。まるで深くて暗い穴に落ちていくみたいに周りの喧けん騒そうが遠くなっていく。

「──はっ！」

　意識が戻ったとき、机から顔を上げると周りには誰もいなかった。

　窓を覆う白いカーテンが、夕ゆう陽ひを受けて橙だいだい色いろに染まっている。吹奏楽部の奏でる重低音が腹の底にずんと響いてきた。

　いつの間にか朝は過ぎ、昼を越え、日が暮れかけている。

「おお……。また成功した。にしても、一気に放課後まで飛んだのか……」

　確かに授業が終わるまで、って念じたから間違ってはいない。気だるい週明けの月曜日が終わったと思えばめちゃくちゃラッキーだ。

　ほら、やっぱり。

　狙ねらった時間に飛べるなら、スキップ能力は便利だ。

　にしても、この前みたいに希のぞ美みが待ってるかと思ってたけど……いない。

　先に帰ってしまったんだろうか？

「なら、僕も残ってる理由なんてないよな。帰るか」

　ぺらっぺらの通学鞄かばんを手に取ると、誰もいない教室を後にする。

　今日は久しぶりに、何の予定もない放課後だ。最近は色々あって忙しかったけどやっと元いた場所に帰ってきたような気がする。

　とりあえずは家に直帰して、豪快に昼寝してやろう。そう思いながら意気揚々と校門を通り抜けたところで、後ろから突然抱きつかれた。

「つかまえたっ♪」

「うおああっ!?」

　マヌケな声を出して飛び上がってしまう。な、なんだ!?

　くすくす、と風に吹かれたタンポポの綿毛みたいな声が聞こえてきて振ふり返かえると、口元を手で押さえて楽しそうに笑う花はな宮みやの姿があった。

「ふふっ。優ゆう太たさん、私ですよ、私。びっくりしすぎですってば。そんなにいいリアクションをされると、もっとからかいたくなっちゃいます♪」

「か、勘弁してくれ……」

　この調子だと、そのうち心臓が止まりかねない。

「というか花宮、今日は制服姿なんだな」

「はい。学校帰りですから。どうですか？　似合ってますか？」

　花宮はスカートの裾すそをちょこんと摘つまみ上げると、淑女っぽいポーズを取る。似合ってるしめちゃくちゃ可愛かわいかった。ただ、可愛い子に可愛いとさらりと言えるほど僕はスマートな人間じゃなかったからぼかした感じのことを言う。

「うん、まあ、いいんじゃないかな」

「ぶぅ。優太さん、そっけないです」

　花宮はぷくーっとほっぺを膨らませる。

「そ、そうか？」

「はい。せめて、涎よだれを垂らしてハァハァしながら『由ゆ利りちゃん可愛すぎてぺろぺろしたいぺろぺろ』くらいのことは言って欲しかったです」

「言うか！　完全に僕ヤバい奴やつじゃないかよ！」

　というか、それで花宮は嬉うれしいのか？

「……で、何の用だ？　希のぞ美みならもう帰ったけど」

「いえ。用があるのは優太さんにですから」

「え？　僕？」

「はい。これから遊びにいきませんか？」

「え？　遊びにって、どこに？」

「秘密です♪　でも、とっても楽しいところですよ。前々からぜひ優太さんをお連れしてあげたいと思っていたんです」

　何となく厭いやな予感がした。こういうのって結構当たったりするものだ。

「……いや、悪いけど今日は……」

「何か予定でもあるんですか？」

「予定っていうか、今日発売される漫画週刊誌を読んだり、録画してた金曜ロードショーを消化しないといけない」

「そういうことなら、私が全部ネタバレしてあげますよ♪」

「へ？」

「内容が分かれば、わざわざ観みたり読んだりする必要もなくなりますよね。じゃあまずは金曜ロードショーの犯人ですけど──」

「だああ！　止やめてくれ！　ネタバレされたら素直な心で観れなくなるだろ！」

「じゃあ、私といっしょに来てくれますか？」

「……そ、それは」

「犯人の名前ですけど──」

「分かった！　いく！　いくから！　僕のささやかな楽しみを奪うな！」

「やったぁ♪　決まりですねっ」

　ダメだ。

　花はな宮みやは僕よりも一枚も二枚も上手だ。敵かないっこない。




　花宮に腕を組まれながら、僕は道を歩いていく。

　ホテル街に差し掛かったとき、これはまさか──と急激に嫌な予感が全身を駆け巡って逃げ出したくなったけど、いかがわしい店には立ち寄らず、やってきたのはその先にある新装開店した大型のパチンコ店だった。

「はい。到着しました♪」

「……いや、これのどこが楽しいところなんだ？　というか、パチンコ店なら高校の近くにもたくさんあるじゃないか」

「ちっちっち。優ゆう太たさんは本質を見誤ってますね。私がお見せしたかったのはパチンコ店ではなくあっちですよ」

　花宮の指差した先──店の前には一匹のウサギが立っていた。四足歩行じゃなく二本の足でしっかり立っている。ファンシーなピンク色の毛並み、右耳に黄色い花をあしらったそのウサギは道行く人たちに手を振っていた。

「客寄せの着ぐるみだろ？　それがどうしたんだ？」

「あの中身、希のぞ美みさんなんです」

「えっ」

「家計を助けるために、アルバイトをしてるんですって。お母様一人に働かせて負担をかけるわけにはいかないって。立派ですよね。せっかくなので、希のぞ美みさんが頑張っているところを優ゆう太たさんにも見てもらおうと思いまして」

「そうだったのか……」

　母親のためにって、めちゃくちゃいい子じゃないか。

　とてもじゃないけど、不良だったとは思えない。

　と、そのとき、遠くから甲かん高だかい騒ぎ声が聞こえてきた。

「わぁ。ウサギさんだ」

「でけー！」

　今はこの辺りにある小学校の下校時間と重なるのかもしれない。赤や黒のランドセルを背負った小学生たちが大挙して押し寄せてきた。

　希美ウサギはあっという間に取り囲まれてしまう。

「ねえ、握手して。握手」

「写真撮っていい？」

　四方八方からせがまれて、一躍、人気者になっていた。

　希美ウサギはちゃんとそれらに丁寧に応対してあげていた。

　それだけなら穏便に事が済んだのだろうけど。

「おれ、知ってるぞ。着ぐるみって中に誰か入ってんだろー」

　一人の男の子がそう言ったところで、雲行きが怪しくなった。その場には女の子もいたこともあってか、格かつ好こいいところを見せてやろうと奮起した男子たちが、こぞってウサギの化けの皮を剝はいでやろうとし始めたのだ。

　後ろに回りこんでチャックを探そうとする男子もいれば、直接首をもぎ取ってやろうとする戦国時代の武将みたいな気概を持った男子もいた。

　希美ウサギは最初こそ身を退ひいて避よけたり、手刀で撃退したりしていたが、やがて多勢に無勢という感じでもみくちゃにされてしまった。引っぺがされないようにと頭を抱えたままアスファルトの上にしゃがみこんでいる。

「あらら。浦島太郎の亀かめみたいな状況ですね」

　花はな宮みやはどこかその光景を楽しんでいるみたいだった。

　このままじゃ、頭を引っぺがされてしまうのも時間の問題だろう。

　そうなったらまずいよな、やっぱり。

　ああ、くそっ。……仕方ない。

「あのー。ちょっといいかな」

　僕はなるだけ下手に出つつ、小学生たちの間に割って入る。

　希のぞ美みウサギの目が僕を捉とらえた瞬間、ビクッ！と全身が強こわ張ばるのが分かった。な、なんであし屋やがここに……？　という声が聴こえてきそうだ。

「ウサギも嫌がってるし、ここらで勘弁してあげてくれないかな」

「この中には人が入ってるんだ！」

「うん。でも世の中には、暗黙の了解っていうのがあってさ。知ってても知らない振りをしてる方が得をすることがあるんだ。……君たちはサンタを信じてる？」

「サンタはお父さんだろ！　それくらい常識だよ」

「けど、サンタはお父さんだろって問い詰めたら、次の年からクリスマスプレゼントを貰もらえなくなるかもしれない。サンタはお父さんだって分かってても、知らない振りをしてたら来年も確実にプレゼントを貰える。ほら、そう考えたら知ってても知らない振りをしてる方が圧倒的に得だろ？」

「そ、それは……」

「空気を読むっていうのかな。そうした方が波風立たずに済むんだ。だったら合わせた方がいい。このウサギは着ぐるみで中に人が入ってるけど、建前上はいないってことにしておいた方が皆が幸せになれるんだ」

「……分かったよ。このウサギの中には夢が詰まってるんだね」

　いや、すごい聞き分けいいな。最近の子供ってお利口。

　何はともあれ、男子たちは希のぞ美みウサギの周りから離れていった。それと入れ替わるようにして女子たちが「ウサギさん、ハグしてー」と寄ってきて列を作る。

　ふう、よかった。何とか上う手まくいったらしい。

「優ゆう太たさん、希美さんのために頑張ってましたね」

　花はな宮みやは僕の側そばに近づいてくると、笑顔で指を立てて言った。

「でも、サンタクロースは本当にいますよ？」

　えー。中学三年にもなってまだ信じてたのかよ。

　それともそういうキャラ付けか？　どっちにしても追及する気はないし、わざわざ掘り下げようとも思わないけど。

「それより、優太さんもハグしてもらったらどうですか？」

「え？」

「合法的に希美さんに抱きつけるチャンスですよ。さあ、並んで並んで」

「ちょっ。お、おい……！」

　僕は花宮に背を押されて、希美ウサギとハグするために並んでいる女子小学生たちの列の最後尾へと並んだ。一人だけめちゃくちゃ浮いてる。

　少しして、順番がやってきた。

　僕が気まずい感じで、へへ……と卑屈な笑みを浮かべていると、希美ウサギがこっちに近づいてきてぎゅっと抱きしめてきた。今までの子たちならそれで離れていたけど、僕の時だけはそっとほっぺに口の部分をつけてきた。

　──え。これって……。

「あ、チューした。いいなー」

　側そばで見ていた女の子が羨うらやましそうに言ってきた。

　希のぞ美みウサギを見やると、着ぐるみだから表情は分からなかった。でもそのつぶらな瞳ひとみの奥はどこか微笑ほほえんでるような気がした。




　パチンコ店の前の駐車場で待っていると、裏口から制服姿の希美が出てきた。僕の姿を見つけると、驚いたように目を丸める。

「あたしのこと、わざわざ待っててくれたんだ？」

「まあ、そんなところかな」

「由ゆ利りは？」

「先に帰った。好きな漫画の新刊の発売日だからとか言って」

「気ぃ利かせてくれたのかもね。って、ないか。由利に限って」

　希美はそう言うと、

「ちょっと待ってて。自転車取ってくるから」

　駐輪場から、赤色のママチャリを引っ張り出してくる。ぱっと見ただけで随分使い込まれているんだなと分かる代物。

　ママチャリを押す希美の隣を僕は歩く。額の汗を拭ぬぐっていると、

「いる？　飲みかけだけど」

　ペットボトルに入ったスポーツドリンクを差し出される。

「いいのか？」

「ん。さっき助けてくれたお礼」

「そういうことなら」

　ちょっと躊ちゆう躇ちよしてからそれを受け取った。蓋ふたを開けると、動揺を表に出さないよう気をつけながら一口飲む。うん、おいしい。

「柳やなぎ戸と……じゃなくて、希美ってバイトしてたんだな」

「前から言ってたでしょ。ま、何やってるかは秘密にしてたけど」

「あ、そうだっけ。そうだったよな。けど、希美はもっとおしゃれなカフェとかでバイトしてるイメージがあったから何か意外だった」

「カフェは制服可愛かわいいし、憧あこがれはあるけどね。でもこっちの方が稼ぎいいし。家にお金入れないといけないから」

「立派なんだな」

　親がくれる小遣いに寄生してる僕とは大違いだ。

「別にこれくらい普通でしょ。言っても週に三日か四日くらいしか入らないし。逆にあし屋やは何でバイトしないわけ？　部活やってるわけでもないのに」

「いやぁ……何と言うか、怒られるのが厭いやだから。ミスして強めに怒られたら次の日から出勤できなくなる自信がある」

「あははっ。何それ。メンタル弱すぎでしょ」

　希のぞ美みは呆あきれたように小さく笑ってから、

「ねえ、屋。あたし、ずっと着ぐるみ着てたから疲れちゃった。あたしのこと立派だと思ってるなら家まで乗せてってよ」

「え。二人乗りは条例で禁止されてるはずだけど……」

「固いことはいいっこなし。それに見つかったら逃げればいいじゃん」

　希美は茶ちや目めっ気けを出しながら、

「ね。いいでしょ。お願い」と片手で拝んでくる。

「……分かったよ」

　バイトに限らず労働してる人はそれだけで尊いという考えが僕にはあるので、疲れてるなら仕方ないかと引き受けることにした。

「さっすが、あたしの彼氏。話が分かる」

　希美から自転車を受け取ると、サドルにまたがってハンドルを握る。

　……警官に見つかった時の言い訳は考えておかないとな。そう思いながらペダルに足を掛けたところで、後ろから両腕が回された。

「──はい？」

　振ふり返かえると、荷台に横向きに座った希美が僕に抱きついていた。

「こうしとかないと、振り落とされちゃうじゃん」

「にしても、密着しすぎじゃないか？」

「いーじゃん。二人きりなんだし。ほら、漕こいで漕いで」

「……よ、よし。じゃあ、漕ぐぞ」

「れっつごー」

　僕は前方を見据えると、ペダルを力強く踏んだ──けど、全然進まない。右に左にぐらぐら揺れて今にも倒れそうだ。さすがに転倒したら格かつ好こがつかない！　そう思って必死に足を回転させていると、次第に安定してきた。

「夜風、すっごく気持ちいい。やみつきになりそう」

　希美が抜けるような声色で呟つぶやいた。

「今度からバイトのお迎えは全部、屋にお願いしちゃおうかな。そしたら帰り道、一人で寂しい思いをせずに済むし」

「だったら、時給を貰もらわないと」

「スポーツドリンク、あげたじゃん」

「飲みかけじゃないか」

「でも、ドキドキしてたでしょ？」

「え」

「あたしが気づいてないとでも思った？」

　希のぞ美みは後ろでくすくすと笑っている。身体からだがかあっと熱くなる。

「あし屋やのそういうウブなとこ、嫌いじゃないよ」

　僕はもっとスマートな人間になりたいんだ。

「ふふ。なんかこうしてると落ち着く。屋の匂においがする」

　希美は僕に抱きついたまま、背中にとんと額を預けてくる。僕はその息遣いを感じつつドキドキしながらペダルを漕こぐ。しばらく走ったところで気づいた。

「えっと、ここからどうやっていけばいいんだ？」

「あたしの家までの道、まだ覚えてなかったわけ？　方向音痴すぎ。もう何回も来てるんだからいい加減覚えてよ」

　僕は希美の家になんて、一回も行ったことがない。

　……きっとこれも、スキップ期間中の話なんだろうな。

　希美の案内を頼りに、見覚えのない道を言われるがまま進んでいくと、やがて瓦かわら屋や根ねの一軒家の前へたどり着いた。

　和風な佇たたずまいの、二階建て。

　門扉から玄関までの小さな道には砂利が敷き詰められていて、石柱には『柳やなぎ戸と』という表札が埋め込まれていた。

「ここが希美の家か……」

「よかったら上がってく？」

「え？」

「せっかく来たんだし。それにほら、中には入ったことなかったでしょ？　お礼もかねて晩ごはんごちそうしてあげる」

　それに、と希美は言った。

「屋は今日、一日中由ゆ利りと遊んでたわけでしょ？　だったら、あたしはそれ以上の時間を屋と過ごしたいって言うか。彼女なわけだしね」

　面と向かってそう言われると、気恥ずかしくなる。

「申し出はありがたいけど、親御さんがいるんじゃないのか？」

「大丈夫。パパはいないし、ママは夜遅くまで帰ってこないから」

　そう言われてしまうと、断ることなんてできなかった。

　いつもなら千ち夏かの晩ご飯を作らないといけないけれど、今朝千ち夏かは友達の家でご馳ち走そうになってくるって言ってたから都合もいい。

　……というか、希のぞ美みは両親をパパとママって呼んでるのか。何か意外だ。

「分かった。じゃあ、ごちそうになろうかな」

「そうこなくっちゃ」

　希美は嬉うれしそうに微笑ほほえむと、玄関までの小道を歩いていく。

　……ちょっと待て。両親がいないってことは家に二人きりってことだよな？　それってひょっとするとひょっとするんじゃないのか？

　僕は無意識のうちに生なま唾つばを飲んでいた。

　希美が玄関の引き戸を引く。すると、玄関口のところに、坊主頭の少年とおかっぱ頭の女の子が帰りを待っていたかのように立っていた。

「おかえり、ねーちゃん！」「ねーね、おかえり」

　二人が威勢よく出迎えの言葉を吐いたところで、僕と目が合った。

　……誰だ、この子たち。

　何とも言えない沈黙が僕たちの間に広がっていく。

　えーっと……と僕が頰ほおを搔かきながら言葉を捜しているうちに、先に我に返った坊主頭の少年が慌てふためいたように叫んだ。

「うわっ！　ねーちゃんが男を連れてきたっ！」

「ちょっ──真しん吾ご、声が大きいってば！」

「彼氏だ！　彼氏だ！　今日は赤飯だっ！」

「あーもう、うっさい！　どいてよ！　通れないでしょ！」

　希美は真吾と呼んだ少年をぐいと押しのけると、足早に廊下を歩いていく。僕は戸と惑まどいながらそのあとをついていく。

「今の子たちは……」

「あたしの弟妹きようだい。坊主頭が真吾で、おかっぱの子が三さ枝え子こ。真吾は小学四年で、三枝子は今年から幼稚園に通ってるの」

「希美って、弟妹いたんだな。知らなかった」

　じゃあ、家に二人きりじゃないってことか。

　ほっとしたような、残念なような……。

　畳敷きの和室のリビングに通される。

　部屋の中央には布団の取られた掘りごたつ。家具は基本的に木製で、全体に温かい生活感みたいなものが満ちていた。

「ごはん出来るまでの間、ゆっくりしてて」

　希美はそう言い残し、台所へと向かっていく。

　ゆっくりしててって言われてもなあ……。初めてやってきた彼女の家のリビングでくつろげるほど僕の肝は据わってないぞ。

　正座してそわそわしていると、坊主頭の真しん吾ごが近づいてきた。

「なあ、にーちゃん！　野球ゲームしようぜ、ゲーム！」

　コントローラーを押し付けてくる。こいつ、すげーな。ほぼ初見の僕相手に、躊ちゆう躇ちよなく距離を詰めてくるなんて。

「分かった。受けて立ってやるよ」

　他にすることもないので、いっしょに遊ぶことにした。

　小さな液晶テレビの前に陣取り、野球ゲームに興じる。初見プレイの僕に対して真吾はまるで容赦しなかった。

「……お前、接待プレイって知ってるか？」

　四十二対ゼロのスコアボードを眺めながら、僕は思わず呟つぶやく。

「？　なんだそれ？　裏技？」

「どっちかというと縛りだな。社会を渡っていく上で、一番大事な技だよ」

　さっきからずっと、背中に視線を感じていた。振ふり返かえる。部屋の柱にすがっていた三さ枝え子こちゃんがさっと身を隠した。びくびくしている。

「……もしかして僕、嫌われてるのか？」

「違うよ。三枝子は引っ込み思案なんだ。家族以外の人とはまともに目を合わせることもできないくらいにさ。ねーちゃんがいなきゃダメって、一人で幼稚園もいけないし。だから毎朝ねーちゃんがチャリで幼稚園まで乗っけていってるんだ」

　じゃあ、希のぞ美みが学校に遅刻してくるのも朝帰りをしてるわけじゃなくて、三枝子ちゃんを幼稚園に送ってたからなのか。

「ったく、手のかかる妹だぜ──いでぇっ!?」

　やれやれと肩を竦すくめていた真吾の耳がぎゅむっと引っ張られる。振り返ると、制服の上にエプロンを着た希美が腰に手をあてて立っていた。

「あんたは何もしてないでしょ。それに三枝子には三枝子のペースがあんの。皆が皆あんたみたいに図太いわけじゃない」

「けど、そのせいでねーちゃんは毎朝遅刻してるんだぜ？」

「ちょっと遅れるくらい、別に大したことないし。それより、三枝子がちゃんと幼稚園に通うことの方がずっと大事でしょ」

　希美は平然とそう言うと、

「もうご飯できるから、こたつの上、片しといて」

　踵きびすを返して台所へと戻っていった。

　その後ろ姿を眺めながら、僕は思った。朝帰りなんて、とんでもない。希美は誰よりも立派にお姉ちゃんをしてたんじゃないか。

　……僕たちはずっと、自分の見たいものだけを見ようとしてたんだな。

　しばらくして、こたつの上に晩ご飯が並ぶ。

　焼き鮭じやけに卵焼き、味み噌そ汁しるに白ご飯という和食だ。

　四人でこたつを囲むと、手を合わせていただきますと口にする。改まってそう言うのは小学生の時以来かもしれない。焼き鮭に箸はし先さきを入れる。じゅわ、と脂が滲にじみ出たぷりぷりの身を口に入れると、弾はじけるような弾力があった。勢いのままふわりと炊き上がった熱々の白米を搔かきこむ。味噌汁をすすると鰹かつおだしが身体からだに染みた。

「めちゃくちゃうまい……！」

　どれもこれも文句のつけどころがない。

　ちょっとした店の料理くらいおいしい。いやちょっとした店って言ってもチェーン店でしか外食したことないから基準はそこだけど。

「でしょ。こう見えてあたし、女子力高いから」

　希のぞ美みは満足気ににっと笑う。

「おかわりもあるから、遠慮しないでいっぱい食べてよ」

　その後も、夕食の席は和やかに進んだ。

　真しん吾ごが学校であった出来事などを話し、それを希美が微笑ほほえみを浮かべて聞きながら相あい槌づちを打ったり僕や三さ枝え子こちゃんに話を振ってきたり。

　今、こうして希美の家族といっしょの食卓を囲んでいるのが信じられなかった。二ヶ月前の僕に言っても絶対に信じないに違いない。だって当の僕でさえ、未いまだに信じることができていないんだから。




「ねえあし屋や、そろそろあたしの部屋行かない？」

　洗い物が終わった頃、希美が何気ない口く調ちようでそう切り出してきた。あまりに自然な流れだったから一回は普通に「ああ」と頷うなずいてしまった。

　頷いたあと、「はい!?」と遅れて引っかかった。へ、部屋!?

「ここだと、色々とアレでしょ？」

　アレってなんだ！　アレって！　アレなのか!?

　板張りの階段を上り、短い廊下を左へ折れるとそこが希美の部屋だった。

　女子の部屋に入るのが初めてだから緊張して身構えていたけど、足を踏み入れてみるとごくごくシンプルな内装だった。正面に勉強机があって、左手には本棚や簞たん笥す、右側にはベッドが置かれている。淡いピンクのカーペットを踏みしめる。

「どこでも適当なとこに座って」

　希美はベッドの縁に腰掛けると、隣のところをぽんと叩たたいた。

「何なら、隣に来てもいいけど？」

「い、いや、大丈夫。それは遠慮しとく」

「あははっ。あし屋やのへたれ」とからかわれる。

　う、うるさいなあ……。

　結局、僕はカーペットの上に正座した。我ながら動きが固い。慣れてないというか緊張してるのがモロバレだ。それを隠そうとして、ごまかそうとして視線をさまよわせると勉強机の上の参考書に目が留まった。みっちりと使い込まれている。よれたページの所々には付ふ箋せんが挟まっていた。

「……これ、勉強してるのか？」

「一応ね。バイトで疲れて寝ちゃう時もあるけど。出来がいい方じゃないから、ちゃんと予習と復習くらいはやっておかないと」

「いい大学に入るために？」

「それもあるけど、ちゃんと就職できるように。そしたら真しん吾ごや三さ枝え子こが大学に行くための費用も稼げるでしょ？」

「人としての器が違いすぎて嫌になるな……」

「そんな大したことじゃないってば。今まで散々、皆には迷惑掛けてきたから。少しでも恩返しがしたいってだけ」

「希のぞ美みはその、不良……だったんだよな？　中学時代」

「少なくとも、優等生じゃなかったことは確かだよね。屋も中学の頃、噂うわさの一つや二つくらいは聞いたことあるんじゃない？」

「まあ、一応は」

「そっちには、どういうふうに伝わってたわけ？」

「……言っていいのか？」

「どーぞ遠慮なく。別に気にしてないし」

　僕は一呼吸置いてから言った。

「目が合った奴やつを片っ端から病院送りにするジャックナイフだとか。他校の不良と軒並み関係を持ってるとか。援助交際してるとか……」

「やっぱそうなんだ。へー」

　希美は頰ほお杖づえをつきながら、どこか興味深そうに呟つぶやいた。

「……全部、噓うそなんだろ？」

「ホントだって言ったらどうする？」

「え？」

「目が合った人を片っ端からボコボコにして、他校の不良と付き合って、えんこーだってしまくってたとしたら」

　希美は上目遣いで、僕の瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。無言の間。やがて痺しびれを切らしたように向こうが先にぷっと噴き出した。

「あははっ。冗談だってば。あし屋や、動揺しすぎ」

　部屋の空気が和らぐ。

「な、なんだ。びっくりした……」

　それ以上に、ほっとした。

「てゆーかあたし、そんなモテるように見えるわけ？」

　見える。

　だってめちゃくちゃ美人だし──とは言えなかった。

「ま、もう全部昔の話だから。荒れてたのは中学三年の時に終わったし。今は優等生とは言えないかもだけど、一応普通になったつもり」

「でも、入学式の時に生活指導の先生を殴り倒したって」

「あー……その話……」

　希のぞ美みは気まずそうに首筋を搔かいた。

「……あれは別に殴り倒したわけじゃなくて。髪の色を注意されて、明日までに直してこいって髪の毛を摑つかまれそうになったから振り払ったら、勢いで先生が後ろに倒れて機材の角に後頭部をぶつけて気絶したってだけ」

　そんな、ピタゴラスイッチみたいな。

　つまり、希美は生活指導の教師を結果的に気絶させはしたけど、真っ向から牙きばを剝むいたわけじゃないってことか。

「……おかげで初日から停学になったし、停学明けて登校したら学校中に噂うわさが広まってて化け物を見るような目で見られるし。ほんとついてない」

「しかも髪色は直ってないときたもんだ」

　そこが一番の問題のような気がする。

「だって、おかしくない？　金髪でも授業は受けられるじゃん。誰に迷惑をかけてるわけでもないし。文句言われる筋合なんてないでしょ」

「いやまあ、確かにそうなんだけど……」

　郷に入りては郷に従えじゃないけど、大抵の生徒は校則でダメだと言われたら波風立てたくないし素直に聞き入れるだろう。

　けど、希美はそうしない。自分の芯しんをちゃんと持っているから。だからこそおかしいと思ったことには真っ向から反発する。

　流されるのをよしとする僕とは、本当に正反対の人間だ。

「停学明けたとき、正直、あたしの高校生活詰んじゃったって思ってた。誰とも仲良くなれずにずーっと一人で過ごすんだろうなって。けど、人生って分かんないね。気づいたらあたしに恋人ができてて、しかも今、部屋にまで上げてるなんて」

　希のぞ美みはベッドの上で膝ひざを抱えると、懐かしむように言った。

「学校なんてつまらなかったし、毎日登校するのが嫌で仕方なかった。でも、あし屋やと付き合い始めてからはそうでもなくなったかな」

「僕が？」

　希美はふっと表情を緩めた。

「授業中、ぼーっとしてる屋の横顔を眺めたり。昼休みにはあたしの作ってきたお弁当を食べておいしいって言ってもらったり。放課後はクレープ食べにいったり。そんな他た愛あいのないことだけど、結構悪くないなって。よく分かんないけど、もしかしてこういうのが幸せなのかもって思うようになった。それに──」

「それに？」

「最近は家にいてもずっと、屋のこと考えてる。バカみたいでしょ」

　え──

　不意打ちの言葉に、心が揺れた。

「……やっぱ、二人きりだからかな。あたし、喋しやべりすぎだ」

　希美は照れくさそうに呟つぶやくと、ベッドから立ち上がった。窓の外を眺めながらふと何かを思いついたように振ふり返かえる。

「そうだ。屋にいいもの見せてあげる」

「いいもの？」

「そ。窓から屋根の上に出れるの。星が見れる、あたしだけの特等席。彼氏だから特別に招待してあげる」

　窓際に近づいた希美が窓を開けると、夏の夜風が吹き込んでくる。その中に星の匂においを感じたような気がした。希美は裸足はだしのまま勉強机の上に乗ると、窓枠を跨またぐ。四角く切り取られた夜の中からひょいひょいと手招きしてくる。

「屋、早く早く」

　……これ、僕もついていかないとだよなぁ。

　うっかり転げ落ちませんように、と祈りながら同じように勉強机の上に乗り、そこから足を伸ばして恐る恐る窓枠を跨いだ。

　靴下に包まれた足裏が、ひやりとした瓦かわらに触れてほっとする。

「どう？　いい場所でしょ」

　瓦屋根の上に膝を抱えて座った希美が、言った。

　僕は四つんばいで屋根にしがみつきながら、「あ、ああ」と答える。確かに景色はいいけど落ちないかどうかが気がかりで、それどころじゃない。

「心配しなくても、落ちても死んだりしないってば」

　僕の内心を見透かしたように、希美が笑う。

「精々、骨が何本か折れるくらい」

「充分嫌だよ！」

　僕はびくびくしながら、何とか希のぞ美みの隣に腰を下ろした。

　顔を上げると、そこには淡い星空。灰色がかった雲の間から覗のぞく夜空に、ぽつぽつと星の砂が鏤ちりばめられていた。

「昔から、嫌なことがあった時はよくここで星を見てたの。……今日は雲のせいであんまりよく見えないけど、普段はもっと綺き麗れいに見えるから」

　星を見上げるのなんて、いったいいつ以来だろう。

「星の光って、あたしたちが見てるのは何十年か前のものでしょ。時間の流れを超えてきた光を見てるってさ、夢があると思わない？」

「希美にはロマンチストなところがあるよな」

「人間、ロマンをなくしたら終わりでしょ」

　希美はそう言うと、

「知ってる？　今年の夏に、この街で流星群が見れるんだって。しかも、日付があたしの誕生日と丸まる被かぶりしてるの。何だか運命感じちゃわない？」

「いや、別に……」

「あし屋や、冷めすぎ。そこはもっと驚くところでしょ」












　そう言われても困る。

「流れ星だと願い事を言う時間ないけど、流星群だと間に合いそうだし。今の内に唱える練習しとかないとね」

「希のぞ美みは、何をお願いするつもりなんだ？」

「ないしょ。教えてやんない」

「もったいぶるなぁ」

　希美はくすりと笑うと、頰ほお杖づえをつきながら僕の顔を覗のぞきこんでくる。その眼まな差ざしはどこか愛いとおしいものを見るようで、どきりとした。

「あし屋や。その時はさ、いっしょに見ようね。……約束」

　白くて細い小指を差し出される。

「あ、ああ」

　僕はそれに自分の小指をそっと絡めながら、戸と惑まどっていた。

　希美の誕生日がいつなのか、今の僕は知らない。……ただ、夜空を翔かける無数の星々を二人で身を寄せながら眺めるのはきっと、悪くない時間になる。

　素直にそう思えた。




　時計の針が九時を回った頃、僕は希美の家からお暇いとますることにした。

　玄関を出て、門扉までやってくる。

「家まで送っていってあげよっか」

「いいよ。そこまでしてもらわなくて」

　それに、と僕は言う。

「送ってもらったら、帰りは希美が一人になるだろ」

「へー。もしかして、心配してくれてるんだ？」

「……まあ、そうだけど」

「屋も知ってるでしょ？　あたしの中学時代のあだ名。へーきだってば。もし襲われたとしても返り討ちにしてやるから」

「そりゃそうかもしれないけど……」

「ふふ。ありがと。心配してくれて」

　希美は微笑ほほえんだ。

「あたしのこと、ちゃんと女子扱いしてくれて嬉しい」

　くそっ。不覚にも、かわいいと思ってしまった。

「……そ、それじゃ、僕はここで」

　照れくさくなって、逃げるように踵きびすを返そうとする。

「あーしやっ」

　と、そこで呼び止められた。

　何だろう──と振ふり返かえった瞬間だった。頰ほおに柔らかくて熱いものが触れた。少し遅れてそれが希のぞ美みの唇だと気づいた。

　え──。

「おまじない、かけておいたから」

　希美はそう言って、僕の額につんと指をあてた。

「おまじない？」

「そ。あし屋やがあたしのこと、もっといっぱい考えてくれますようにって」

　冗談めかしたように微笑ほほえむ。

　すごくドキッとした。鼓動が高鳴る。

「それじゃ、また明日。学校でね」

　門扉越しに小さく手を振る希美は、とても綺き麗れいだった。

　僕は言葉を返そうとして、一瞬、詰まった。

「あ、ああ。また明日」

　ぎこちなく手を振り返して、家への道を歩き出す。

　頰にはまだ、じんとした感触が残っていた。動どう悸きが収まらない。頭の中にずっと、希美の笑顔が焼きついて離れなかった。




　家のリビングのソファに寝転びながら、ぼーっとテレビを見ていた。

　天気予報曰いわく、今週はずっと快晴の夏日が続くらしい。

　その時、テーブルの上に置いていたスマホが震えた。何だろう。寝転んだまま手に取ると希美からラインで連絡が来ていた。

『ごめん、さっき言い忘れてた。貸してたＣＤ、そろそろ返して』

　ＣＤ？　何のことだ？

『あれ、大事な奴やつだから。明日、絶対学校に持ってきて。よろしくね』

　そう言われても……。借りたのはたぶん、今の僕じゃない。

　僕はソファから起き上がると、自室の棚を漁あさってみる。それだけじゃなく、机の上から簞たん笥すの中、カーペットの裏に至るまで隈くまなく探し回ってみたけれど、それらしいのを見つけることはできなかった。じわじわと焦りがこみ上げてくる。

「千ち夏か。僕が希美に借りたＣＤ知らないか？」

「しらなーい」

　藁わらにもすがる思いでリビングで素振りしてた千夏にも尋たずねてみたけれど、案の定というか芳かんばしい成果は得られなかった。

「うーん。これはまずいぞ……」

　借りてたものをなくしたって言ったら、絶対怒られるよな。しかも文面からして、希のぞ美みにとって大事なものみたいだし。

　僕はどこにＣＤを保管してたんだ？

　そもそも自分で借りたものくらい、自分で返せよ！　……って、スキップ中の僕にむかついたところで仕方ないのは分かってるんだけど。

　風呂に入って自室のベッドで横になるまでずっと、明日、希美にＣＤが見つからないと正直に打ち明けたときのことを考えていた。

　怒られるのは確定として、殴られたりするのだろうか。下手するとしばらく口も利いてくれなくなるかもしれない。

「うわぁ。明日、学校いきたくないなぁ……」

　考えれば考えるほど、テンションが下がってくる。

「──って、そうか。だったら、スキップすればいいんだ」

　明日一日を飛ばしてしまえば、事なきを得られるじゃないか。

　怒られるにしても怒られるのを体験しなくて済むし、希美にＣＤを借りたのはスキップ中の僕なんだから、保管場所を知っていて返せるかもしれない。

　考えれば考えるほど、この手しかないように思えてくる。

　よし。そうと決まれば、善は急げだ。

　僕は布団を被かぶりながら目を瞑つぶると、神様に祈りを捧ささげる。

　……頼む、上う手まいこと能力が発動してくれよ。

　──時間よ、飛べ！

　心の中で強く念じると、意識を持っていかれる感覚に襲われる。

　よかった。成功した。

　これで次に目が覚めたときには、明後日あさつてだ。

　希美から借りたＣＤの件は上手いこと解決されていて、今日までと同じ、そう悪くないと思えるような日々が続いていく。

　その時の僕は、確かにそう思っていた。













　久しぶりに、夢を見た。中学生の頃、野球部に入っていた時の。

　こんな僕でも、部活に所属してる時期があったんだ。

　昔から何事にも飽き性で、習い事も一ヶ月持ったことがなかった僕だから、どうせすぐに辞めるだろうと僕も両親もたかを括くくっていた。でも野球は思いの他楽しくて、今までの人生で初めてって言っていいくらいのめりこんだ。

　才能はあんまりなかったけど。でも、それでもよかった。

「あし屋や君、まだ練習してるんだ？」

　練習終わり、僕が居残りでグラウンドの脇で素振りをしていた時だ。女子マネージャーの子が声を掛けてきたことがあった。

「うん」と僕は頷うなずいた。「才能がない分は、努力で補わないと」

「へえ。手の平、見せて？」

　赤いジャージを着たその子は僕の元に近づいてくると、手を取ってきた。密ひそかに気になってた子だったからどきっとした。

「えらい！　すっごく頑張ってるんだね」

「……べ、別に。これくらい普通だよ」

　恥ずかしくて、ぶっきらぼうに答えてしまう。思春期特有の見み栄えだ。客観的に見てみると全く格かつ好こよくも何ともないんだけど。

「屋君は自分に才能がないって言うけど、私はそうじゃないと思うな」

「え？」

「努力できるのだって、立派な才能だよ」

「そ、そうかな」

「うん。私は屋君のこと、素敵だなって思う」

　干したてのシーツみたいに無む垢くな微笑ほほえみ。

　それを前にした僕は、動けなかった。

「見てるから」

「え」

　マネージャーは僕の手を握り締めて、言った。

「君が頑張ってるところ、見てるから。……それじゃ、私、帰るね」

　校門へ向かうその後ろ姿を、呼び止めていた。

「マネージャー！」

　振り向いた彼女に、精一杯の勇気を振り絞って言った。

「僕、頑張るから！　いっしょに全国大会、行こう！」

「うん！　楽しみにしてるね」

　今思うと、青臭い台詞せりふだ。

　でもその時の僕は、本気でそう思っていた。これまで以上に努力して、絶対全国大会に行ってみせるんだって。

　努力できるのも才能だって。それはきっと報われるんだって、そう思ってた。

　あいつが来るまでは──




　三年の四月に転校してきた新入部員、そいつは天才だった。

　少年野球で全国優勝を成し遂げた経験のある彼は、普段ろくに練習もせず街をほっつき歩いている不良なのに、打ってはホームランを連発、投げては誰のバットにも掠かすらせないほどの剛速球を放ほうれるという、まるで漫画に出てくるような奴やつだった。

　僕はそいつの代わりにレギュラーの座を追いやられてしまった。一度たりともまともに練習に出たことがないような奴だったのに……。

　でも、僕はめげなかった。

　頑張っていればいつかきっと報われる。誰かが見ていてくれる。そう信じて愚直なまでに毎日バットを振り続けた。

　それに彼が入れば、全国だって夢じゃない──そう思っていた。

　でも結局、僕たちの最後の夏は一回戦負けで幕を閉じた。

　彼は七回まで相手に一球も掠らせなくて、このままいけば余裕で勝てる──そう僕たちも相手も思い始めた頃だった。

「大だい輝きくーん。がんばってーっ」

　スタンドから飛んできた黄色い声援。そのたった一声が、全すべてを狂わせた。

　針の穴を通すようなコントロールを誇っていた彼の球は荒れに荒れ、あっという間に敵チームの逆転を許してしまった。完全な一人相撲だった。

　挙句の果てには、彼は途中で勝手にマウンドを降りると「帰る」と吐き捨ててグラブを投げつけ、エナメルバッグを担いでベンチから出て行ってしまった。

　その後、代わりとして試合に出た僕は精一杯頑張ったけど、開いた点差を埋めることはできずに負けてしまった。

　後で知ったことだけど、その時あいつはマネージャーと付き合っていて、スタンドから声援を送ってくれた子と二ふた股またを掛けていたらしい。それが試合中にマネージャーにバレたからあんなに動揺していたんだそうだ。

　なんだそれ。バカみたいだ。

　あいつも、マネージャーも。……何よりも、僕が一番。

　──君が頑張ってるところ、見てるから。

　マネージャーの言葉は噓うそだった。彼女は誰よりも頑張ってなくて、誰より才能のある奴やつのことしか見ていなかった。

　……何が努力だ。何が頑張りは報われるだ。バカらしい。努力できるのも才能だなんてとんだ噓うそっぱちじゃないか。

　結局、皆、結果しか見てないんだ。

　才能さえあれば、結果さえ出れば、過程の努力なんて無意味だ。

　あの時、声が嗄かれるほど泣きながら僕は決めたんだ。

　今後はもう、一切努力なんてしない。何かに本気で向き合ったりもしないって。

　頑張ってもどうせ報われないなら、最初から何もしない方がいい。才能がないなら運やコネに頼って生きていった方がずっといい。

　そうすれば、こんなにも惨みじめな思いをしなくても済む──




　目が覚めると、泣いていた。どうしてかは分からない。

　辺りはまだ、墨汁を溶かしたように薄暗かった。

　壁一枚隔てた向こう側では、パタパタと軽快な音が鳴っていた。少し遅れてそれが雨の音だってことに気づく。

「嫌な夢をみたな……」

　気分は最悪だった。

　寝癖のついた頭を搔かきつつ、枕まくら元もとの目覚まし時計を見やる。夕方の四時。けれど分厚い雲に覆われた空のせいで、朝のようにも、夜のようにも思えた。

　あれっ？　仰あお向むけになっていた僕はそこで違和感を覚えた。

「……知らない天井だ」

　目の前に広がる天井。それは僕の部屋のものじゃなかった。

　そう分かった途端、頭に残っていたまどろみが一気に引いていった。上半身を起こして辺りを見回したところで血流が冷たくなり、疑念は確信へと姿を変えた。

「やっぱりだ。……ここは僕の部屋じゃない」

　アパートの一室だろうか。

　部屋の真ん中には円形のテーブルがあり、リモコンやらティッシュ箱やら食べ終わったスナック菓子の袋やら、雑多なもので溢あふれかえっている。片付けられない人の部屋というのはこういうのを言うのかもしれない。僕もずぼらではあるけど、片付けが面倒で部屋にそもそもものを置かないからこの部屋の主とは別だ。

　テーブルの奥にある戸棚には、大きな液晶テレビが置かれていた。据え置きのゲーム機が新旧問わず取とり揃そろえられている。ゲームキューブにロクヨン、ドリームキャストにセガサターンまであった。家主は相当のマニアに違いない。

「けど、ここはいったいどこなんだ……？」

　僕の部屋でも、希のぞ美みの部屋でもない。

　じゃあどこだ？　そもそも何で他人の部屋で目覚めるんだ？

　僕は希美から借りたＣＤの一件をうやむやにするために、たった一日スキップを試みただけのはずなのに。

　分からないことが多すぎる──

　その時、布団がもそもそと動いた。

　誰かいるのか!?

　反射的に身体からだを強こわ張ばらせた僕とは裏腹に、「はふ……」と可愛かわいらしいあくびを漏らしながらのそりと布団から顔を覗のぞかせたのは──

「あ、おはようございます、優ゆう太たさん。もう起きたんですね」

「は、花はな宮みや!?　ってことは、ここは……」

「はい。私の住んでるアパートです。まだ寝ぼけてるんですか？　優太さんは昨日、この部屋にお泊まりしたじゃないですか」

「お、お泊まり？」

「ゆうべは私たち、お楽しみでしたよね」

　花宮は薄く微笑ほほえみかけてくる。

「お、お楽しみって、そんな、からかうなよ……」

　僕は引きつった笑みを浮かべながら、恐る恐る尋たずねる。

「どうせ、遊んでただけなんだろ？」

　遅くまで遊んでて、終電を逃してしまったとかそんなところに違いない。……頼むからそんな穏便な理由であって欲しい。

「むぅ。優太さんにとってあれは遊びだったんですね」

　花宮は不満げにほっぺたを膨らませる。

「ひどいです。私は本気だったのに……」

「ええっ!?」

　どういうことだ!?　意味深すぎるだろ!?

「あ、そうだ。いいこと思いついちゃいました」

　ふいに小悪魔的な笑みを浮かべた花宮は、布団から這はい出でると、仰あお向むけになった僕の上へと跨またがってきた。

「──って、お前、なんで服を着てないんだよ！」

　深海のように薄暗く沈んだ部屋の中で、花宮の張りのある、水を弾はじくほど瑞々しい肌が惜しげもなく晒さらされていた。その染み一つない硝子がらす細工みたいな身体からだには、青白い燐りん光こうがまるで光の衣のように纏まとわれている。

「私、寝る時はいつもこうなんです。その方が気持ちよくて」

　花はな宮みやはあっけらかんとそう言うと、

「それより優ゆう太たさん。昨日のことが遊びだって言うのなら、まだたっぷり余裕があるって考えていいんですよね？」

「はい？」

「ほら、今日は日曜日で学校もお休みですし、一日中ずーっといちゃいちゃしながら二人で楽しむのもありかなって。ねっ？」

　花宮の瞳ひとみに宿る、蠱こ惑わく的てきな光。右の鎖骨の下にぽつりとあるほくろが、まるで僕を飲み込もうとするかのように迫ってくる。頭の片隅で、固まったかさぶたを剝はがす時みたいにぺりぺりと理性が剝がれていく音が聴こえた。

「や、やめろって！」

　僕はそれから逃れるように身体を引いた。

「ふふっ。そうですか。ざんねんです」

　花宮はくすくすと喉のどを鳴らしながら、足元に散らばった衣服を拾い始める。俯うつむいて布団の柄を眺めていた僕の耳に、衣きぬ擦ずれの音が聴こえる。

「私、めったに人を部屋に上げないんです。ちなみに、男の人でここに来たのは優太さんが初めてなんですよ？」

「いや、それは噓うそだろ」

「本当ですよ。私にとって、優太さんは特別な人ですから」

　特別な人──その甘美な響きが、今は不安を煽あおる。

　昨日、僕たちに何があったんだ？　花宮は僕をからかってるのか？　それともスキップ中に過ちを犯してしまったとか？　ない……とは言い切れない。僕も男だ。花宮みたいな美少女と二人きりになれば、思わず我を忘れてしまうかも。

　もっとも、そうなったら浮気なわけで。

　希のぞ美みに対して不貞を働いているわけで。

　バレた時のことを想像すると、身の毛がよだった。

　……うん、考えないようにしよう。

　僕は目を逸そらした。ごちゃついた部屋を見やる。

「それにしても、散らかってるなぁ」

「私、こう見えて結構だらしないんです。ギャップ萌もえですよね♪」

「そのギャップはいいギャップじゃないけどな」

　むしろマイナスだ。

　視線を窓ガラスの向こうへ逃がすと、街は雨のカーテンに覆われていた。

「雨、止やみそうにないな……」

「今週はずっと、お天気は崩れたままみたいですよ」

　あれ？　確か昨日、今週はずっと快晴が続くって言ってたはずだけど。

　天気予報士の人が一日単位で天気を読み間違えるのは割とあるけど、一週間単位で読み間違えるのはかなり珍しいんじゃないか？

「優ゆう太たさんは雨、お嫌いですか？」

「そうだなあ。どちらかと言えば好きかもしれない。部活のとき、朝から雨が降ってたら練習が休みになったから」

「野球部だったんですよね」

「そうだけど。何で知ってるんだ？」

「秘密です♪」

　花はな宮みやはもったいぶるように唇に指をあてがう。何だか気になる。僕が希のぞ美みに話したのを又聞きしたとかだろうか。

「その頃は、今とは違って真面目まじめだったんですよね？」

「……そこまで話してたのか。ああ。毎日ちゃんと練習してたから、左手の平にカチカチになったマメができてた。……今は見る影もないけど」

　苦笑しながら、自分の左手の平を見やる。小指の付け根にあった固いマメは、今は情けないくらい柔らかいただの皮膚に戻っていた。

「そんなに頑張っていたのに、どうしてやめちゃったんですか？」

「頑張っても意味ないって気づいたから。結果の出ない過程に価値なんてない。報われるのかも分からない努力なんて、コスパが悪いだけだ」

　それならいっそ、努力もせずに楽に生きていった方がいい。

　その方が、傷つかずに済む。……あの時の経験から学んだことだ。

「合理的なんですね。その考え方、私は嫌いじゃないですよ」

　花宮は微笑ほほえむと、ベッドから立ち上がる。

「せっかくですし、お目覚めのコーヒーでも入れますね」

　羽の生えたような足取りで、台所の方へと歩いていった。

　しばらくして、戻ってくる。

「はい、どうぞ」

　カチャ、と音がしてカップがテーブルに置かれる。

「おお。何か本格的だな」

「夏休み、ハワイに行ったお友達から貰もらったお土産なんです。値は張りますけど、とても味がいいらしいですよ」

「そんな高級なもの、僕が飲んでもいいのか？」

「はい。私、紅茶派ですから。泥水は飲みません」

「酷ひどい言い草だな。全国のコーヒー愛好家に謝ってくれ」

　けど、なるほど。

「だから、一年も前のお土産をずっと置きっぱなしにしてたのか」

「え？」

「それ、夏休み終わりに貰もらったものなんだろ？」

「そうですけど……今年の夏終わりですよ？　いくらなんでも、一年も放置していたものをお出ししたりしません」

　今年の夏終わりって……何言ってるんだ？

　夏はまだ、始まったばかりじゃないか。

「…………」

　花はな宮みやの怪け訝げんそうな表情を見て、何な故ぜだか無性に嫌な予感がした。それは初めてスキップしたことに気づいたときと似ていた。

　手に持ったカップの水面みなもが、ゆらゆらと揺れている。

　地震か？　いや、違う。

　僕の手が小刻みに震えてるんだ。












「……なあ、花はな宮みや。今日っていったい何月の何日だっけ」

「え？　日付ですか？　えーっと。確か……」

　花宮が壁に掛かったカレンダーを見やったので、僕も視線の先を追う。

　そこに書かれた数字を見て、自分の目を疑った。

　背中から、嫌な汗がぶあっと噴き出るのが分かった。

「今日は九月です。九月十五日」

　たった一日、スキップしただけのはずだった。

　なのに、僕は三ヶ月もの時間を飛んでいた。




　始まろうとしていた夏は、いつしか終わりを迎えようとしていた。

　日曜日が終わり、月曜日を迎えても雨は依然として止やまなかった。

　銀色の線を引きながら、病んだように街へと降り注いでいる。

　アスファルトの隙すき間まに溜たまった雨水が歩く度に靴裏に染みこんできて、前に踏み出す足が次第に重くなっていく。

　それはまるで僕の気分と呼応しているかのようだった。

　──まさか、こんなことになるなんて……。

　行きがけにコンビニで買った安っぽいビニール傘を差して通学路を歩きながら、僕は誰に聞かせるでもなく呟つぶやいた。

「……今までは、狙ねらった時間をちゃんと飛ばせてたのに」

　昨日、花宮の部屋を後にしてから、同じことばかり考えていた。

　僕はほんの一日だけ、飛ばすつもりだった。

　なのに……まさか三ヶ月も飛ばしてしまうなんて。

　いったい何がいけなかったんだ？　どうして失敗した？　手順か？　それとも念じる時に余計なことを考えたからか？

　……分からない。

　でも一つ言えるのは、僕は慢心していたってこと。

　狙ったとおりに時間跳躍ができるって。

　考えてみたら、スキップ能力なんて不確かな力じゃないか。どうやって発現したのかもよく分かってないんだ。その仕組みだって。

　今まではたまたまどうにかなっていただけで、本当は危険なんだ。

　間違っても、過信しちゃいけなかった。

「……くそっ」

　吐き捨てる。すでに時間は経たってしまった。

「……くそっ」

　誰に向けるでもなく、もう一度呟つぶやく。

　三ヶ月。それは季節が移ろうくらいの途方もない時間。

　最初のスキップでさえ、二ヶ月だった。それでも周りの状況はめまぐるしく変わっていて混乱したって言うのに……。

　僕はいったい、どうなったんだろうか。誰もいないまっさらな砂漠に一人放ほうり出されてしまったかのような気分だ。

　怖かった。学校に行くのが。

　この三ヶ月間の空白をありありと実感するのが。

　絶対に状況は変化しているはずだから。世の中に変わらないものなんてない。ただ皆は緩やかに流れていくから順応できる。

　でも、僕は違う。いきなり突きつけられるんだ。心の準備もないままに。自分がどこまで流されていってしまったのかを。

　その確かな変化の一つを確かめるように、ズボンのポケットをまさぐる。取り出したのはスマートフォンだった。

　一日経たった今でも、見慣れない。それはスキップする前とは違う機種だった。

「知らない間に機種変してたんだよな……」

　確かにそろそろ替え時ではあった。でも自分の知らない間に替えたのだと思うと、何だか複雑な思いがした。それに、だ。

「連絡先が少なくなってるし……」

　アドレス帳を開けると、元々少なかった連絡先が更に減っていた。

　具体的には昔の──中学時代の繫つながりが絶たれていた。

　あるのは両親や花はな宮みやといった、今も付き合いがある人たちの分だけ。

　正直、両手の指でも余裕で足りる。

「僕は昔の繫がりを絶ったってことか？　けど、何のために……？　そもそも絶つほどの人数でもなかったじゃないか」

　自分でやったことのはずなのに、意図が全く分からない。

　得体が知れない感じがして不気味だ。

　けど、何より一番気になるのは──

「希のぞ美みの連絡先がなくなってるんだよな……」

　三ヶ月前は、確かにあったはずなのに。

　今は跡形もなく、消えている。

　中学時代の知り合いは、もう連絡を取らないから消すというのはまだ分かる（にしても酷ひどい気はするけど）。

　でも、希のぞ美みは違う。僕たちは付き合ってるんだ。なのに……。

　……もしかして、何かあったのか？

　それしか考えられない。

　この三ヶ月の間に、何かが起きてしまった。

「それがいいことじゃないのは確かだよな……」

　漠然とした不安が胸の中に広がっていく。

　運というものはパーセンテージが決まっている。僕の持論だ。いいことが起きればその揺り戻しで必ず不幸が舞い込んでくる。

　……最近はずっと、幸運続きだった。

　あの柳やなぎ戸と希美と付き合えたり、花はな宮みやと仲良くなれたり、冴さえない僕には考えられないくらいの華やかな日々を遅れていた。

　だとすると、その反動の不幸は──考えたくもない。

　頭上に広がる雲はこの後に待ち受ける僕の運命を示しているかのように、黒々と救いのない色合いをしていた。




　やっと学校にたどり着いた時には、ずぶ濡ぬれになっていた。

　靴には雨水が染みこみ、ふやけたシャツが背中に張り付いて気持ち悪い。

　本当は登校したくなかったけど、結局は登校することにした。空白の三ヶ月を経へた今の僕の状況はどうなっているのかを確認しておきたかった。

　重い気持ちを押し殺しながら教室の扉を開ける。

　三ヶ月も経たってたら、また席が替わってるだろう。とりあえず田辺たなべを見つけて僕の席がどこになったか訊きいてみよう。そう思って教室中を見回した僕は──この時間、この場所にいるはずのない人を見つけてびっくりした。

「え……希美がもう来てる……？」

　窓際の一番前の席──そこに座っていたのは希美だった。

　いつもなら、一時間目の途中に遅れてやってくるはずなのに。三さ枝え子こちゃんの送り迎えをしていたのはどうなったんだ？

　いや、それよりもだ！

　僕が何より一番驚いたのは、希美の席の周りに派手な女子二人がいて、希美と楽しそうに談笑していたことだった。

　う、噓うそだろ……？

「昨日のカラオケ、楽しかったねー」

「てか、のぞみん、ちょー音痴だったし。ウケる。カラオケで六十点台出す子なんて初めて見たから吹き出しちゃった」

「う、歌は苦手なんだって。だから行きたくないって言ったじゃん」

「でも顔真っ赤にしながら一生懸命歌ってるとこ、可愛かわいかったよ。のぞみん、最初は怖いと思ってたけど話してみると全然ふつーだよね」

「むしろ、癒いやし系けいみたいな？　弄いじり甲が斐いあるわー」

　見間違いじゃない。

　あの希のぞ美みがクラスメイトと隔たりなく会話してる。それどころかまるで友達同士みたいに和わ気き藹あい々あいとしてるじゃないか！

　信じられない。ついこの間まで、皆、あれだけ怖がってたのに……。

　僕がぽかんとしながらその光景を眺めていると、

「あ、のぞみん。彼氏来たよ、彼氏っ」

　女子の一人が僕の存在に気づいて、にやけながら希美に耳打ちした。

　彼氏？　彼氏って、僕のことだよな？

　僕たちが付き合ってるって、クラスの皆にバレたのか？

「ほら、あいさつしなってば」

　促されて、希美は渋々僕の方を見た。

　その表情を目の当たりにして、ぞくりとした。

　目に温かみがなかった。

　冷たくて、鋭い。氷を研いで出来たナイフみたいだ。

「…………」

　希美は無言のまま、ふいと顔を逸そらした。

　僕も声が出なかった。

　取り巻きの女子たちは勘違いしたみたいに、

「のぞみん。照れてるんだ」

「かわいー」

　なんて言って笑いあっている。

　──違う。

　僕には分かった。あれは照れ隠しなんかじゃない。

　希美は本気で僕を無視していた。嫌悪感すら浮かべていた。校舎裏で初めて出会った時よりもずっと敵意が伝わってきた。

　今までの好意が噓うそみたいに……。

　その冷たい眼まな差ざしが、脳のう裏りに焼きついて離れなかった。




　希美はすっかりクラスの皆に受け入れられていた。かつて浮いていたのが信じられないほど教室全体の空気に溶け込んでいる。

　あれだけ怯おびえていた篠しの原はら先生でさえ、教室に来たときに、

「梢こずえちゃん。おはよ」

　と希のぞ美みに挨あい拶さつされると、

「あ、柳やなぎ戸とさん。今日もちゃんと時間通りに来たんだ。えらい！」

　自然な笑顔で返していた。

「あははっ。当たり前だってば。これまでは遅刻続きだったけど、今学期は本気で皆勤賞狙ねらいに行くつもりだから」

「うん！　先生も応援してるからね！　ふぁいとっ！」

　このように、普通にやり取りできている。

　希美は誰に対しても気さくだった。

　ただ一人、僕を除いては。

　今までとは構図が逆転してしまっている。僕だけに笑顔を見せていたのが、僕だけを無視するようになっていた。あの冷たい眼まな差ざしは、気のせいじゃなかった。

　嫌な予感が的中してしまった。やっぱり僕たちの間に何かあったんだ。

　それに……もう一つ分からないことがある。皆、三ヶ月前は希美のことをあれだけ怖がっていたはずなのに。どうして急に受け入れられてるんだ？

　目が合えば誰かれ構わず病院送りにするジャックナイフ。他校の不良連中と軒並み関係を持って援助交際までしていたビッチ。もちろん誤解だ。ただ、一度広まったレッテルはそう簡単に拭ぬぐい去れるものじゃない。誤解を解いて皆と仲良くなるなんて、よほどのことでもない限り難しいような気がするけど。

「なあ、田辺たなべ。ちょっといいか。聞きたいことがあるんだ」

「あ？　何だよ」

　僕は声を潜めて尋たずねた。

「この前まで、皆は希美のことを怖がってたはずじゃないか。なのにどうして今はこんなに受け入れられてるんだ？」

　一瞬、僕たちの間にエアポケットが生まれる。

「はは。お前、変なこと言うのな」

　田辺は呆あきれたように小さく笑った。

「まるで、その場にいなかったみたいじゃねえか」

　みたいじゃない。いなかったんだ。

「まあ、やっぱ、決め手は体育祭じゃねえか？」

「体育祭？」

「何とぼけた顔してんだ。つい先週やったろ」

　ああ、うちの高校は九月に体育祭があるんだっけ。

　スキップしてるうちに、過ぎていたのか。

「それで？」

「優勝が懸かったクラス対抗リレーに柳やなぎ戸とが出ただろ。それもアンカーで。ビリであいつにバトンが回ってきた時、とんでもないことをやらかしたんだよ」

「やらかした？　やらかしたって何をだ？」

「そりゃお前、決まってるだろ──」

　田辺たなべが底意地の悪い笑みを浮かべ、僕に耳打ちをしようとしたところで、教室の扉の方から「おい、田辺」と声が飛んできた。

「部活の先輩が呼んでるぞ。昨日、部室の施錠忘れてたろって。そのせいで顧問の先生がカンカンに怒ってるらしい」

「うわっ！　いけねっ！　謝りにいかねえと」

　青ざめた田辺は席を立つと、脇目も振らずに教室を出て行った。

「お、おい！　ちょっと！」

　呼びとめようとしたけど無駄だった。僕は一人取り残される。

「せめてオチまで話してからいってくれよ……」

　めちゃくちゃ気になるじゃないか。

　とんでもないことをやらかしたって、いったい何をやらかしたんだ？

　というか、そもそも希のぞ美みはよくリレーのアンカーを任されたな。あれだけクラスの皆に怖がられてたんだから選出の段階で皆に猛反対されそうだけど。

「それに、いつの間にか体育祭が終わってたなんて……」

　僕は体育祭というものにまるで良い思い出がなかった。わざわざ丸一日かけて無給で汗水垂らさないといけないのもそうだし、一致団結を強いられるノリも苦手だった。中三の時の体育祭は他の生徒が観覧席の前で声を張り上げて応援する中、一人食堂前にある自販機でフルーツ牛乳を飲みながらずっと一服していた。

　だから、スキップで飛ばせたのなら万々歳だった。

　これだけは唯一、良かったと言える。




　三時間目の授業は、移動教室だった。

　東校舎の教室から、西校舎の実験室まで行かないといけない。なので休み時間になるとクラスメイトたちはぞろぞろと動き始めた。

　僕はその流れに逆らって、窓際の希美の席へと向かう。

　もう一度、確かめておきたかった。

　僕たちが本当に険悪な関係になってるのかどうか。

「少しいいかな。話したいことがあるんだ」

「…………」

　希のぞ美みは教科書をトントンと叩たたいて角を揃そろえると、机の中にしまう。

　聞こえてない……わけじゃないよな？

　希美が教科書と筆記用具を胸元に抱え、席を立とうとしたところで僕はもう一度勇気を振り絞って尋たずねてみることにした。

「あのさ、希美……」

「今、忙しいから。あとにしてくれない？」

　ぴしゃりと切られる。

「じゃあ、歩きながらでも……」

「何か勘違いしてるようだから言うけど」

　希美は僕に鋭い一いち瞥べつを向ける。

「あたしは何一つ、あし屋やと話したいことなんてないから」

「え……」

　思いがけない態度に、つい怯ひるんでしまう。

　希美は尖とがった言葉を置き土産に、扉の前で待つ友達の元に歩いていこうとする──のを僕は思わず腕を摑つかんで呼び止めた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

「……触んないでくれる？」

　冷たい目。

「な、なんでそんなに怒ってるんだ？」

「自分の胸に訊きいてみたら？」

　それが分からないから困ってるんだ。

　希美はハエでも払うように僕の手をのけると、踵きびすを返した。あの……と伸ばした僕の手は行き場をなくしてしまう。何となく気恥ずかしくなり、はは……と誰に笑いかけるでもなく苦笑してからさりげなく手を下ろした。

　ダメだ。取り付く島もない……。

　思ったよりずっと、溝は深いみたいだ。

「えー。それマジ？　ウケルんですけど」

「ほんとだってば。あははっ」

　廊下を歩く希美とその友達の後ろを、僕は少し距離を開けて歩く。

　盛り上がってるなあ……。

　隣にいるのがクラスでも目立つ派手めの子だったから、今まで全く交流のないダンゴ虫系男子の僕じゃとても割って入れない。強行突破して、うわキモッ……とでも言われようものならその場で窓ガラスを突き破って飛び降りる自信がある。

　結局、昼休みまで希のぞ美みとは一回も話せなかった。今までは弁当を作ってきてくれていたのにそれもなかった。

　だから、希美がクラスの女子たちと仲良く机を囲んでいるのを、僕は一人寂しく自分の席でジャムパンをほおばりながら眺めていた。

「スキップ中の僕め……何をやらかしたんだ？」

　希美のあの怒り方は相当だぞ。

　時間を体感してない僕には原因が分からない。でもどうにか理由を聞き出して、関係を修復しないと。

「あたし、ちょっと飲み物買ってくる」

　その時、希美が立ち上がって廊下へ出て行った。

　よし、チャンスだ！

　追いかけて、もう一回当たってみよう。

　希美の後を追う。でも中々話しかけられない。声を掛けようとしたら、さっきの冷たい眼まな差ざしが脳のう裏りにフラッシュバックする。

　バカ。何やってるんだ。自分の彼女じゃないか！　行け！

　でも、声が出ない。一歩が踏み出せない。

　怖かった。拒絶されるのが。

　僕が葛かつ藤とうしている間に、希美は食堂前の自販機でカフェオレを買うと、校舎裏へと歩を進めていってしまう。

　まずい。このままじゃ見失う！

　慌てて角を曲がったところで、反射的に急ブレーキをかけた。

　希美が仁王立ちで待ち構えていたからだ。

「どわあっ!?」

　びっくりしてその場に尻しり餅もちをついてしまう。

　僕は金魚みたいに口をぱくぱくさせながら、恐る恐る顔を上げる。希美は腰に手を当てながらきつい眼差しで僕を睨にらんでいた。

「あたしの後つけてたみたいだけど、どういうつもり？」

　どすの利いた声。めちゃくちゃ迫力があった。

「ば、バレてたのか……」

「言ったでしょ。あたしの後ろを取るなんて百年早いって。尾行してきてるのは分かってたけどわざと泳がせてたの」

　弄もてあそばれていたのか……。

「けどあし屋や、ほんといい度胸してるよね」

「え？」

「よくあたしの前にのこのこ顔出せるよねって言ってんの。喧けん嘩か売ってる？　だったら別に買ってあげてもいいけど？」

　希のぞ美みは威圧的な足取りで僕に近づいてくる。

「わああ！　待ってくれ！　来ないで！」

　僕は胸の前で両手をぶんぶん振りながら、お尻でずりずりと後退する。

　その内、背中が固いものにぶつかった。

　しまった！　校舎の壁だ！

　僕の目の前に立った希美は、銃口みたいな目をしていた。ぬっと伸ばした腕は僕の肩口を抜けて校舎の壁をつく。

「わざわざついてきたってことは、覚悟できてるんでしょ？」

「か、覚悟って、何の……？」

「このまま易やす々やすと教室に帰れるとは思わないでってこと」

　ま、まずい。完全に怒ってる。

　暴力沙ざ汰たの匂においがする。

「す、すいません！　僕が悪かったです！　許してください！」

　慌てて土下座した。

　地面は雨でびしょ濡ぬれだったけど、構うものか。

　ぶん殴られるよりはマシだ。

「顔、上げてよ」

　冷たい声。

「そんなことされても、許すつもりとかないから」

　……うぐっ。

　土下座でもダメなのか。

「てゆーか、自分が何やったか分かってるわけ？」

　分からない。

　スキップしてたから。

「決めた。今ここで、言ってみてよ」

「え？」

「何が悪いと思ってるのか。ちゃんと自分の口で」

　頭の中が真っ白になった。

「さっき言ったでしょ。自分の胸に訊きいてみたらって。本当に悪いと思ってるならすぐに言えるはずだもんね」

　そ、そんなこと言われたって……。

　背中に冷たい汗が伝う。

　喉のどを開ける。でも言葉が見つからない。

　僕は知らない。スキップ中の僕が、希のぞ美みに何をしたのか。希美がどうしてこんなに怒っているのかも。

　その時、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　よかった。助かった……。

　ほっと心の中で息をついたのも束つかの間ま、希美はその場を動かなかった。しゃがんだ腿ももの上に頰ほお杖づえをついたままだ。

「あ、あの……昼休み終わるけど」

「それが？」

　何でもないことみたいに言う。

「遅刻するんじゃ……」

「だとしたら、何なの？」

「僕も学生だし、授業を受けに行きたいなあ……と」

「あははっ。冗談でしょ？　いつも寝てるだけの癖に。言っとくけど、チャイムが鳴ったからって逃がしてあげるつもりとかないから」

　ダメだ。退路も断たれてしまった！

「は・や・く。言ってみ？」

　僕だって、言えるものなら言いたい。

　でも、分からないんだ。何も。

　記憶がないから。自分がしたことをまるで覚えてない。

　僕はずっと、俯うつむいて黙っていた。悪手だってことは分かってる。希美の怒りの火に油を注ぐだけになるってことも。

　それでも、そうするしかなかった。

「……はあ」

　その時、小さくため息が漏れた。

　恐る恐る、顔を上げる。希美が心底失望した表情をしていた。それを目の当たりにした僕は自分が傷つくのを感じた。

　希美は痺しびれを切らしたかのように、固く結んでいた口を開いた。

「ねえ、あし屋や。日曜日って何してたわけ？」

　日曜日。つまり、昨日だ。

「え、えーっと……」

　それなら思い出せる。スキップした後だから。

「部屋でごろごろしてたけど」

　花はな宮みやの部屋から戻った後は、家でくつろいでいた。

　大丈夫だ。それは間違いない。

　僕は僕自身のアリバイを証明することができる。

　なのに──

「ごろごろ、ね……」

　希のぞ美みは抑揚のない声で呟つぶやいた。

「ふーん。そっか。そうなんだ」

　呆あきれてるんだろうか、と思ったけどそうじゃなかった。

　希美が僕を見る目は、目こそ笑っていたけど、凄すごく哀かなしそうだった。風に吹かれたら今にも砂になって消えてしまうんじゃないかってくらい。

　胸の奥がずきりと痛んだ。なんだ、この感覚。

　何か致命的な失敗を犯してしまったかのような──

「あし屋や。あたしね、その日、ずっと待ってたの。……約束してたから。あたしの誕生日にはいっしょに流星群を見ようって」

　覚えてる？　と優しい口く調ちようで静かに尋たずねられる。

　あ──

　全身に悪寒が走った。

　その時、僕はとんでもないことをしてしまったのだと気づいた。

　約束をしたのは確かに覚えている。希美の誕生日にいっしょに星を見ようって。それはスキップするほんの前の出来事だったから。

　でも、希美の誕生日がいつなのか──そこまでは知らなかった。

　九月十五日。

　昨日、だったんだ……。

「初めて屋と過ごす誕生日だから、あたし、凄く楽しみにしてた。待ってる間、手料理を用意して、慣れないなりにケーキも作ってみたりして。真しん吾ごと三さ枝え子こに部屋の飾りつけを手伝ってもらって。今日は絶対楽しい一日になるって。二人にとって忘れられない思い出になるって。そう思ってた」

　なのに……。

「屋はいつまで経たっても来なくて。どれだけ電話しても出なくて。もしかして何かあったんじゃないかって心配になったけど、あたしは屋の家の場所を知らなかったからどうすることもできなくて。ずっと不安で、心配で……」

　希美は力なく笑った。

「なのに、屋は家でごろごろしてたって言うし。ほんと、訳わかんない。どういう神経してたらそんなこと言えるわけ？」

　何も言い返せなかった。

　僕たちの間に重い沈黙が降りる。息苦しい。今にも窒息してしまいそうだ。

　その時、ポケットの中のスマホが鳴った。電話みたいだ。寂さびれた校舎裏にデフォルトの着信音が白々しく鳴り響く。

「出れば」

　希のぞ美みが小さな声で言った。

「いや、でも……」

「いいから。出て」

　僕は躊ちゆう躇ちよしてから、結局は促されて電話に出た。

「はい」

『あ、優ゆう太たさんですか？』

「……花はな宮みや？」

　掛けてきたのは花宮だった。

「どうしたんだ？」

『いえ。大したことじゃないんです。優太さん、一昨日、私の部屋にお泊まりした時に使ったハンカチを持ってませんか？』

「ハンカチ？」

『はい。ズボンのポケットとかに入れっぱなしにしてません？』

　僕は言われるがまま、ズボンの尻ポケットに手を入れる。布の感触。見ると可愛かわいらしいパンダの描かれたレースのハンカチがあった。

「……入ってた。パンダ柄の奴やつか？」

『よかったぁ。やっぱり優太さんが持ってたんですね。それ、お気に入りなのでなくしたのかと思って心配してたんです』

　電話の向こうで、ほっと胸を撫なで下おろしてるのが伝わってくる。

『じゃあ、また今度お会いした時にでも返してください。洗うのは大丈夫です。優太さんの匂におい、私好きですから。それでは』

　そこで電話が切られた。

　ほんとに大したことじゃなかったな……。

　そう思いながら希美を見ると、険しい顔つきをしていた。

「ねえ。お泊まりしたってどういうこと？」

「え」

「由ゆ利りが言ってたでしょ。一昨日おととい、お泊まりした時って」

　背筋が凍りついた。

「電話……聞こえてたのか」

「そりゃね。これだけ静かな場所なら、嫌でも聞こえるでしょ」

　希のぞ美みは僕を睨にらみつける。

「由ゆ利りの部屋、泊まったんだ？　それもあたしとの約束の前の日に。……こっちの約束は破ったくせにね」

「こ、これは違うんだ！　……その……」

「いい加減にしてよ！」

　次の瞬間、胸倉を摑つかまれて、背中から壁に押し付けられる。

　喉のど元もとに溜たまっていた息がひゅっと漏れた。

「あたしといるのが嫌だったんなら、はっきり言ってくれればいいじゃん！　あたしより由利の方を好きになったって！　そう言えばいいでしょ！　なのにスマホの電源を切ってシカトして……それって卑ひ怯きようすぎるでしょ。だったらちゃんと断ってよ！　変に期待持たせるような真ま似ねしないでよ！　あたしが、どれだけ……」

　胸倉を摑む希美の手が、小刻みに震えていた。

「どれだけ……楽しみにしてたと思って……」

　掠かすれた荒い息と共に、吐き出された言葉。

　それは僕の胸を詰まらせた。

　希美は勢いのまま拳こぶしを振り上げた。僕を睨みつける瞳ひとみは憎しみに満ちていて、でもどうしようもなく弱々しくて、そして何より哀かなしげで。

　殴られよう、と僕は思った。

　希美の気が済むまで。骨が折れるまで。あるいは死ぬまで。

　それだけのことを、僕はしてしまったんだ。

　でも、希美は僕を殴らなかった。上げていた拳を力なく降ろすと、その場に膝ひざを抱えて力なくしゃがみこんでしまう。

「……あたしさぁ、ほんとバカみたいじゃん。一人で舞い上がって楽しみにして、手作りのケーキまで作ってさ……ほんと、バカみたい……」

　湿り気を帯びた言葉が、ぽつりと落ちる。

「……あし屋やの気持ちはとっくに由利にいってたのに。……結局、好きになってたのってあたしだけだったってことじゃん……」

「希美……」

　丸まった背中が、か細く震え出す。

　何度か洟はなをすする音がして、そのあと、嗚咽おえつが漏れた。

「うっ……ふぐっ……うぇえっ……」

　希美は両手で顔を覆って泣きじゃくっていた。地面に落ちた大粒の涙は、消えずに僕の心に重く降り積もっていく。

　傷つけてしまった──

　どうしようもなく、傷つけてしまった。

　スキップ中の僕がじゃない。今、ここにいる僕が。自分を好いてくれていた希のぞ美みのことを裏切って泣かせてしまった。

　掛ける言葉が見つからなかった。

　……そりゃそうだ。希美の誕生日も知らなかったような奴やつが、傷ついた彼女を泣き止やませる言葉なんて吐けるわけがない。

　……僕はどうしようもない、クズ野郎だ。心底そう思った。




　──いったいどこで間違えてしまったんだろう。

　リビングのソファに深く座り、うなだれながら考える。

　テーブルの上には、二ヶ月前に使っていたスマホが還かえらぬ姿で置いてあった。黒く沈んだ液晶は二度と光を映すことはない。千ち夏かから聞いたところによると、僕は週末にトイレの便器の中にスマホを落としてしまったらしい。だからデータは全部消え、もう連絡を取る手段のない中学時代の知り合いたちとの繫つながりが切れてしまった。日曜日、希美からの電話が繫がらなかったのも電話番号が変わったせいだ。

　父や母、田辺たなべや花はな宮みやとの連絡先は繫ぎ直すことができたけど、希美との切れた糸は未いまだに繫ぎ直すことができていない。これまでも、そしてたぶん、これからも。

　僕が希美の誕生日を正しく知っていたら、知ろうとしていたなら、きちんと日曜日の夜に約束を果たすことができていたんだろうか。そうすれば希美を泣かせてしまうこともなかったんだろうか。……いや、きっとそうはならなかった。

　僕は借りたＣＤをなくしたのがバレて、そのせいで希美と仲なか違たがいするのが嫌で、逃げるようにスキップしたんだ。

　傷つきたくない。嫌な思いをしたくない。その一心がある限り、いずれこういうことは起こっていた。

　結局、僕は希美とちゃんと向き合おうとしていなかったんだ。自分のことを好きでいてくれている彼女としてしか見ていなかった。今が良いんだからそれで良いと、パーソナルな部分からずっと目を背け続けてきたんだ。

『──結局、好きになってたのってあたしだけだったってことじゃん……』

　希美の言うとおりかもしれない。

　スキップしたら彼女になっていたから好きだと思い込んでいただけで、僕は希美のことが好きじゃなかったのかもしれない。別に誰でもよかった。これが希美じゃなくて花宮と付き合っていたとしてもきっと同じようになっていた。

　僕はただ、出された結果を飲み込んだだけだから。

　それでよかった……はずだった。

　途中の努力なんて、道筋なんてどうだっていい。

　結果さえ良ければ、過程なんてどうだっていい。

　僕が抱いていたその理念は、正しいはずだった。上う手まくいっていた。なのにそのせいで希のぞ美みを傷つけてしまった。泣かせてしまった。

　僕は……間違ってたのか？

「ねー、にーちゃん、聞いて聞いて！　千ち夏かね、この前ね！　昨日の試合で二本もヒット打ったんだよ！　すごいでしょ！」

　僕に抱きついてきた千夏が、満面の笑みでそう報告してくる。ほめてほめて！とキラキラした目で訴えかけてきていた。

「へえ。そりゃすごいな」

「でしょでしょ！　頭なでなでしてー」

「よしよし。偉いな」

「にへへー」

　千夏は撫なでられて幸せそうだった。尻尾しつぽを振る子犬みたいに目を細める。

「でねでね！　千夏、今度の試合は絶対ホームラン打つの！　そんでねー。チームの皆にすごーいって褒められて胴上げされるの！」

「そりゃ、大層な野望だな」

「にーちゃん。その時は絶対応援にきてね！　約束！」

　千夏は僕の小指と自分の小指を結ぶと、僕の膝ひざの上から立ち上がった。リビングの壁に立てかけられていた金属バットを手に取る。

「何をするつもりなんだ？」

「素振り！　もっともっと練習するの！」

　千夏はそう言うと、バットを振り始める。

「えいっ！　えいっ！」

　健けな気げに、そしてひたむきに。

　その様子を眺めていた僕は、思わず千夏に尋たずねていた。

「……なあ、千夏。お前は何で、毎日素振りしてるんだ？」

「ホームラン打ちたいから！　そんで試合に勝ちたい！」

「じゃあ、例えばの話だけどさ」

　僕は言った。

「試合をスキップできるとしたらどうする？」

「？？　どゆこと？」

「千ち夏かは練習しなくてもいいんだ。でも、試合に勝ててホームランも打てる。他のチームメイトの子たちにも凄すごいって褒められる」

　その代わり、と僕は言う。

「試合中の記憶や思い出はなくなる。自分が試合に出てたこととか、ホームランを打った時のことは覚えてない。もしそんな力を手に入れたら、使うか？」

　自分は何の努力もせず、活躍できる。

　皆にも褒められるし、チームも勝利を手にする。

　面倒な過程を取っ払って、結果だけを得ることができるんだ。いいこと尽ずくめ。これに乗らない手はないだろう。

「んー」

　千ち夏かは口元に指を当てて考えると、

「つかわなーい」

　と言った。僕にとってそれは予想外の言葉だった。

「ど、どうして」

「だって、それじゃ試合できないんでしょ？　千夏、ちゃんと練習して、ちゃんと自分の力でホームラン打ちたいもん！」

　それに、と続ける。

「皆と練習したり試合するの、たのしいから！　試合に勝つのもいいけど、皆といっしょに試合してるときが一番たのしい！」

　千ち夏かはそう言うと、八重歯を見せてにぃっと笑った。












　そのまっさらな笑顔が、痛いくらいに眩まぶしかった。

　ああ、そうか──。

　ずっと、結果がよければ過程なんてどうでもいいと思っていた。

　宝くじで当てた三億円と、一生懸命働いて稼いだ三億円は同じ価値だって。鉛筆を転がして運だけで摑つかみ取とった合格と、毎日毎日必死に机にかじりついてもぎ取った合格は何ら変わりない価値なんだって。でもきっと、そうじゃなかった。

　過程があるからこそ、結果を心から喜べる。

　汗水たらして働くからこそ、手にしたお金を尊べる。机にかじりついて必死に勉強して摑み取った合格だからこそ、泣いて喜ぶことができる。

　人を好きになるのだって、同じだ。

　その人と過ごした時間が、思い出があるから──笑いあったり、喜び合ったり、時には喧けん嘩かしていがみ合ったり……。そうしてお互いに色々な部分を知って、良いところも悪いところも理解しあったからこそ、本当に好きになることができるんだ。

　希のぞ美みは以前、ショッピングモールで言っていた。

　遅くてもいいから、あたしたちなりのペースで歩んでいこうって。

　でも、僕は希美を追い越していってしまった。スキップ能力を使って、過程の道のりを飛び越えてしまった。一番大切な部分を、踏みしめてこなかった。

　──僕は、無条件に愛されたいと願う弱虫だった。

　告白や仲良くなるまでの過程、それらに付きまとう恐怖や労力を飛ばして、希美の好意という結果だけを得ようとする、卑しい人間だった。その恐怖や労力の中にこそ人を想おもう気持ちの種が埋まっていたのに、それに気づくことができなかった。

　そしてようやく気づいた時にはもう、何もかもが手遅れだった。

　人は過去には戻れない。

　未来に向かって進んでいくことしか。

　……だから、どうすれば僕たちにとって一番良いのか。それを考えた時、これから僕の取るべき道は一つしかなかった。




　自室のベッドで仰あお向むけになった僕は、布団を深く被かぶる。

　この状況を打開できるのは、今ここにいる僕じゃない。スキップ中の僕じゃないと希美と仲直りすることはできない。

　時間を飛ばしさえすれば、後は何とかしてくれるはずだ。

　──自分でも分かってる。これは逃げなんだって。

　僕たちのため、なんてのはていのいい言い訳で。

　結局は目の前の問題から目を背けているだけだって。それで本当に解決することなんて何一つないんだって。

　……でも、もう、どうしようもないんだ。

　僕たちの時間は、失ったものは二度と取り返せない。

　だから、僕は逃げ続けることしかできない。誰も追いかけてこない場所まで。

　スキップ能力を濫らん用ようして、時間を飛ばして目覚めてはまた時間を飛ばす──その合間の一瞬だけを生きていく。

　あっという間に年を取り、老人になるだろう。でも、それでいい。

　僕はベッドに仰あお向むけになったまま、ゆっくり目を閉じる。次に目が覚めたときはきっと途方もない年月が過ぎているんだろう。

　結局のところ、ちゃんと向き合うのが怖いだけなんだ。傷つきたくないから、裏切られたくないから、自分の殻にこもって内側に逃げるんだ。

　僕はゆっくりと目を閉じる。中学生の頃、進路希望の紙にミドリムシと書いて提出した時のことを不意に思い出す。あの頃はただ、楽に生きていきたかった。あの頃の僕が今の僕のことを知ったら、たぶん羨うらやましがるだろう。寝ているだけで年を取って、寝ているだけで彼女が出来ているなんてって。

　でも、そうじゃないんだ。

　本当に大切なものは、その空白の中にあったんだよ。

　時間よ、飛べ──そう念じると、ぐにゃりと視界が歪ゆがんだ。

　暗くら闇やみのカーテンが降りてきて、果てしない時の旅に繰り出していくその瞬間、僕は薄れていく意識の片隅でスキップしていた間の僕に問いかける。

　……なあ、僕と花はな宮みやの間に、本当に何かあったのか？　希のぞ美みより花宮の方が好きだったから泊まりに行ってたのか？

　もし誤解だったとしたら、ちゃんと説明してやってくれ。

　希美を安心させてやってくれ。希美を笑顔にしてやってくれ。

　そして──幸せにしてやってくれ。

　それはきっと、僕にはできないことだから。希美といっしょに過ごした時間のない僕にはできないことだから。




　永い永い、眠りから覚めた。

　窓の外にはもう日が昇っていた。小鳥のさえずりと共に差し込んできた朝あさ陽ひが布団の上に柔らかい温ぬくもりを届けてくる。

　いったいどれくらいの時間が経たったんだろう。

　一年は経っただろうか。それとも五年、十年くらい経っただろうか。

　頭髪には白髪が混じり、身体からだから昨日の疲れが抜け切らない。今まで標準の体型をしていたにも拘かかわらずぽこりとお腹なかが出ている。

　そんな中年に、僕もなってしまったんだろうか。

　いずれにせよ時間が目の前の問題から逃がしてくれた。

　これできっと、希のぞ美みとも仲直りできたはずだ──そう思って枕まくら元もとのスマホを確認した僕は思わず自分の目を疑った。

「え……？　なんで……？　噓うそだろ……？」

　何度見ても、間違いなかった。

「時間が……進んでない」

　スマホの時刻表示に記されていた文字。

　年度も、月も変わってない。

　今日はただ、昨日と地続きにある今日でしかなかった。

「そんなバカな……」

　失敗したのか？

「だ、だったらもう一回だ！」

　僕は目を閉じると、再度時間を飛ばそうと試みる。

　──時間よ、飛べ！

　心の中で、強く念じる。

　──時間よ、飛べっ！

　念じる。念じる。

　──頼む。時間よ、飛んでくれ……！

　でも、何か起こる予感はない。ただ、秒針がコチコチと進んでいくだけ。

「ダメだ。スキップできない……」

　何度やっても結果は同じだった。

　どうしてスキップできないんだ!?　回数制限があるものだったのか？　それとも能力自体がなくなってしまったのか？

　いや──違う。本当は心のどこかで分かってるんだ。

　これ以上スキップしたらダメだって。これ以上スキップしたら、もう二度と希美と向き合う機会がなくなるんだって。

　……なんでだよ。なんでそんなこと思うんだ。

　別にいいじゃないか。元々、棚ぼたで出来た関係なんだ。それに今までも散々スキップして逃げ続けてきたじゃないか。本当は怖いくせに。怯えてるくせに。それでもまだ希美と向き合おうとしてるのは、どうしてなんだよ。




　時間を飛ばせなかった僕は、昨日と地続きの今日を生きていく。

　死にたい夜の続きのような朝を生きていく。

　学校はサボろうかと思ったけど、今日休んでしまったら二度と登校できなくなるような気がして渋々重い足を運んだ。

　教室に入ると、窓際の席に希のぞ美みの姿はなかった。

　三さ枝え子こちゃんの送り迎えで遅れてるんだろうか──そうであって欲しかったけど昼休みが終わっても一向に来る気配はなかった。

　今日は休みみたいだ。

「……絶対、昨日のことが原因だよな」

　胸の奥が痛んだ。

　泣いていた希美の表情が、脳のう裏りを過よぎる。

「彼女がいないと、寂しいか？」

　田辺たなべが茶ちや化かしてくる。

「……だとしたら、よかったんだけどな」

「あん？」

「何でもない。こっちの話だよ」

　僕は話を一方的に打ち切ると、机に伏せた。

　寂しいとか、心配だとかならまだ良かった。でも、希美が学校に来ないって分かった時に僕の心に過ぎったのは別の感情だった。

　よかった。これで顔を合わせずに済む。

　そう思って、ほっとしてしまった。

　……最低だ。

　僕は結局、どこまでいっても逃げ腰だ。立ち向かうことができない。

　そうやって今の今までのうのうと生きてきた。

　僕はこみ上げてくる自己嫌悪から逃れるために目を瞑つぶった。やがてやってきたまどろみに身をゆだねて眠りの底に落ちていく。

　何も考えないために、何も考えずに済むように。




　暗くら闇やみの中で、ぷんすかと怒ったような声がした。

「──あし屋や君。屋君ってば！　もーっ。聞いてよー！」

「ほへ？」

　机から顔を上げと、ほっぺを膨らませた篠しの原はら先生がいた。

　ああ、もう授業が始まってたのか。

「うぅっ……。またぼーっとして。最近やっと真面目まじめになってくれたと思ったのに。このままじゃテストで赤点取っちゃうよ？」

「すみません……」

「とにかく。今は宿題の答え合わせ中だから。あし屋や君は問三をお願いね。一応聞いておくけどちゃんとやってきてるよね？」

「え？　いやあ、はは……」

　目を逸そらすしかない。

　それはスキップ中の僕のみぞ知るという感じだ。ただ、僕という人間の性格を考えると絶対やってきてないだろうけど。

「って、あれっ？」

　ノートを開けた僕は思わず声が出た。

　予想に反して、ちゃんとやってきていた。答えが書いてある。

「これ、僕のノートで間違いないよな？」

　慌てて裏返すと、名前欄には『屋優ゆう太た』という文字。

　筆ひつ跡せきだって、間違いなく僕のものだ。

　……じゃあ、僕は自力で宿題を解いてきたのか？　噓うそだろ？　今まで全くと言っていいほどしたことがなかったのに。

「珍しいこともあるもんだな……」

　今日は雨が降るんじゃないか──と思ったけど既に降ってた。

　ざあざあ降りだ。

「じゃあ屋君、前まで書きに来てください」

　篠しの原はら先生に呼ばれる。

　けど、答えまでは合ってないだろう。どうせ、宿題をやったってことを演出するために適当な答えを書いただけだろうし。

　怒られるの覚悟で、黒板にノートの答えを書いた。

　すると──

「正解っ。よくできました」

　篠原先生は笑顔で拍手してくれていた。

　おいおい、マジかよ。

　じゃあ、僕は自力で答えを導き出したのか？

　信じられない……。

　自慢じゃないけど、数学なんて一度もちゃんと勉強したことがないんだ。その証拠に今の僕が問題を見てもさっぱり分からない。

　スキップ中の僕はまじめに勉強してたのか？

　でも、どうして？




　放課後になって、虚うつろな気分で教室を出ようとした時だった。

「あし屋や君、ちょっと待って！　今日は補習の日だったでしょ？」

　そう篠しの原はら先生に呼び止められた。

　僕は廊下に出ようとしていた足を止めると、振ふり返かえった。

「……補習？　補習って何ですか？」

「週に三日、空あき教室でみっちり数学の特訓をする約束だったよね？　あっ！　さては今帰ろうとしてたでしょ！」

　ええっ!?　補習って、そんなバカな。

　僕はテストで赤点でも取ったのか？

「いや、今日はちょっと用事があって……」

「ダメです。一度決めたことは最後までやりとおす。補習を始める時、血ち反へ吐どを吐く覚悟でついてきてって言ったはずだよ？」

　なんだそれ！　たかが補習に覚悟求めすぎだろ！

　というか僕も頷うなずくなよ……。

「さあ。先生の目が黒いうちは、逃がしませんからねっ」

　うわあ。こりゃ逃げられそうもないぞ。

　僕は篠原先生に連れられて、西校舎の空き教室へ向かった。

　がらんとした空き教室の真ん中には、机が二つ、向かい合わせで置いてあった。隅には体育祭で使ったのだと思われる応援旗やスコアボード。窓から差し込んでくる夕ゆう陽ひが、黒板に残るチョークの跡や、宙を舞う埃ほこりを照らしている。

「あの、先生に訊ききたいことがあるんですけど」

　僕は席についてから言った。

「なあに？」

「……希のぞ美みは今日、どうして休んでるんですか？」

「体調が悪いからって聞いてるよ。あ、やっぱり心配なんだ？　なら補習が終わった後にでもお見舞いに行ってあげてね。きっと喜ぶと思うよ」

　行く資格なんて、僕にはない。

　希美が休んでるのはきっと、僕のせいだから。

「一言、断っておけばよかったなぁ」

「え？」

「放課後、私が屋君を一人占めしちゃうから。ちょっと借りるねって柳やなぎ戸とさんに電話で伝えた方がよかったかなって。心配するだろうし」

「それは大丈夫だと思いますけど……」

　希美はもう、僕に愛想を尽かしているだろうから。

「さっ、補習始めよっか。今日も私がみっちり教えてあげるからね」

　篠しの原はら先生は教師のスイッチに切り替えると、前のめりになった。

「じゃあまず、この前の復習から。問題集の百五十ページを開けて。問一から終わりまで一通り解いてみよっか」

「解いてみてって……これを？」

「うん。どうしたの？」

「いやあ、ちょっと分からないというか……」

「えーっ。この前、解き方教えたばかりなのにーっ」

「すみません……」

「じゃあ、この問題は？　こっちならできるでしょ？」

　ページを前に捲めくられる度、僕は首を横に振った。それは次第に速度を増して、とうとう問題集の一番最初のページにたどり着いてしまう。

「あ、あし屋や君……全然頭に入ってない……」

　篠原先生は啞あ然ぜんとしていた。

　涙目になると、僕の手をぎゅっと取ってくる。

「うぅ……ごめんね……私の教え方が悪いからこんなことに」

「違うんです！　単に僕がバカなだけで！　責任を感じないでください！」

「でも、せっかく屋君が補習して欲しいって頼ってきてくれたのに。私、先生としての責務を全然果たせてないよね……」

「えっ？」

　ちょ、ちょっと待ってくれ。今、何て言ったんだ!?

「僕が補習をして欲しいって頼んだ……？」

　聞き間違えじゃなかったよな？

「うん。柳やなぎ戸とさんと一緒の大学に行きたいからって。でも、今の学力じゃとてもじゃないけど無理だからお願いしますって。立派な志だよね。先生、感動しちゃった。だから屋君と心中する覚悟でビシバシしごいてあげるからね！」

　……信じられなかった。

　僕は継続は力なりという言葉の真逆を行くような奴やつだ。現にこの高校にも全く勉強せず鉛筆を転がしただけで滑り込んだ。

　なのに自分から補習をして欲しいって頼み込んだなんて……。

「屋君、柳戸さんと付き合うようになってから変わったよね」

「え？　そうですか？」

「うん。入学した頃はぼけーっとして何事にも無気力なイメージだったけど、今の屋君は凄すごく一生懸命だなって思う。体育祭の時だってそうだったし」

「……体育祭、ですか？」

　いったい何の話だ？

「体育祭の種目を決める時に柳やなぎ戸とさん、皆に怖がられてるからって理由でどの種目にも参加できそうになかったでしょ？　その時、あし屋や君が言ってくれたんだよね。本気で優勝を狙ねらうのなら希のぞ美みをリレーのアンカーにするべきだって」

　えっ──

「そうしたら、委員長さんを筆頭に周りの子たちは猛反発。柳戸さんみたいな人にアンカーなんて重要な役目は任せられないって。中学時代、どういう人だったのか分かってるのかって。一触即発のぴりついた空気になってね。……本当は先生の私が仲裁に入るべきだったのに、怖くて何もできなかった。ほんと、情けないよね」

　クラスの皆は、希美のことを誤解している。

　目が合った人を片っ端から病院送りにするジャックナイフで、男をすぐにとっかえひっかえしていた稀き代たいのビッチだって。

　根も葉もない噂うわさを、頭から信じきっている。

　どの種目にも出すべきじゃないって言われた希美は、自分の席でいったいどんな表情を浮かべていたのだろう。

「……僕は」

　尋たずねていた。

「僕はその時、何て言ったんですか」

　すごすごと引き下がったのか。

　それとも……。

　篠しの原はら先生は優しくにこりと微笑ほほえむと、教えてくれた。

「……屋君は言ってたね。希美は噂されてるような悪い奴やつでも、怖い奴でもない。本当は人の気持ちを思いやることができる、一生懸命な人をバカにしたりもしない、誰よりも優しい奴なんだって。もし不良で援助交際してるようなビッチだったら、こんな冴さえない僕と付き合ってくれたりしないって」

「えっ」

　言ったのか。皆の前で。僕たちが付き合ってるんだって。

「もし希美がリレーで結果を出せなかったり、体育祭をすっぽかすようなことがあったら僕が全部責任を取るから。だから、どうか希美を出してあげて欲しいって。屋君はそう言って皆に向かって深々と頭を下げてたね。……私も皆も、屋君にそんな一面があったなんて知らなかったから、びっくりしちゃった」

　そう、だったのか。体育祭の種目決めでそんなことが……。

　希美がリレーのアンカーとして体育祭に出場していた。そう田辺たなべに聞いた時、僕は違和感を覚えた。よく皆があっさり許してくれたなって。

　でもそうじゃなかった。僕が皆を説得したんだ。

　柄じゃないことを分かっていて。

　下手をすれば今後、クラス中から迫害されるかもしれなくて。波風立てないことを信条とする僕が自分から波風を立てにいった。

　そこまでしたのは、きっと──

「きっと、あし屋や君はそれだけ柳やなぎ戸とさんのことが好きだったんだね。希のぞ美みさんに悲しい思いをして欲しくないから身体からだを張ったんだよね」

　そうだ。間違いない。

　スキップ中の僕は希美のことが好きだったんだ。

　でも、今の僕は……。

「あ、そうだ。屋君、これ、柳戸さんに渡してあげてくれる？」

「え？　……これって」

「この前の体育祭のクラス写真。今日のホームルームで渡したでしょ？　……って屋君は寝てたから分かんないか」

　僕はそれを受け取ると、視線を落とした。

　……そういえば、結局優勝を懸けたクラス対抗のリレーはどうなったのだろう。

　アンカーの希美にバトンが回ってきた時は、確かドベだったって言ってたけど。

　やらかした──そう言っていた田辺たなべの言葉を脳のう裏りに浮かべながら、不安げに写真へと目を落とした僕の口元には、けれど自然と笑みが広がった。

「はは……そっか。やられた。そういう意味だったのか」

　写真の中央には、鮮やかな深紅の優勝旗。

　希美はその優勝旗を手にして、満面の笑みでカメラに向かってピースしていた。今にも写真越しに光が弾はじけ飛とんでくるんじゃないかと思うくらいの眩まぶしい表情。額にくたびれた鉢巻きを巻いた希美の体操着は、誇らしげな土つち埃ぼこりで汚れている。

「優勝……してたんだな」

　ビリからのごぼう抜きで、逆転優勝。一躍お立ち台ってわけだ。

　確かにやらかしてくれた、としか言いようがないくらいの快挙だ。

　希美を囲むようにして、クラスメイトたちは皆、眩しく笑っていた。中には感極まって顔を覆って泣いている子もいた。その中には僕もいて、希美に腕を組まれながらクラスの皆の真ん中でぎこちない笑みを浮かべている。

　こういう時ってだいたい、僕は列の一番後ろの左端に突っ立っていて、つまらなそうというか気だるそうな顔をしているのに。

　ただ、普段からさっぱりした爽さわやか笑顔とはほとほと縁がないせいか、一応笑ってはいるけど表情筋が不自然に引きつっている。

　それを見た僕は、思わず失笑してしまいそうになる。

　似合わないことをするからだ。

　でも──

「二人とも、とっても素敵な表情してるよね」

　篠しの原はら先生は写真の中の僕たちを見て、言った。

　そうだ。

　自分のことだからこそ、よく分かる。

　写真の中の僕は、まんざらでもなさそうだった。……楽しそうだった。

「……柳やなぎ戸とさんね、体育祭の打ち上げの時に私に言ってたよ。学校行事で楽しいと思えたのなんて初めてだって。今まではずっと一人ぼっちでつまらなかったって。……でも今日はあし屋やのおかげで一生に残る思い出ができたって。凄すごく幸せそうに」

　篠原先生は僕に優しく微笑ほほえみかけてきた。

「柳戸さんのこの笑顔は、屋君が頑張ったおかげなんだよ」

「……」

　先生、違うんです。

　僕は何もやってないんです。何もできなかったんです。












　希のぞ美みのために、たった一つのことさえも。

　クラス写真には、たくさんの輝きが閉じ込められていた。

　切り取られた一瞬の光景には、見る者の心を揺らす何かがあった。その時、その瞬間に立ち会うことでしか味わえない尊さのようなものが。

　それはきっと、線香花火のようなもので。

　ぽとりと落ちてしまったら、もう二度とは見れなくて。

　僕はこの場所には、帰ることができない。

　今後、高校を卒業して社会に出て、ふとした拍子に同級生と会って、あの時の体育祭はほんと劇的だったよな、と笑いかけられても、僕には帰る場所がない。思い出がない僕は他の皆みたいに時間を遡さかのぼることができない。

　写真の中で満面の笑みを浮かべる希美は、とても魅力的だった。綺き麗れいだった。

　どうして──

　どうして僕は、この場所にいないんだ。どうして希美の隣にいて、彼女の笑顔を一番側そばで見てないんだ。笑った顔も、交わした言葉も、触れた手の温度も、今までいったいどれだけの思い出を取りこぼしてしまったんだろう。

　同じ瞬間はもう、二度とやってこないっていうのに。

　そう思った途端、目頭から熱いものがこみ上げてきた。止まらなかった。写真にぽつりと雫しずくが落ちたところで、僕は自分が泣いてるんだと気づいた。

「あし屋や君……？　どうしたの？」

　バカだ。僕は大バカだ。

　本当は、希美のことが好きだったくせに。

　ちゃんと向き合わなきゃいけないって、分かってたくせに。そんな簡単なこと、失ってからやっと気づくなんて。




　補習が終わった後、僕は校門へ続く並木道を歩いていた。

　日はすでに暮れかけている。

　夕焼け空の向こう側からは、せっかちな夜が迫りつつあった。

　……もし、過去に戻れる力があったとしたら。そうすればもう一度、僕たちはやり直すことができるんだろうか。

　でも、僕は未来にしか飛ぶことができない。

　思えば、僕は未来へスキップできる能力が特別なものだと思ってたけど、他の人たちは代わりに過去に飛ぶことができるんだ。実際にタイムスリップするわけじゃなく、過去を振ふり返かえることができる。良い思い出に帰ることで自信を取り戻したり、嫌な思い出に帰ることで今の自分への戒めにしたり。好きな人と揉もめた時、最初の楽しかった頃の思い出に帰ることで初心を取り戻すことができたり。

　……僕には飛ぶことができる希のぞ美みとの過去がほとんどなかった。あったとしてもそれはすでに関係が出来上がった後のことで。馴なれ初そめとか、告白とか、僕たちの関係にとって一番大切な部分の思い出が一つもなかった。考えてみたら、僕は希美に好きになって貰もらえるようなことを何もしてないんだ。

　校門を出たところで、制服姿の花はな宮みやが待っていた。腰の前で通学鞄かばんを提げた花宮は僕の姿を見つけると「むぅ」と不満げにほっぺを膨らませた。

「優ゆう太たさん、遅いですよ。待ちくたびれちゃいました。待ってる間、男の人にたくさん声を掛けられて大変だったんですから」

「……花宮」

　どうして、ここに。

「……希美なら今日、休みだぞ」

「問題ありません。私のお目当ては優太さんですから♪」

「僕？　僕に何の用なんだ？」

　嫌な予感しかしなかった。

　この前、お泊まりをしたということもある。

「久しぶりにゲームセンターで遊びたいなと思いまして。ほら、最近は据え置き機でしかプレイしていなかったでしょう？」

　いや、知らないけど。

「そのためにわざわざ待ってたのか？　僕じゃなくても、声を掛けてきた男子を誘ったら喜んでついてきただろうに」

「他の人じゃダメなんです。優太さんじゃないと」

　普通なら言われて嬉うれしい台詞せりふ。でも今は訝いぶかしんでしまう。そこまで言わせるほどの何かが僕たちの間にあったんじゃないかって。

「こんなにお願いしてるんです。いっしょに行ってくれますよね？」

「けど……」

「断ってもいいですけど、私、お友達が多いんです。その中には私のことが好きで好きで仕方ない人だっています。気性が荒い人だって」

　花宮は微笑ほほえんで言った。

「この意味、優太さんなら分かりますよね？」

「おい！　もうそれ、脅しじゃないか！」

「違いますー。例えばの話をしているだけですー」

　子供っぽい間延びした口く調ちようで言う。

「……分かったよ。いくよ。いけばいいんだろ」

　僕は観念を示すように両手を挙げた。逃げられないみたいだ。

「やったっ♪　優ゆう太たさん、大好きです。愛してます」

　花はな宮みやはその場でぴょんと飛び跳ねると、僕に抱きついてくる。……いつもの僕なら胸の感触にドキドキしていただろう。でも今は違った。ずっと罪悪感のような黒い塊がこびりついて離れなかった。

　腕を取られたまま、駅前のゲーセンにやってくる。

「ふふっ。私、優太さんとお友達になれてよかったです。今まではこんなふうに格ゲーで遊んでくれる人なんていませんでしたから」

　花宮は筐きよう体たい前の椅い子すに座ると、子供みたいに目を輝かせる。

「絶対、負けません。ボコボコにしちゃいます」

　僕は向かいの筐体に座ると、百円玉を投入口に滑らせる。

　僕は小柄な女キャラを、花宮はガチムチの男キャラを選んだ。ゲーセンで格ゲーをするのなんて初めて花宮と出会った時以来だ。身体からだを密着させながら手取り足取り教えてもらったことは今でも鮮明に覚えている。

　試合展開は一方的だった。花宮が繰り出す怒ど涛とうの攻撃に対して、レバー操作も覚おぼ束つかない僕はあっという間に体力ゲージを空からにされる。

「……あれっ？　優太さん、どうしたんですか？」

「な、何が」

「全然、歯ごたえがありませんけど……」

　あまりにもボロ負けだったせいだろうか。心配されてしまった。

「わ、悪い。気が抜けてた」

　よし、今度はちゃんとやろう。僕はレバーを握りなおす。

　けど、意気込んだからと言ってどうなるものでもなかった。だいたい、まともにプレイしたことなんて最初の一回だけしかないんだ。

　あたふたしている内にタコ殴りにされる。

　僕の操作する小柄な女キャラが、花宮の操作するガチムチ男キャラにボコボコにされている絵面は中々見るに耐えなかった。

　結局、三回対戦して三回とも惨敗してしまう。

「もう。どうしちゃったんですか？」

　花宮は席を立つと、がっかりした表情で言った。

「今日の優太さん、いくら据え置き機と筐体の操作が違うからって弱すぎです。技の出し方すら忘れちゃってるじゃないですか。最近、やっと実力が拮きつ抗こうして面白くなってきたと思ってたのに……これじゃまるで別人と対戦してるみたいです」

　そうか。僕は今日まで何度も花はな宮みやと格ゲーで対戦してきたんだ。だから今の僕との間に実力差が生まれてしまった。

「……別人、か。確かにそのとおりかもな……」

　今の僕は、希のぞ美みや花はな宮みやと過ごしてきた僕じゃない。

　放課後に補習をしたり、体育祭の種目決めで声を上げたりする──そんな思い出や経験を積んでこなかった僕なんだ。言ってみれば、レベル一だ。

「やっぱり、落ち込んでるんですか？」

「え？」

「喧けん嘩かしたんですよね。希美さんと」

「──っ!?」

　不意打ちの一言に、動揺してしまう。

「……知ってたのか」

「もちろんです。私はお二人のお友達ですから」

　花宮は薄く微笑ほほえむと、尋たずねてきた。

「いったい何があったんです？」

　話すかどうか、迷った。でも結局、話すことにした。

「……約束をすっぽかしたんだ。希美の誕生日に、二人で星を見る約束をしてたのに無断で飛ばしてしまった」

「それは怒りますよ。怒って当然です」

　花宮は僕を非難すると、優しい声色で尋ねてきた。

「どうしてそんなことをしたんです？」

「……分からない」

「分からないって、どういう意味ですか？」

「そのままの意味だよ」

　僕は言った。

「僕は自分が何をしてたのか、分からないんだ」

　スキップしていたから。その時間を体感していないから。

「……でも、一つ言えるのは、僕は希美のことをないがしろにした。希美とちゃんと向き合おうとしなかったせいで傷つけた」

　怒ってくれたら、まだよかった。

　ふざけるなって。そう言って殴ってくれたら。

　でも、希美は違った。気持ちを内側に溜ため込こんで、深く傷ついていた。肩をか細く震わせながら泣きじゃくっていた。

　僕が……そうさせてしまった。

「……花宮、一つ聞いてもいいか」

「なんですか？」

「お前の部屋に泊まったあの日、僕たちの間に何かあったのか？」

「何かって？」

「その、浮気的なことが」

　ずっと気になっていた。あれは結局何だったのか。

　僕は花宮とそういう関係になっていたのか。

　花宮はきょとんとした表情を浮かべたあと、ぷっと吹き出した。

「ありませんよ、そんなこと。優ゆう太たさんが何よりの証人じゃないですか。あの日、私たちはただ徹夜でゲームをしてただけです」

「え？」思わず耳を疑った。「そ、そうなのか？」

「はい。とっても楽しかったですよね」

　僕は希のぞ美みを裏切っていたわけじゃなかったんだ。

　……よかった。本当によかった。

「なるほど。だから希美さんは私に冷たかったんですね」

「希美に会いにいったのか？」

「はい。でも、門前払いされちゃいました。バカにしにきたのって。あたしからあし屋やを取ったのがそんなに嬉うれしいのって。とんだ誤解ですよ。まさか希美さん相手にそんな真ま似ねをしたりなんてしません。大切なお友達ですから」

　花宮はほっぺたに指をあてると、「うーん」と困った顔になる。

「このままだと、私まで希美さんと疎遠になってしまいます。それは困ります。とってもとっても困ります。なので優太さんは責任を取って希美さんと仲直りしてください。それできちんと誤解を解いてきてください」

「……けど、何を言ったらいいのか分からない。何をすれば許して貰もらえるのかまるで見当もつかないんだ」

　僕は希美のことを、あまりにも知らない。何が好きで、何が嫌いなのか。どんなことをすれば喜んでくれて、どんなことをすれば嫌がるのか。

　そもそも、馴なれ初そめだって知らないんだ。

「……希美はどうして、僕と付き合ってくれてたんだろう」

「おかしなことを言いますね」

　花宮は言った。

「そんなの、優太さんのことが好きだったからでしょう？」

「……僕に、好かれるようなところなんてないよ」

「前にも言いましたけど、私は希美さんから恋愛相談を受けていましたから。お二人が付き合うまでの経緯は全部知ってます。その上で言うと、希美さんは優太さんの人柄に惹ひかれているみたいでしたよ」

「そ、そうなのか？」

「はい」

「その話、もっと詳しく訊きかせてくれないか」

「え？」

「希のぞ美みのことを知りたいんだ」

　今まで全然、知ろうとしなかったから。

「知りたいも何も、優ゆう太たさんは恋人でしょう？」

「知ってるつもりでも、実は知らないことの方がたくさんある。希美が僕のことをどう思ってたのかを知りたいんだ。……頼む」

「……まあ、そういうことでしたら」

　花はな宮みやはやがて納得したのか、話し始めてくれた。

「お二人が最初に接点を持ったのは、捨て猫を拾った時ですよね。河川敷の高架下で足に怪け我がをした子猫を見つけて希美さんがおろおろしてたら、そこに優太さんが通りかかっていっしょに動物病院に連れていったって」

　確か、ペットショップで柳やなぎ戸とが話していた。子猫にペロって名前をつけたって。

「その後、怪我の治った子猫の飼い主を探すために、駅前でチラシを配ったり、道行く人たちに呼びかけたんですよね。希美さん、言ってました。あし屋やが手伝ってくれたおかげで新しい飼い主を見つけることができたんだって」

　千ち夏かも手伝ってくれたとか言ってたっけ……。

「それをきっかけにお二人は、昼休みに校舎裏で話すようになったんですよね。希美さんはその時間を毎日凄すごく楽しみにしていたみたいで。今日は屋と上う手まく喋しやべれたとか、明日はどういう話をしたらいいんだろうとか私に相談してきて。きっと、クラスでずっと一人ぼっちだったから話し相手ができて嬉うれしかったんでしょうね」

　そうか……僕たちはあの場所で……。

「だから、私は言ったんです。付き合えばいいじゃないかって。そしたら希美さんは声を荒げてそんなんじゃないって反論してきて。その反応が面白かったので、うかうかしてると他の人に取られちゃいますよって焚たきつけてみたんです。そしたら、次の日に希美さんが告白してきたって言ってきたからびっくりしました。……ふふっ。よっぽど優太さんを他の人に取られるのが嫌だったんでしょうね」

　知らなかった。僕じゃなくて、向こうから告白してきたのか。

「告白の時、『どーせ、屋は今まで付き合ったことないでしょ？　なら、可か哀わい相そうだしあたしが彼女になってあげよっか？』って言ったみたいで。自分も付き合ったことないのに経験豊富みたいに繕って。で、優太さんが戸と惑まどって何も言わないものだから断られるんじゃないかと不安になって、『……い、今のウソ。あし屋やのこと好きになっちゃったから責任取ってよ』って慌てて言い直したそうで。かわいいですよね」

　いつか、馴なれ初そめを柳やなぎ戸とに訊きこうとした時、あの時のことを思い出したら足をばたばたしたくなると恥ずかしそうに言っていた。

　そういうことだったのか……。

「……でも、分からない」

「何がですか？」

「希のぞ美みは言ってた。一生懸命な人が好きだって。でも僕はそうじゃない。ずっと努力とは程遠い生活を送ってきたんだ。何一つ頑張ろうとしないで、運とコネに頼ってのうのうと生きていこうとする──希美の一番嫌いなタイプの人間なんだ」

　自分が一番よく分かってる。僕は希美に好かれるような人間じゃない。

　何の努力もせず、運とコネだけで生きていこうとしてる。自分で言うのも何だけど僕は性根の腐ったクズみたいな人間なんだ。

　なのに、どうして……。

「優ゆう太たさんは、自分のことをクズだと思っているかもしれません。でも、希美さんはそうは思っていなかった。それだけの話ですよ」

「何を根拠に……」

「現に優太さんは、一生懸命だったじゃないですか。私も希美さんも、そのことはちゃんと知っていますよ」

「適当なことを言うなよ！　僕のどこにそんな──」

「私たち、見たことがあるんです。野球部時代の優太さんの試合。マウンドから降りた私の知り合いと交代で外野を守ってましたよね？」

「えっ──」

　それってもしかして、最後の試合のことか？

　というか今、マウンドから降りたお友達って──

「……花はな宮みや。お前、いたのか？　あの場所に」

「はい。彼の応援のために観戦に行ってました。一人というのもあれなので、嫌がる希美さんを無理やりお誘いして連れていったんですけど。途中、熱が入りすぎてついスタンドから応援の声を飛ばしちゃったりして。楽しかったですよ」

　スタンドから声を飛ばした──？

　その時、はっとした。

「──花宮。お前まさか……あの時の……」

　そうだ。間違いない。

　試合の時、スタンドから飛んできた黄色い声援。

　僕たちの全すべてを狂わせた一言。ベンチから見ていた僕は、声の主がとんでもない美少女だったのをよく覚えている。

　今より顔立ちは幼かったけど──あれは確かに花はな宮みやだった。

「じゃあ、あいつと付き合ってたのは……」

「いえ。彼とはただの知り合いです。向こうは本気みたいでしたけど。すでにお付き合いしてる人がいたのに酷ひどいことしますよね」

　花宮は微笑ほほえむと言った。

「だからちょっと驚かせてあげようと思ったんです。お忍びで応援にいって、試合の後にマネージャーさんといるところに現れて驚かせてあげようって。でも声援を送った時に私が来ていることがバレてしまって。あんなに動揺するなんて思ってませんでした。男の人って案外メンタルが弱い人が多いですよね」

「じゃあ、僕の夏は花宮の一言に壊されたのか……」

　たった一言の声援で、僕たちの三年間は終わったのか。……いやまあ、そもそもの元凶は二ふた股またをかけていたあいつなんだけど。

「あの場にいた人は皆、彼のことを見てました。投げては誰のバットにも掠かすらせず打ってはホームラン連発ですから。当然です。でも、希のぞ美みさんだけは優ゆう太たさんが頑張ってる姿をちゃんと見てくれていましたよ」

「え……」

「希美さんは言ってました。他の選手は皆諦あきらめて下を向いてるのに、一人だけ全力で声を張り上げてるあの選手は格かつ好こいいって。試合を捨てた奴やつよりずっと輝いてるって。あたしはそういうひたむきな人が好きなんだって」

「…………」

　声が出なかった。胸の奥がじんと熱くなる。

　……ずっと、努力なんて何の意味もないと思ってた。

　世の中が見てるのは結果だけで、才能がない奴がどれほど頑張ったところでクソの役にも立たないんだって。でも、そうじゃなかった。

　見てくれている人も、いたんだ。

「……なあ、花宮」

「なんですか？」

「……希美は僕のこと、気づいてたのか？」

「はい。出会ってしばらくしてから気がついたみたいです。あの時の人だって。希美さんはロマンチストですから。運命を感じたそうですよ」

　気づいていたのだとしたら──

　思い出す。

　ストリートライブを見た帰り道、希のぞ美みは僕に言っていた。

『一生懸命な人ってやっぱ、格かつ好こいいと思う。たとえそれがどれだけ無様で滑こつ稽けいで、報われないものだったとしても』

　あの時は、歌っていた子たちに向けられた言葉だと思っていた。

　でも、もしかするとあれは、僕にも向けられていたんじゃないのか。

　昔の、ひたむきだった頃の僕に。無様で、滑稽で、少しも報われることのなかった中学時代の僕を肯定してくれようとしていた。

　そう考えてしまうのは、考えすぎだろうか。

「最近の優ゆう太たさん、すごく頑張ってました。たくさん勉強して、補習までして希美さんと同じ大学に行ってみせるんだって。体育祭の種目決めの時だって、希美さんを参加させるためにクラスの人たちに啖たん呵かを切ったんでしょう？　希美さんはきっと、優太さんのそういうところに惹ひかれたんだと思いますよ」

「……違う。違うんだよ、花はな宮みや。それは僕じゃない」

「えっ？」

「……今の僕は、希美のために何もしてない。補習をしていたのも、種目決めの時に皆に向かって啖呵を切ったのも僕じゃないんだ」

「どういうことですか？」

　戸と惑まどう花宮を前に、僕は振り絞るように呟つぶやく。

「僕はズルをしたから……本当なら自分でやらないといけなかったことを、全部人任せにしてしまったから。レベルを上げて貰もらって、いい装備を手に入れて貰って、そのデータを僕は横取りしてプレイしてるだけだから。今の僕は空からっぽなんだ。結果だけは得てるけど中身はレベル一のままなんだ。だから……」

　僕は拳こぶしを握り締める。

「今の僕に……希美の隣にいる資格なんてないんだ」

　中学生の頃の僕は、確かに一生懸命だったかもしれない。そしてスキップ中の僕も同じように一生懸命だったかもしれない。

　でも、今の僕は──

　スキップ能力を濫らん用ようして生きてきた僕は、違う。その場で足踏みしてばかりで、一歩も前に進めていない。そのせいで置いていかれてしまった。

「私には、よく分かりませんけど」

　花宮はそう前置きした上で、

「大切なことはいつだって、一つだけです」

　僕の目をまっすぐに見つめてきた。

「優太さんは、希美さんのことが好きですか？」

「え？」

「優ゆう太たさんが希のぞ美みさんを好きじゃないなら、それでいいんです。付き合っていてもお互いに不幸になるだけですから。でも、もし希美さんのことが好きだって言うのなら、御ご託たくを述べる前にやることがあるはずです」

「だけど……」

「いいじゃないですか。レベル一でも」

「え？」

　花はな宮みやは何でもないふうに言った。

「今の優太さんはレベル一なのかもしれません。なら、また一からレベルを上げていけばいいだけの話じゃないですか」

「レベルを……上げる……」

「はい。だってキャラクターは同じなんですから。今の自分が希美さんにふさわしくないと思うのなら、ふさわしくなれるように頑張ればいいんです。置いていかれたと思うなら追いつけるように必死に走り続ければいいんです。そうして頑張っていたら、いつかまた希美さんと同じ場所に立てる日が来るはずですよ」

　失ってしまったものは、もう二度と取り返せない。そう思い込んでいた僕に花宮の言葉は深く突き刺さった。また一からやり直せばいい。距離が開いてしまったのなら、今まで以上の速度で走り続けて追いつけばいい。

　長く永遠に続くかと思っていた真っ暗なトンネル、その先に針の穴ほどではあるけれど確かに小さな光が灯ともったような気がした。

「もう一度だけ、訊ききますね」

　花宮は微笑ほほえみを浮かべると、優しい声色で言った。

「優太さんは、希美さんのことが好きですか？」

　そう訊かれて、以前の僕は咄とつ嗟さに答えることができなかった。

　でも、今は違う。

　はっきりとこう答えることができる。

「……ああ」

「なら、きちんと伝えてあげてください。自分の気持ちを正直に。そうすればきっと悪い結果にはならないと思いますよ」

「……ありがとう。花宮。おかげで勇気付けられた気がする」

「いえ。優太さんは大切なお友達ですから」

　それに、と花宮は続けた。

「私は困ったり嫌がってる希美さんを見るのが大好きですけど、でもやっぱり、一番好きなのは幸せそうに笑っている時の希美さんですから」

「花はな宮みや……」

「悔しいですけど、優ゆう太たさんといる時の希のぞ美みさんはとても可愛かわいいです。だから私はずっとそれを見ていたいと思うんですよ」

　花宮は微笑ほほえんだ。包み込むような表情で。

「さあ、恋のキューピッドちゃんにできるのはここまでです。あとは優太さんが、自分にできることをするだけですよ」

　今の僕に、出来ること。

　希美とまっすぐに向き合うために、切れてしまった糸をもう一度繫つなぎ直すために何をすればいいのか。

　ようやくその答えを見つけたような気がした。




　帰り道、僕は希美の家を訪れていた。

　夕ゆう闇やみに紛れて吹きつける風は、冷たさを帯びている。

　ここに来た目的の一つは、篠しの原はら先生に頼まれたクラス写真を届けるため。

　そして残るもう一つは──

　インターホンを鳴らそうとして、指が止とまる。やっぱり怖い。

　……でも、決めたんだ。

　少しずつでもいいから、前に進んでいくって。

　覚悟と共に指を押し込むと、チャイムが鳴った。永遠のような時間が流れた後、ぷつりと音がして家の中と繫がる。

『はい』

　希美の声だった。

「……あし屋やだけど」

『……』

　冷たい沈黙が降りた。

　間が怖くて、それを埋めるために舌が動く。

「ご、ごめん。どの面下げてって感じだよな。でも、篠原先生に体育祭の時のクラス写真を届けて欲しいって頼まれて……。それで……。ゆ、郵便受けに入れておくから！　僕が帰った後にでも回収してくれればいいから」

　違う。それも目的の一つだけど、そうじゃないだろ。

『……』

「はは……じゃあ、そういうことで……」

　足は無意識の内に踵きびすを返していた。

　門まで続く砂利の敷き詰められた道に向かおうとする。

　骨の髄にまで、弱虫が棲すみついている。そんな自分に辟へき易えきする。今までずっと逃げ続けているうちに育んでしまった哀れな化け物。

　そいつを追い出すために、振り切るために、僕は思い切り頰ほおを平手で打った。赤あか錆さびの浮いた分厚い鎖を断ち切るように、振ふり返かえる。

「どうしても、伝えたいことがあるんだ！」

　じんとした痛みを頰に感じながら、それでも叫んだ。

「それに、謝りたいことも。話したいことだってたくさんある。でもそれはインターホン越しじゃダメなんだ！　直接じゃないと……。だから明日、学校に来て欲しい！　勝手なことを言ってるのは分かってる。だけど……」

　息継ぎをして、声を張る。壁の向こうにいる彼女にも伝わるように。

「でも、それでも、来て欲しいんだ！　僕は希のぞ美みと話したい！　もう一度、ちゃんと向き合いたいと思ってる！　だから……」

　腰の横で拳こぶしを握り締めてから、最後に一言呟つぶやいた。

「……教室で、待ってる」

　夜風に言葉が流された後、僕は踵きびすを返した。

　……希美は明日、学校に来てくれるだろうか。分からない。ただ、インターホンを切られなかったことを信じるしかない。




　次の日。

　朝のホームルームが始まっても、希美は来なかった。僕は自分の席に座りながら教室の扉が開けられるのを待った。

　一時間目が終わり、二時間目……三時間目が終わって四時間目に差し掛かる。

　それでもまだ、希美は姿を見せない。

　ダメだったか……。

　諦あきらめの気持ちを抱きかけた、その時だった。

　ゆっくりと教室の扉が開いた。僕は弾はじかれたように視線を向ける。扉のところに通学鞄かばんを肩から提げた希美が立っていた。

「あ、柳やなぎ戸とさん。体調は大丈夫なの？」

「ごめんね、梢こずえちゃん。心配かけちゃって。もうばっちりだから」

　希美ははにかむと、自分の席に歩いていく。

　……来てくれたのか、ありがとう。

　まずはほっとする。

　でも、まだだ。ここからなんだ。

　僕が本当にやらないといけないことは。




　昼休みを告げるチャイムが鳴ると共に、僕は教室を出た。

　運動靴に履き替えて、校舎を出る。やってきたのはグラウンド。昼休みになってまだ時間が浅いせいか周りに人はいない。

　抜けるような青空の下、僕は歩いていく。グラウンドの西端にあるマウンド。そこから見てちょうど外野の守備位置になる場所に。

　花はな宮みやに教えて貰もらったおかげで、僕は希のぞ美みとの馴なれ初そめを知った。

　でも、それはただ知っただけだった。

　交わした言葉や触れた手の温ぬくもり、希美が見せてくれた色とりどりの表情──そういう枝葉の、でも一番大切な部分を取り戻すことはできない。

　失った思い出はもう二度と戻らないけど。希美の笑った顔も、交わした言葉も、触れた手の温度も帰ってはこないけど。

　これからまた、積み重ねていくことはできるはずだから。

　だからもう一度、やり直したいんだ。

　僕たちにとって、一番最初の場所から。

　僕は大きく息を吸う。どれだけ遠い場所にいても聞こえるように。そこにいる君にまた見つけてもらえるように。

「柳やなぎ戸と、希美ぃぃぃぃぃぃぃ！」

　青空を突くように。

「好きだあああああああああっ！」

　力の限り、声を張る。

　久しぶりに出した大声は、ものの見事に裏返っていた。

　でも、構わない。

　伝えようとするのが、大事なんだ。

「僕は希美のことが好きなんだ！　他の誰でもない、柳戸希美のことが好きだ！　それは絶対に噓うそなんかじゃない！」

　全身を震わせながら、叫ぶ。

　喉のどがちぎれて喀かつ血けつしそうになるくらい。

　何度も、何度も。

「おい、なんだあれ」

「誰か叫んでない？　好きだって」

「公開告白ってやつ？　ウケる」

　叫んでいる僕に気づいたんだろう。

　ぽつり、またぽつりと。

　開いていた校舎の窓から、生徒たちが顔を覗のぞかせ始める。

　四角く切り取られた高みから、グラウンドで声を上げる僕を、まるで動物園のサルでも眺めるかのように見てる。僕を指差す奴やつもいれば、友達と笑い合っている奴、いいぞーと野や次じを飛ばしてくる奴、スマホで撮影を始める奴までいた。

　その数は次第に増えていき、騒ぎの熱が高まる。皆の視線が、野次が、火の雨みたいにグラウンドに立つ僕へと降り注ぐ。

　その熱に打たれた僕は、恥ずかしさで全身が火ほ照てるように熱かった。今すぐ逃げ出したくなる衝動に駆られる。あの日、駅前でストリートライブをしていた女の子たちの姿が今の自分の姿と重なる。無様かもしれない。でも全力でもがいていた、光。

　……そうだ。笑いたければ、笑ってくれ。

　僕はバカにされる側でいい。

　どれだけ滑こつ稽けいでも、無様でも構わない。

　たとえそれが報われなくたって。

　君が格かつ好こいいと言ってくれれば、それだけで。

　だから、僕は叫び続ける。

　君に振り向いて貰もらえるように。声を届けるために。




　──見てるから。

　あの日、夕ゆう陽ひの満ちたグラウンドでマネージャーはそう言った。

　──君が頑張るところ、見てるから。

　結局、その言葉は噓うそだったけど。

　でも、今は……。




　声が嗄かれ始めた頃、ふいに、人の気配を感じた。

　誰なのかは、振ふり返かえらなくても分かった。

　息を切らした希のぞ美みが、膝ひざに手をついてそこにいた。大急ぎで走ってきたんだろう。首筋に汗が光っている。

「あし屋や……あんた、何してんの!?」

　僕に向かって上げた顔は、羞しゆう恥ちで真っ赤に染まっていた。

「希美。ありがとう。来てくれて」

「ばっかじゃないの!?　もぉ、やめてってば！　恥ずかしい！」

「ごめん。でも、どうしても伝えたかったんだ」

「あんな噓を喚わめき散らして……信じられんない。思ってもないくせに。……あたしのことバカにしてるわけ？」

「違う。噓うそなんかじゃない。僕は……」

「何も違わないでしょ！　あし屋やはあたしより由ゆ利りの方が好きだったから、あたしとの約束をすっぽかしたんでしょ!?」

「違うんだ。そうじゃない」

「じゃあ、どうして！」

「……怖かったんだ。向き合うのがずっと、怖かった。希のぞ美みのことを知るのが、深く関かかわるのが怖かったんだ。希美みたいに可愛かわいくておしゃれな女子が、どうして僕みたいな奴やつと付き合ってくれてるのか分からなかったから。放課後、クレープを食べにいったりデートする中でどんどん希美に惹ひかれていったけど……でも、だからこそ、ふとしたことでこの関係性が壊れるんじゃないかって思うと、たまらなく怖かった」

　だから些さ細さいな衝突を恐れて、借りてたＣＤをなくしたって言って関係が崩れるのが嫌で希美と向き合うことから逃げてしまった。

「……結局、僕は自分が可愛かったんだ。熱を上げなかったら、それを失っても心に傷を負わなくて済むから」

　でも──

「……傷つくことから逃げたせいで、希美を傷つけてしまった。希美といっしょに過ごす時間から逃げたせいで、思い出を失ってしまった。全部、大切なものなのに。それがかけがえのないものだって、失うまで気づかなかった……」

　僕はそう言うと、膝ひざをついた。地面にこすりつけるように頭を下げる。

「……謝らせて欲しいんだ。今までのこと。希美との時間をないがしろにしたこと。でもこれだけは信じて欲しい。僕は希美のことが好きだ。今ならはっきり言える。花はな宮みやでも他の女子でもない、僕は柳やなぎ戸と希美のことが好きなんだ」

「……やめてよ、土下座なんて。あたしがやらせてるみたいじゃん」

　それに、と希美は続けた。

「……屋は全然、あたしの気持ちなんて分かってない。あたしがどれだけ屋と過ごす誕生日を楽しみにしてたか……」

　胸がずきりと痛んだ。

「……ほんとは星なんてどうでもよかった。あたしはただ、屋にいて欲しかった。好きな人と誕生日を過ごすなんて、生まれて初めてだったから。作った料理を食べて貰もらっておいしいって言って欲しかった。あたしが一つ大人になるその瞬間に、初めて好きになった人に側そばにいて欲しかった。なのに……」

　僕は、来なかった。

「それに、屋が誕生日をすっぽかしたせいで、せっかく作った料理もケーキも全部無駄になっちゃったし……。十時過ぎても一向に来ないからって、飾り付けした部屋であたしたち姉弟きようだいだけでごちそう食べた時の虚むなしさ、分かる？」

「……本当にごめん」

　どんな想おもいで、希のぞ美みは僕を待っていたのか。

　どんな想いで、僕と食べるはずだった手料理を食べていたのか。

　想像するだけで胸が苦しくなった。

　それはもう、二度と取り返せない。だけど──

「……挽ばん回かいするチャンスが欲しいんだ」

「チャンス？」

　僕は頷く。

「失った信用を、これから少しずつでも取り返したい。失った時間より、今日からの時間の方がずっとよくなるように」

　だから──

「僕と、別れて欲しいんだ」

「え……？」

　その瞬間、希美は驚いたような表情をしていた。言葉をなくしていた。理解できないというふうに僕を見ている。

「……それ、本気で言ってるわけ？」

「ああ」

　僕は頷いた。

「別れて、もう一度、最初からやり直させて欲しい。希美の隣に立って、ちゃんと自分の足で一歩一歩歩いていきたいんだ。……希美のことが好きだから。どれだけ傷つくことになっても側そばにいたいって思ったから。笑った顔を誰よりも近くで見ていたいから。だからこの場所からまたいっしょに歩いていきたいんだ。……今の僕はダメダメだけど。希美につりあうような取り得も何もないけど。でも、頑張るから。必死に努力して、いつか希美に振り向いて貰もらえるような男になってみせるから。だから……」

　まっすぐに希美を見る。そして言った。

「お願いします。改めて、僕ともう一度付き合ってください」

　剝むき出だしの想いを、手の平と共に差し出す。

　その時、僕は初めて知った。

　ちゃんと向き合って想いを告げるのは、こんなにも怖いことだったのか。

　今までずっと逃げ続けていたから、分からなかった。

　手を前に出して頭を下げながら、心臓がバクバク鳴っていた。吐きそうだ。答えを待つその数秒間がまるで永遠みたいに長く感じる。

　──その時、だった。

「……ふふっ。あははっ」

　場違いな笑い声が降ってきた。

　えっ？

　僕が顔を上げると、希のぞ美みは笑っていた。

　ど、どうして？

「そんなガラガラ声で言われてもね」

「あ……」

　そこで気づいた。

　叫びすぎて、僕の声は嗄かれていた。

　必死だったから気づかなかった……。

「顔、上げてよ」

「あ、ああ」

「それで、目、閉じて」

「え？」

「いいから。早く」

「は、はい」

　僕は目を閉じた。暗くら闇やみが降りてくる。

「じゃあ、今からあたしの答え、言うから。……顔に力、入れといた方がいいよ。もしかすると首痛めるかもしれないから」

　それって……ビンタされるってことか？　つまり、振られるってことか？

　どくん、と心音が跳ねた。手のひらにじわりと汗が滲にじむ。たとえ結果がどうなろうと一言一句聞き逃さないようにしよう。その痛みをしっかりと抱えて生きていこう。そう思って聴覚に全神経を集中させていた僕の唇に──

　不意に、温かいものが触れた。

　そっ、と。優しい温ぬくもり。

　え──。

　目を開けると、すぐそこに希美の端正な顔立ちがあった。静かに目を瞑つぶり、全すべてを委ゆだねるようにして自分の唇を僕のそれに重ねている。

　やがて唇が離れると、希美はぽかんとする僕に向かってはにかんだ。

「ばーか。今、完全に油断してたでしょ」

　くすくす笑うと、僕の額に指を当ててきた。

「……そこまで言うなら、見ててあげる。あし屋やが必死に頑張ってるところ。どれだけ無様で滑こつ稽けいだったとしても、あたしがちゃんと見届けてあげる」

「じゃあ……」












「あし屋やは冴さえないし、モテそうにないから。これから先の人生、好きになってくれそうな人なんていないもんね。……あたし以外は」

　そういって、希のぞ美みははにかんだ。

「しょーがないから、また、付き合ってあげようかな」

　その笑顔を前にして、僕はどうしようもなく泣きそうになった。

　自己嫌悪じゃない。悲しいからでもない。もっと別の感情が溢あふれてきた。体育祭の写真越しに見た彼女の笑顔、届かないと思っていたそれが今、すぐ目の前にある。

　人は、過去には戻れない。未来に進むことしか。

　けれど、いつか僕たちがいがみ合うようなことがあったとき、想おもいがすれ違うようなことがあったとき、僕は今日のこの時間に遡さかのぼってこようと思った。

　そうすれば、何度だってやり直せる。

　彼女のことを好きでいられる。

　今、胸に満ちるこの想いを、一生忘れないでいようと思った。













　よく晴れた、いい月曜日だった。

　空は海を映したみたいに澄み渡っている。

　通学路には柔らかい光が差し込んでいた。夏ごろのアスファルトは目玉焼きが作れるんじゃないかと思うくらい熱かったけど、十月のアスファルトは猫が気持ちよさそうに日向ひなたぼっこをするくらいになっていた。

「うわあ！　また寝坊した！」

　そんな暢気のんきな猫を蹴けり飛ばす勢いで、僕は通いなれた道を全力疾走していた。ひいひいと息を荒げつつ、ポケットから取り出したスマホで時間を確認。

　待ち合わせの時間まで、後一分。

　──昨日の夜、スマホに届いた希のぞ美みからのメッセージ。

『十二時に駅前集合ね。遅刻厳禁！』

　一度は切れた希美との糸は、また繫つなぎ直すことができた。結び目ができた分、前よりも繫がりが固くなった。そんな気がする。

　ここ二週間ばかり、僕は全くスキップ能力を使っていなかった。

　昨日と地続きの今日を生き続けている。

　おかげで皆と同じタイミングで制服の衣替えをすることもできた。

　……結局、この力は何だったんだろう。神様が僕にくれたものだったのか。だとすれば何か理由があったんだろうか。

「っと──急がないと。さすがに遅刻はまずいって」

　何とか駅前までたどり着く。

　噴水前にいた希美の元へ駆け込むと、顔を上げて尋たずねる。

「せ、セーフか……？」

「ギリギリね。三十秒前」

　希美は、ぜえぜえと息をつく僕を見て言う。

「てゆーかあし屋や、なんでそんな汗だくなわけ？」

「……朝、アラーム掛けてたはずなのに起きられなくて。目が覚めた時にはもう集合時間の十分前だったから猛ダッシュで来たんだ」

「生活習慣がたるんでるからでしょ」

「一応、直そうとはしてるんだけど……」

　染み付いた怠惰を拭ぬぐうには、まだ時間が掛かりそうだ。

「ほんと、しょーがないなあ。ほら、顔貸して？　拭ふいたげるから」

　希のぞ美みは自前の白いハンカチを取り出すと、僕の額の汗を拭ぬぐってくれる。その距離の近さにどきっとしてしまう。

「あ、ありがとう」

「どういたしまして」

　希美は微笑ほほえむと、

「今日は二人きりのデートなんだし。いっぱい楽しもうね」

　そう。

　僕たちはこれからデートに出かけるのだ。

　花はな宮みやがついてくることもない。僕と希美の二人きりで。あの日、ショッピングモールのベンチで交わした約束を果たすために。

　まずはＣＤショップに行くことになっていた。

　目的は以前、希美から貸してもらったまま結局返せなかったＣＤ──そのアーティストが最近出した新盤を買いに行くためだ。

「ＣＤショップに行って、その後はどうするんだ？」

「まず、ケーキバイキングでしょ。で、ショッピングモールでしょ。夜は花火大会があるからそれにも行くつもり」

「ずいぶん忙しいな」

「誕生日の埋め合わせの分、とことん付き合ってもらうから」

　希美は僕の顔を覗のぞき込こむと、

「いいでしょ？」

「もちろん。どこにだって行くよ」

「そうこなくっちゃ」

　これまでの分を、全部取り戻そうと思った。

　希美と過ごせなかった時間より、これから過ごす時間の方がずっとずっと長く、輝いているようにしよう。

「それでまたいつか、二人で星を見るの。って言っても、次にあの流星群がこの街で見られるのは十年後になるって言ってたけど」

「そういえば、結局、希美は何をお願いするつもりだったんだ？」

「ないしょ。教えてあげない」

「えーっ」

「まあ、でも……」

　希美は言葉を切った。うっすらと微笑ほほえむ。

「十年後、今と同じようにあし屋やが隣にいて、いっしょに星を見れてたら、わざわざお願いする必要もないかもね」

「え？　それってどういう……」

「だから、要するに──」

　希のぞ美みは僕の顔を見て、にこりと笑った。

「あたしはあし屋やのことが、誰よりも大好きだってこと」

　陽ひだまりみたいなその笑顔を、今の僕は見逃さない。

　誰よりも近くで、見てる。

「いこっか」

　差し出された手のひらを、壊さないようそっと握り締める。

　これからの僕たちにはきっと、楽しいことがたくさん待っている。たまには喧けん嘩かをすることもあるかもしれない。でも、その度に仲直りして、たくさんの結び目を作っていけばいつか糸は切れないくらい強く太くなって、僕たちは幸せな場所に辿たどり着ける。

　一歩一歩、着実に進んでいこう。どれだけゆっくりでもいいから。傍らにいる大切な人と足並みを合わせながら。

　手を繫つないだ僕たちは、今、この時間を生きていく。





あとがき




　はじめまして。樫かし本もと燕つばめと申します。

　本作で第十三回ＭＦ文庫Ｊ新人賞最優秀賞を頂いてデビューの運びとなりました。




　ＭＦ文庫と言えばラブコメ！（※個人の感想です）ということで応募作として書き上げた本作を応募して受賞することができたものの、受賞の知らせを受けた数日後に編集部に伺うかがったところ担当様に「これラブコメじゃないよね。青春小説だよね」と言われ他の編集部員の方々が頷うなずいているのを見た僕は大きなショックを受けました。

　タイトルにラブコメって入ってるのに、ラブコメじゃないのはまずい！　読者の皆様に誇大広告だと思われてしまう！　水素水扱いされてしまう！　そう思った僕は受賞してから刊行に至るまでの一年間、ラブコメとはなんぞや？と日々自問自答しつつ真のラブコメを書くために幾たびも改稿を繰り返しました。その結果、題名に噓うそ偽いつわりのないラブコメに仕上がったのではないかなと思います。たぶん仕上がったんじゃないかな。ま、ちょっとは覚悟はしておけ。

　ちなみにこの作品には時間を飛ばすことのできるスキップ能力が出てきますが、これは僕が高校生の頃にずっとあったらいいなあと妄想していたものです。毎日高校まで自転車を走らせながら、「マジで目をつむって開けたら放課後になってないかな……」と憂ゆう鬱うつな気分を募つのらせていたのですが、おかげさまでこうして本という形になりました。現実逃避もたまには役に立つものですね。




　ということで以下、謝辞へと移らせていただきます。

　担当編集のＴ様。本当に色々な面で助けていただきました。未熟だった応募作をこうして世に出すことができたのは、間違いなく担当様のおかげです。今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストのぴょん吉きち様。僕の書いた分かりにくいキャラ表から、とても可愛らしいキャラクターたちを描いていただきました。ありがとうございます。初めてキャラクターラフを拝見した際には生まれた時以来の歓喜の声を上げました。おぎゃあ。家宝にします。

　また本作の出版に関かかわってくださった皆様にも厚くお礼申し上げます。僕一人では何もできませんでした。

　そして何より──この本を手にとって下さったあなたに特別の感謝を。本作を楽しんでいただけたのならこれに勝る喜びはありません。

　それではまた二巻（たぶん出ます）でお会いできることを願って。















絶対彼女作らせるガール！　電子特別お試し版　（著：まほろ勇太　イラスト：あやみ）
















『ふふ、もし私が男だったら大変な事になっていたと思うの』

『……定時報告の電話がやっと来たと思ったら、いきなりなんなの』

『絵え馬まって可愛かわいい。私が男だったら恥も外聞もなく「あの言葉」を使って私の言いなりにするわ。出会って一か月で私と絵馬の愛の結晶を作って、しっかり籍を入れて……』

『ああああいいから早く！　あたし眠いの！』

『本日の守護も異常なしよ。明日の放課後は貴女あなたの番だけど、気を引き締めて』

『はいはい了解。はあ……絵馬の「女神スイッチ」を入れさせないためとはいえ、こうも毎晩あんたと話さなきゃいけないだなんて』

『それはお互い様。けれど──絵馬を守るためよ』

『……まあね。もしあんたみたいなヘンタイがうっかり絵馬にあの言葉をかけたりしたら、さすがのあたしも死にたくなるくらい後悔しそうだし』

『そうね、それは本物の悪夢。相手が女子ならばまだやりようはあるけれど、万が一そんな男が女神スイッチを起動させたならば、私の命と引き換えてでも止める準備があるわ。これは冗談でも何でもなく、あの子は私にとっての神様なのだから』

『それはあたしも……あたしにとっても絵馬は神様だし。ま、明日も頑張りますか』







　この学校には必勝の女神がいる。

　白しら星ほし絵え馬ま。僕と同じクラスの女の子。彼女の手に願い事を書いて勝利を願えば、どんなに相手が悪くとも必ず勝負に勝てるという。

　きっかけは一年の頃、白星さんが友達の女子バレー部員に「絵馬の名前って縁起良いよね。白しろ星ぼしとも読めるし、名前も絵馬だし」とまるで本物の神社の絵馬のようにその手のひらに願い事を書かれたことらしいけど──それが見事成就。

　さらにそれを真ま似ねた他の部活が次々と勝利し、噂うわさが噂を呼んで女子体育会系の部活が列をなした。以降、白星さんは必勝の女神としてみんなにあがめられているのだった。

　ただしそのご利益は連続では続かない。女子の体育会系が『白星効果』についてどのくらいクールタイムが空けば再祈願できるのか、二年目の今年も検証中らしい。

　ＧＷも明けた五月中旬。今年も各部活の地区大会の季節が来た。

　放課後。まだ日は高く、校舎二階から外を眺めると葉桜の並木が風に揺れている。校門近くでは花壇に原色の花が咲き乱れ、初夏に向けた本格的な陽気が満ちていた。

「白星ぃ、今年はマジで頼む！　地区大会の抽選なんだけどよ、一回戦でいきなり去年の優勝校と当たっちまったんだ！」

　そんな中、件くだんの白星さんが、教室の窓際で野球部の面々に取り囲まれていた。

　坊主頭にユニフォーム姿の集団を前に、白星さんは一瞬きょとんと首をかしげて、願掛けのお願いだと分かった途端にっこりと笑う。

「うん、いいよ！」

　快諾。眩まぶしいくらいの笑み。もう教室に光があふれるくらいの眩しさだ。

　白星さんはその必勝のジンクスを差し引いたとしても女神だった。

　どういう事かというと、まずそれはもう可愛かわいい女の子だったりする。

　いつもわくわく楽しそうに輝く二つの恒星のような大きな瞳、生命力にあふれた瑞みず々みずしい白い肌、風にきらめく小麦畑のように陽光に透けると金色を帯びる髪。それに細い身体だけど、出るべきところには奇跡の果実が実ったような完璧な体形。

　身体の部位一つ一つに神々しさの宿る、白星さんはそんな破格の美少女だった。

「みんな、いつも練習お疲れさま！　大会も頑張ってね！」

　後光すらさしているんじゃないかって白星さんの笑みに、野球部全員がため息をつく。

「去年の優勝したとこに勝ったらうちが優勝？　優勝したら甲子園？　えへへ、わたし、甲子園に応援行ってみたいなあ」

「「「か、必ず連れていきます！（びしっ）」」」

「わ、わわわわわ！　な、なんで敬礼するの!?」

　激励をもらって感極まったせいか野球部全員が一斉に敬礼していた。でも白星さんは目をぐるぐるさせて逆に恐縮しているみたいだった。

　白しら星ほしさんは美少女なのに加えて、誰にも分け隔てなく優しい。

　まるで太陽のように周囲を明るくする存在で、そんなわけで白星さんは勝利のジンクスがあろうとなかろうとそれだけで女神なのだ。

　もちろん校内男子の多くが白星さんに好意を持つ。しかし、太陽に手は届かないといわんばかりに白星さんと付き合えた人間はいない。それどころかある理由により、男子は白星さんに近づくことすらままならないのだ。

「そ、それじゃあ白星、書かせてもらうけど……い、いいか？」

「うん！　もちろん！　はい、どーぞ」

　マジックを持つ野球部の佐さ川がわ君に華きや奢しやで柔やわらかそうな手を差し出す白星さん。普通ならここで○大会×回戦勝利、と書いて終わりだけど──。

　男子の部活だと、ここからが難しいのだ。

「ストップストップ！　ああああ油断も隙もあったもんじゃないわストップ！」

　甲高い声。気づくと教室入口に小さな女の子がいた。

「もうなに!?　このムキムキボウズたちはなんで勝手に願掛けしようとしてんの!?」

　割り込んできたのは、うちのクラスの猪いの熊くまみりあさんだった。

　白星さんの幼おさな馴な染じみで親友。つやめく髪をツインテールにさせて、陶器のように真っ白な肌、そして宝石のように華やかな光を放つ大きな目。小さな体と相まって外国のお人形さんみたいな可愛かわいらしい女の子だった。

　ただし可愛らしいのは外見だけだ。

　猪熊さんは──超が一〇〇個つくくらいの『男嫌い』だった。

「もうほんとなに!?　部活の勝利だとか何とか言って実は絵え馬まの手に触りたいだけなんでしょ!?　そうやって絵馬の手の感触をねっぷり味わった後に自分の体のあれやこれやのいろんなトコに擦り付けるつもりなんでしょ!?　ああああもう完全に性犯罪者じゃない！　この痴漢！　ヘンタイ！　エロ猿ーっ！」

　小さい体に可愛い声でとんでもない台詞せりふを叫びながらツインテールの頭をイヤイヤしてぶんぶんぶんぶん振り回す猪熊さん。いつもの猪熊さんだ。

　佐川君が「ち、違」と反論しようとするけど、こう火が付くと猪熊さんは止まらない。燃料代わりに妄想に妄想を重ね、相手の男を焼き尽くすまで炎上する。

「ま、待ってくれ！　俺たちは白星さんに願掛けのお願いをしようとしただけで……」

「このイガグリスケベザル！　言い訳はいいの！　言っておくけどそれが本当だとしてもあたしは絶対に『反対』なんだから！　そもそも野球部なんて嫌いなの！　その坊主頭にほっそい眉毛がイヤなの！　それ自体は許せるけどみんな同じっていまだに軍隊みたいに泥臭いノリがあたしの美的感覚からはぜったいに受け入れられないのーっ！」

　炎上からの美的感覚、そんな言葉を口にする猪熊さんだけど、実は彼女はファッション誌の読者モデルだったりする。きちっと手入れされた髪やメイク、お洒落しやれに着こなしたカーディガンやその他もろもろ、他の女子とは何というか佇たたずまいのレベルが違う。髪の一本や爪の先までが全部完璧に整っている。

　まあ、それはそうと野球部が嫌いだとしてもその理由がおかしすぎるんだけど！

「み、みりあちゃん、言いすぎだってば。わたしは別にいいんだけど……」

　さすが優しい白しら星ほしさんだった。困り顔で猪いの熊くまさんをたしなめている。

「だーめ！　去年なんか絵え馬まってば女子みんなの依頼を受けて手のひらがいつも真っ黒だったじゃない。だからわたし達たちの『会議』で人を選ぼうって決めたはずでしょ？」

　そう。そんな経緯があって白星さんの願掛けには取り決めがある。

　白星絵馬といつも一緒にいるその親友二人、計三人での話し合いである『白星会議』で多数決を通った部活だけが願掛けを許されるのだ。

　しかし、白星さんは相手が誰でもいつでも賛成。実質ほか二人どちらかの賛成票を得られれば権利獲得となる。その一人は絶賛反対中の猪熊さん、そしてもう一人は──。

「ふふ、驚いてしまうわ。私とみりあが席を外している間に、絵馬を狙ってなし崩しに押し切ろうとするだなんて」

　鈴を転がすような澄んだ声。歩いてきたのは長い黒髪のすらりとした女の子。

「え、エレナ。ちょっとお願い。みりあちゃんがまた反対してるの」

　鷹たか見みエレナ。彼女が二人目だ。同じく白星さんの幼おさな馴な染じみで親友。

　そんな鷹見さんは白星さんの近くの椅子に座り、黒ストッキングに包まれた長い足を組む。そうして夜空が溶け込んだような長い黒髪をかきあげ、吸い込まれそうな光を放つ切れ長の瞳を野球部の面々に向ける。

　類は友を呼ぶ。鷹見さんもそれはそれは可愛かわいい。去年の学園祭のミスコンでは一緒に出たモデルの猪熊さんを差し置いて一位だ。白星さんや猪熊さんの明るい雰囲気とは違う、夜空に浮かぶ月のように神秘的な美人だった。

「ふふ、まあいいわ。臨時の白星会議ということね。さて、次週の正式会議も待たずこんな風ふうに強引かつ厚顔無恥に依頼してきた理由は何？」

「その……一回戦の相手が強豪なんだが、さすがに一回戦負けは避けたいというか。それにいっつも正式な会議じゃ認めてくれないしそのうち大会終わってるし……ぶつぶつ」

「なるほど、分かったわ」

　鷹見さんの賛成を得られれば見事権利獲得となるので佐さ川がわ君の顔が明るくなった。

　しかし一転、鷹見さんが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「でも頼み方というものがあるじゃない。私はそもそも絵馬の身体に落書きをするだなんて行為はいまだに良い事だとは思っていないの。だから私から賛成の言葉を引き出すならば、それなりの誠意を見せてもらわないと」

「せ、誠意？」

「ふふ、そうね──床に寝転がってお腹なかを見せながら、服従のポーズでワンと鳴く、なんてどうかしら？」

「ち、ちょっと、エレナ！　だめだってばあ！」

　白しら星ほしさんがあわあわしながら止めるけど、鷹たか見みさんは邪悪な笑みを崩さない。

「ふふ、ルールの守れない者に人間扱いなんて贅ぜい沢たくでしょう？　ワンちゃんとしてしつけ直してあげないと」

　確かに最初に白星会議のルールを破ったのは野球部だった。にしても要求がハードすぎるのだけど、鷹見さんも猪いの熊くまさんと同じく相当な男嫌いなのだった。

　佐さ川がわ君はこの屈辱的な要求に「ぐぐ……」と歯は嚙がみしている。

　しかしその背後では野球部の後輩たちが「先輩、オレがやります」「むしろ俺が」「ワンちゃん……しつけ……ううっ」「はあはあ、あの汚物を見下す目線やっべぇ……」と押し合いへし合いしていた。

　何というか……けっこういるのだ、鷹見さんに罵られるのをご褒美と考える勢力が。

　ところが鷹見さんは欲しがりには興味はないと言わんばかりに、その視線を佐川君に向け続けている。

　無言の圧力。しばらくすると佐川君が「ぐ……」と呻うめいて、とうとう床に膝をつき、

「オラアアアアアアアアアっ！　これでいいだろ!?」

　やけくそ気味に寝転がって、服従のポーズをぶちかましていた。

　白星さんが「わ、わわわ……！」と目を白黒させて慌てている。

　対する鷹見さんはくすくすと悪魔のように笑い──。

「嫌よ」

「ふ、ふざけるな、いう通りにやったじゃないか！」

「ふふ、知っている？　例えば、女の子に謝れと言われてもただ単純に謝ってはいけないの。そこに理解や共感の態度がなければ額面通りの謝罪など逆効果でさえある。つまり私は、服従のポーズをしろとは言ったけど唯々諾々と服従する姿は見たくなかった、という事なの。分かる？　女の子の言葉は貴方あなたが思うより複雑なものよ」

「な……なんだそりゃ」

　鷹見さんは時々ものすごく難しい言葉で男を煙に巻く。そんな鷹見さんは高校生にしてプロの小説家だった。主に女性向けの恋愛小説を書いていて、たまに本屋で平積みされている。書評では、高校生にして複雑な男女の機微を書く鬼才と言われているらしい。

　それはそうと白星会議は野球部の申請を否決した。というか、この二人の男嫌いが原因で、そもそも男子の部活が白星さんの手に願い事を書けたこと自体がないのだった。

　そして、白星さんになかなか彼氏ができないのもこのせいといわれている。白星さん自身は女神だが、神社の狛こま犬いぬまたは寺院の金剛力士像よろしく阿あ吽うんの呼吸で脇を固めるこの親友二人に、男子禁制の聖域を張られてしまうのだ。

　そんな一対の絶対守護者を前に、佐川君が「ま、待ってくれ！」と立ち上がった。

「俺たちは！　この試合だけは、死ん──」

「「ストップ」」

　猪いの熊くまさんと鷹たか見みさんの声が重なる。びし、と制する手の動作もだ。その気迫は教室全体の空気を凍らせるほどで、さすがの佐さ川がわ君も言葉を止めてしまった。

「終わりよエロ猿」「そうね、普通に頑張ればいいのよ」

　なぜだか緊迫感すら漂っていたけれど、これにて臨時の白しら星ほし会議は終了。

　だけど、今回ばかりは野球部も簡単に引き下がらなかった。

「うるせええええええ！　いいから書かせろやあああああああああ！」

　ぶっちーんと何かが切れる音とともに、佐川君がマジックを持った手を振りかぶって大ジャンプ。そのままダイブするように白星さんの方へ跳びかかっていく。

「本性出たんじゃないこのエロ猿！　──六丁ハサミっ！」

　そこに猪熊さんが立ちはだかった。その手にはどこからともなく取り出した片手に三つずつ、計六本のハサミ。器用に持ったそれらがじゃきーんと音を立てて──。

　そのまま佐川君と猪熊さんが交錯する。すると、跳びかかった佐川君のユニフォームがはらりと切れて、パンツ一枚残した裸で床に墜落してしまった！

「ふふ、貴方あなたの頭、ごつごつしてて踏み心地が良くないわ。ねえ謝って？」

　ドシャアとうつぶせに転がった半裸の佐川君の頭を、椅子から立ちあがった鷹見さんが超理不尽に片足で踏みつけている。その様子を「ああ、くっそ、先輩だけずりい」「やべえよ虫よりも抵抗なく踏んでるよ」「それが……いい」「はあはあ、あの上履きで蹴りまわされてえ……」と野球部数人がひそひそし合っていた。

　さておき暴動は鎮圧された。

　しかし、鷹見さんに踏みつけられたまま、佐川君がぼそりとつぶやく。

「陽動成功」

　はっと振り向いた猪熊さんと鷹見さんの視線の先では、ジャージ姿の野球部女子マネが白星さんに「し、白星せんぱい、ありがとうございます！」「大丈夫！　全然だよ！」。

　女子は男嫌いの守護二人のマークをすり抜けやすい。その性質を利用されてどうやらもう事後のようだ。

「え、絵え馬ま！　会議も通ってないのに」

　そう猪熊さんが声を上げるけれど、

「──勝てますように。えへへ、頑張ってね」

　軽く祈るようにしてから、白星さんがにっこりと笑う。

　その笑顔はまるで太陽。ぺかーと周囲に神聖な光が広がるようで、猪熊さんも鷹見さんも野球部も争いを捨てて頰ほおを染め、見み惚ほれてため息をつくしかなかったのだった。

　白星さんは、やっぱり女神だった。




　──そんな風ふうに、まるでＴＶを観みるように白星さん達たちを眺めていた、その時だった。

　隣の席の女子、佐さ藤とうさんの机から消しゴムが落ちてきた。ちょうど僕の椅子の近くに。

　来た、と思った。これだけで嫌な気分になる。冷や汗が出てくる。

　こうなると、暗い思考の歯車が回りだすんだ。

　拾う分にはいい。それはいいんだ。だけどどんな顔をして佐さ藤とうさんに渡せばいいんだ。佐藤さんはいつも誰かと話している明るい子だ。僕と属性が違いすぎて隣の席なのに話した事もない。僕なんかが渡したらお礼どころか「うわ、こいつが触れた物とか使いづらい」とか思われたりそれで捨てられたら消しゴムも可哀かわい相そうだしそれに──。

　恐怖がぐるぐる嚙かみ合ってさらなる恐怖へ。だから歯車。ぐるぐる。ぐるぐる。

　そうしているうちに佐藤さんが普通に気づいて普通に拾った。

　安あん堵どのため息を一つ。そして、周囲を見渡す。

　クラス窓側最後方、つまり教室の隅の隅、誰の視界にも入らない静かな空間。

　そこが、僕──亀かめ丸まる大だい地ちの席だ。

　僕は伸びてきた髪を撫なでつけながら、はるか遠くの教室前方ではしゃぐ白しら星ほしさんとその親友二人、校内でも別格の存在感を放つ三人にもう一度視線を向ける。

　世界はあちらとこちらで光と闇に分かれていた。

　幽霊。僕を一言で表すならそれだ。

　存在感が薄い、それはもう薄い。二年のクラス替えをしてから、もう何度「あれ？　あんな奴やついたっけ？」とささやかれたか分からない。それに自動ドアや赤外線のセンサー、スマホの指紋認証すらなかなか反応しない。機械にすら馬鹿にされると、特に開かない自動ドアに激突したりすると消えてしまいたくなりそうなくらい恥ずかしくなる。いやごめんやっぱり無し、これ以上消えてなくなったら困る。

　元々そんな人生だったけど、クラス替えをしてからその傾向が加速した。何の因果かこのクラスは白星さんたち三人をはじめこの学年でも華やかな人間ばかりが集まっている。

　場違いで、誰にも話しかけられない。だから存在しないも同然。

「亀丸くん、ほんとーにごめんなさい！　ちょっとお願いがあるんだけど……」

　びっくりした。闇の世界にいきなり光が炸さく裂れつしたような感覚。要するに、目の前に白星さんが立っていたのだった。

「か、亀丸くんて生徒会だもんね？　が、学園祭のアンケートが集まって、それで、近くの生徒会の人に渡してって言われたんだけど……い、いいかなあ？」

　目を泳がせてわたわたしながらプリントの束を胸に抱きしめている白星さん。机を挟んだ距離なのに、お菓子や果物みたいに甘い女の子の匂いがした。

　白星さんは僕の存在を普通に認識している数少ない人間の一人だった。廊下ですれ違えば軽く挨拶だってしてくれる。クラスの業務上の事でも普通に話してくれる。

「あ、うん。ぼ、僕が持って行くよ、アンケート」

「ほんと!?　ありがとー！」

　満面の笑みで白星さんがプリントの束を渡してきたので丁重に受け取る。

　しかしこのプリントの束、けっこう思いきり胸に押し付けられてたな。あの優しくて謙虚な白星さんの、唯一悪魔のように傲ごう慢まんな部位に。












　……ええい待て待て、それ以上は考えるな。僕には『あの人』がいるだろうに。

「それと進路希望のプリントなんだけど、先生が『あれ？　一人足りんな』って言ってたけど、たぶん亀かめ丸まるくんだよね？　プリント配られた時ちょうど風邪で休んでたし」

　そう言って進路希望のプリントも渡してくれる。やっぱり白しら星ほしさんは優しい。というか担任、ちょっとしっかりして欲しい。

　僕が「あ、ありがとう」とお礼を返すと、白星さんは「全然だよ！　またね！」と敬礼みたいなポーズをして、たゆんと胸を揺らして席に戻っていった。

　白星さんが去ると、僕の周囲はまた闇の世界に戻った。

　久しぶりにクラスの人間と会話した、それもあの白星さんと。甘い残り香にまだ気分が浮つく。嬉うれしくて頰ほおが緩むけれど僕にはあの人がいる。顔を引き締めろ。

　ただ白星さんは必勝の女神だ。会話しただけで運気が上がったような気がして、今日こそはあの人と何かが起こるんじゃないかって期待もしてしまう。

　さあ、今日も行こう。あの人の待つ生徒会室に。




　深呼吸を一つ。二つ。そしてドアをノックする。ドア越しの「どうぞ」に僕は意を決して生徒会室に入る。部屋に入るだけなのにいまだに緊張する。そして──。

「君か。お疲れ様」

　いまだに会った瞬間に固まってしまう。そのきりりとした顔に胸が高鳴る。

　獅し子し神がみ玲れい花か。それが『あの人』の名前だ。

　長く瑞みず々みずしい黒髪を白のリボンで無造作に縛ったポニーテール。切れ長の瞳にはいつも強い光がある。真っ白な肌に、一見華きや奢しやに見える身体だけど、ぴんと伸びた背すじの芯に力強さを感じずにはいられない。

　獅子神玲花先輩はそんな凛り々りしい感じの美人だ。それに勉強も学校一番のまさに才色兼備を地でいく人。そして、この学校の生徒会長でもある。

「そのプリントは学園祭のアンケートか？　ちょうどよかった、私もいま集計していたところだ。二年生の分を君に任せて良いか？」

　短く「は、はい」とだけ返事して先輩からプリントの束を受け取る。そうして僕はいつもの定位置、正方形に並べられた長机の向かい、あの人から一番遠いところに座る。

　今日も生徒会の時間が始まった。僕にとっての大切な時間が。

　西日が差す中、僕はプリントにある学園祭への要望を紙にまとめていく。

　この学校は各種イベントにおいて生徒の裁量が大きい。けれどその分、生徒会の仕事量は異常に多く、そのせいで生徒会に入りたがる人は少ない。

　けれど、そんな生徒会に僕が入っている理由は……。

「ふう、今年もまたミスコンに水着審査を入れてほしいという要望が来たぞ」

「は、はは、そうなんですね」

「しかもこれで三〇通目だ。うちの学年の男は馬鹿なのか？　今年は受験生だというのに」







　この続きは現在配信中の『絶対彼女作らせるガール！』にてお楽しみください


(C)Yuta Mahoro 2017

















せんせーのおよめさんになりたいおんなのこはみーんな16さいだよっ？　電子特別お試し版　（著：さくらい　たろう　イラスト：もきゅ）






















　お日様とミルクが入り混じったような甘い匂いがした。

　触れる肌は柔らかくて、ほのかな熱を感じた。

　向けられた愛らしい笑顔はとてもまぶしくて、視覚を困惑させていた。

　俺は今──幼女で満たされている。

「ちょ、ちょっと……みんな、落ち着いてっ」

　四方を幼女に囲まれていた。しかも拘束のつもりなのか抱きつかれてもいた。

　体勢的にまずいので、この状況からの脱出を試みる。

「くっ……!?」

　しかし、少し動くだけで彼女たちのどこを触るか分からないので動けなかった。我ながら情けないが六年生女児に追い詰められていたのだ。

　俺は今、四人の幼女から『求婚』されている。何を言ってるか分からないと思うし、なんなら俺もよく分かってない。

　混乱していた。少しでいいから落ち着かせてほしかった。

「ま、まずは話し合った方がいいと思うんだ」

　だがそんな俺の言葉は無視されて、彼女たちは愛を囁ささやいた。

「お兄ちゃんっ。わたしをお嫁さんにしてもいいんだよ？」

　後ろから抱きついている水み無な瀬せみるくちゃんが、弾んだ声でプロポーズする。湿った吐息と無邪気な声が耳元をくすぐっていた。

「りっくん？　私が幸せにしてあげるわ……旦那様になってほしいの」

　今度は俺の右腕に抱きついている入いり江え梨り恵えちゃんが、柔らかい笑顔でプロポーズする。細くて小さな指は、俺の右手と恋人繫つなぎをしていた。

「のう、利り孝こうはわしと結婚するのじゃぞ」

　左手に抱きついているつじくず葉はちゃんが、おすまし顔でプロポーズする。彼女の胸元が押し付けられた左手からは、小さな鼓動を感じた。

「ルナね……せんせぇのこと、だいすきっ」

　正面から馬乗りで抱きついている鳴なる海みルナちゃんが、無む垢くな言葉でプロポーズする。誰よりも密着した彼女の体からは、高めの体温が伝わってきた。

「──っ」

　冷や汗が流れる。

　別にプロポーズされたことが嫌なわけではなかった。

　ただ、彼女たちは『幼女』なのだ。倫理的に考えて幼女と結婚できるわけがないし、するつもりもなかった。

　だけど、

「誰だ……誰が、俺と同い年なんだっ」

　この中に一人、合法ロリがいる。

　幼女の皮をかぶった十六歳の少女が紛れているはずなのだ。

　俺──六ろく浦うら利孝は、女子小学生と結婚するつもりなどない。でも、とある事情で、この中に紛れている合法ロリの子と結婚しなければならなかった。

　つまり、見た目幼女の四人の中から、合法ロリを見つけ出す必要があるというわけだ。

「はーい！　わたしがお兄ちゃんと同い年だもんっ」

「りっくん。私を信じてくれないのかしら」

「くくっ。わしが幼女なわけないじゃろうに」

「んー……ルナね、たぶん大人だよ？」

　しかし、三人の本物幼女が噓うそをついているせいで、本来なら一人しかいないはずの合法ロリが四人になっていた。

　俺にはまったく分からない。誰が噓をついているのか、誰が本当のことを言っているのか判断できなかった。

　みんな、見た目は愛くるしい女子小学生にしか見えないのである。

「いったい誰が合法ロリなんだ……っ！」

　期限は一週間。

　たった一週間で、俺は四人の中から同い年である許嫁いいなずけを見つけ出さなければならない。

　そうしなければ、『教師になる』という俺の夢が叶かなえられなくなるのだから──。













　時間は少し遡る。まだ幼女たちに抱きつかれる前のことだ。

　俺は育ての親である徳とく田だ院いん大だい五ご郎ろうに呼ばれて学園長室に来ていた。

「利り孝こうよ。貴様ももう高等部二年生か……月日が経たつのは早いものだ」

　窓の外を眺めながら、感慨深そうにじいさんがぼやく。

　御年七十。髪の毛も髭ひげも真っ白だが、覇気だけはいつまでも衰えない人だ。

　じいさんは俺の通う徳田院学園の長にして、名家である徳田院家を束ねる当主である。

　対面するだけで圧迫感があった。

「ええ。まぁ、どうにか大きくなりましたけど」

「そっけないな。相変わらず儂わしに対しては冷たい奴やつだ。もう少し愛想良くできんのか？」

　小うるさいのも昔から変わらない。俺を茶ちや化かすように笑っていた。

「じいさんがくたばったら笑顔になりますよ」

　視線を逸そらしながら言葉を返す。そっけない自覚こそあるが修正するつもりはなかった。

　じいさんは俺の恩人である。今からおよそ三年前、俺は中学二年生の頃に両親を亡くした。この人は身寄りのなかった俺を引き取ってくれた育ての親だ。

　だから感謝はしていた。でも、じいさんは俺が好きなタイプの人間ではないので、あまり友好的に接するのに抵抗があった。

「で、何の用ですか？」

「ほう？　世間話がしたかったから呼んだだけで、別に用事はないと言ったら？」

「あなたは無駄なことをしないでしょう」

　そう口にしたら、その通りだと言わんばかりにじいさんは笑う。

「フハハハハ！　そうだな……儂わしは無駄なことをしない。無駄は不利益だからな。貴様を呼んだことにも、きちんと理由がある」

　そして、じいさんの利になる話があるのだろう。数年ほど同じ屋根の下で暮らしたのだから、それくらい分かる。

「貴様は今、高等部二年の十六歳だったな？　今年の誕生日を迎えたら十七歳……来年、高等部三年生になれば見事十八歳となる。つまり、あと一年ちょっとで大人になるというわけだ」

「……ええ、その通りですけど」

「勉学にも励んでいるようだな。高等部の教員からも貴様の良い評判は聞いている……親として鼻が高いというものだ。中学までは野球にうつつを抜かしておったが、学業にしっかりと身を入れているようで何よりである」

「はぁ……そうですか」

　突拍子のない言葉は、悪いことが起きる前触れのような気がした。

「それで、どうしたんですか？」

「大したことではない。少し話があるだけだ」

　その悪い予感は残念なことに的中することになる。

「そろそろ、貴様を我が徳とく田だ院いん家の次期当主にするかどうか決めようと思ってな」

「…………は？」

　思いもよらない言葉に俺は呆ぼう然ぜんとした。

「次期当主って……じいさんの家を継げってことですか？」

　徳田院家。

　この家は代々、優秀な教師を輩出することで有名な一族である。弁護士の家系、医師の家系と同じように、じいさんの家は教師の家系なのだ。

　徳田院家はとても大きな一族である。

　国内でも随一と言われる教師育成学校を運営している上に、各地の教育現場に点在する徳田院の者は、誰もがそこで大きな功績を残すのだ。

　徳とく田だ院いんの教師によって鍛えられた子供たちは、成長すると決まって各分野において秀でた存在となる。

　政治家、弁護士、医者、プロスポーツ選手、学者、宇宙飛行士、大物タレント、自衛官、作家、芸術家、などなど。著名な有名人の中に徳田院の教え子はとても多いのだ。

　こうしてあまりにも素晴らしい成績を残している徳田院家は、国からも信頼されて大きな権威と立場を手に入れていた。

　そんな、徳田院の名を背負う現当主こそ、俺の目の前で意地の悪い笑顔を浮かべる徳田院大だい五ご郎ろうである。

「その通りだ、三年も不自由なく育ててやったのだから、恩を返しても良いだろう？」

　俺にとってじいさんは『養育里親』にあたる。戸籍上は親子じゃないが、一緒に暮らしたりと形式的に親子という関係だ。

　でも、俺はこの人が親だなんて一度たりとも思ったことはない。自分の利益を何よりも優先する利己的な人だからだ。

　俺を引き取ったのも、こうして利用するためだったからだろう。

「……嫌ですよ。俺には荷が重いです」

「大丈夫だ。次期当主に決定したわけではない。徳田院のしきたりで、当主になるためには試練を達成しなければならないのだ」

　じいさんは俺の意思を無視して説明を続ける。

「つまり、今から貴様には儂わしが用意した試練を受けてもらう。それを達成できたら当主にしてやるということだな」

「大丈夫じゃないです。荷が重いというより、単純に嫌ってことです」

　育ててくれた恩はいつか返そうと思うが、後継になるのは嫌だった。

「俺には『立派な教師になる』という夢があります。徳田院の当主になって、じいさんみたいになるのは立派とは思えないので、お断りします」

　幼少期からの夢だ。亡き俺の両親も教育者で、その背中に憧れていたのである。

　二人は立派な人だった。俺もあんな風ふうになることを夢見ている。

「はっきりと言うものだ。残念である」

　俺の拒絶にじいさんはあっさりと頷うなずいた。思っていたのとは違う反応である。

　何か企たくらんでいるようにしか見えない……。

「実に残念だ。試練の一環として許嫁いいなずけも用意していたというのに、もったいない」

　ほら、予想通りじいさんは何か言い始めた。

「許嫁？　結婚させるつもりだったんですか？」

「徳田院のしきたりでな。当主になる者には人生のパートナーが必要なのだ」

　名家徳田院は古くからの一族でもある。厳守するべき『しきたり』、あるいは『家訓』がたくさんあるらしい。

「十八歳になれば結婚できる年になる。もし貴様が試練を無事達成したら、来年あたりにその許嫁いいなずけと婚約させようと考えていた」

　と、ここで俺はじいさんを睨にらんだ。聞き捨てならないことが聞こえたからだ。

「ちなみに……その許嫁は、誰ですか？」

「儂わしの娘だ」

「──っ。俺の試練のために、自分の娘を利用するってことですか」

　じいさんは『許嫁と婚約させようと考えていた』と言った。

　そこにはじいさん以外、誰の意思も介入してない。俺の意思も……そして、じいさんの娘の意思も、である。

「うむ。血の繫つながっていない養子だが、貴様とは違って戸籍上の縁も結んでいる。今まで手塩にかけて育てたのだ……利用して何が悪い」

　外道め。こんな人が教育者だなんて信じたくない。ましてや、教育界を代表する一族の長だなんて……立派な教師を志す者として、それは許せなかった。

「せっかくだ。実はもうここに呼び寄せているのだ……貴様が試練を受けるかどうかは分からんが、とりあえず顔合わせでもしよう」

　じいさんは飄ひよう々ひようと笑って俺の怒りを無視する。

「入れ」

　こちらの言葉も待たずして、呼び寄せていたらしい許嫁の子を学園長室に招き入れた。

　そして俺は、目を見張ることになる。

「そんな……何かの間違いでしょう？」

　目の前の光景が信じられなかった。

「この子たちは、幼い女の子です！」

　そう。部屋に入ってきたのは小学生くらいの児童だった。

「しかも、どうして四人いるんですか！」

　更に不可解なことは、許嫁であるはずの子が四人いることである。

　複数と結婚することは不可能だ。許嫁というからには、それは一人のはずなのに。

「そう怒鳴るな。きちんと説明してやる」

　じいさんは入室した四人の幼女を手招きする。彼女たちは何も言わずにじいさんへ近寄っていた。

　利用されるかもしれないのに、危機感はないように見える。

「この子たちは、正確に言うと貴様の許嫁『候補』だ」

　歩み寄ってきた彼女たちを撫なでながら、じいさんは試練について説明を始める。

「貴様にはこれより、この場にいる子たちの中から許嫁を一人選んでもらう」

「いえ、それはできません……いくらなんでも幼すぎますよ」

「そうだな。この子たちは小学校六年生で、本来なら結婚できる年齢ではない」

　だが、とじいさんは面白がるようにニヤリと笑う。

「とはいえ、実はこの中に貴様が結婚できる相手がいるのだ」

　そして俺に、こう告げる。




「ここに一人、合法ロリがいる」




　最初、何を言われているのか理解できなかった。

　ありえない……どこからどう見ても幼く見えるこの子たちの中に、合法ロリがいると？

　合法ロリとは、幼い見た目に反して年齢が上だということを意味する。

「貴様と同い年の女の子が交じっている。見た目こそ幼いが、彼女は十六歳だぞ？　つまり、結婚できる年齢だな」

「どうして、そんなややこしいことを……」

「これこそが『試練』だからだ。代々、徳とく田だ院いんの後継者は試練を受けるしきたりがあると言っただろう？　今回は貴様の力を測る意味も含めて、このような試練を用意してみたのだ」












　徳とく田だ院いんの後継者試練とは、

「つまり、『合法ロリを見つけ出して、その子を許嫁いいなずけにする』ということですか？」

「うむ、その通りだ。この場に紛れている合法ロリを探すことが『試練』である」

　じいさんの言葉に、幼女たちは何も言わない。ただ、こちらをジッと見ていた。

　たぶん何かしら話はしてあるのだろう。

　じいさんの言いつけ通り、彼女たちは俺の許嫁候補になることを受け入れているようだ。

「意味が分かりません」

　しかし俺には受け入れにくい。そもそも、こんなことをする意味が分からなかった。

　じいさんはそのあたりも補足する。

「徳田院の家訓に『教え子の真の姿を理解せよ』というものがある」

「真の姿……？」

「見た目に惑わされずに相手の本質を見抜くこと。徳田院の当主になるのであれば、人を見抜く力は必須だ。また、家訓を実行できる力なくして当主は務まらないだろう」

　試練を通して、俺に家訓を実行できる力があるか判断するとじいさんは言った。

「能力的な面で、貴様は後継者として相応ふさわしい力を持っている。試練を突破して、かつ力を示してもらえれば、儂わしは喜んで徳田院の家督を貴様に譲ろう」

　俺に質問の間も与えない。

　じいさんは一方的に言葉をまくしたてて、俺の余裕を奪っていく。

「とはいえ、試練を受けるも受けないも貴様の自由だ……が、その場合、仕方ないからこの許嫁候補たちは次の機会に利用するとしよう」

「っ……！」

　俺が試練を断ったところで、この子たちはじいさんに利用されてしまう。

「嘆かわしいことだな……儂のような人間が当主であるばかりに、この子たちは利用されるだろう」

　じわじわと俺の退路が断たれていた。

「たとえば、儂ではない誰かが徳田院の当主になれば……あるいは、儂の横暴も止められるだろうな。誰かが、当主になりさえすれば」

　ここまで聞いて、俺はじいさんのペースに飲まれていることに気付いた。

　俺が試練を渋るのも想定済みだったのか。だから、あえて俺に返事をさせる前に許嫁候補である幼女たちを見せつけた。

　人よりも正義感の強い俺が、彼女たちを見捨てることができないと分かっていたのだ。

「『立派な教師』を目指す者として、貴様はどうするべきなのだろうな」

　ほら、だから俺はこの人が嫌いなのだ。自分のために平気で他者を巻き込んで利用する。

　返事など、最初から一つしかなかったのだろう。

「……受けます」

「ん？　声が小さいが、何と言ったのだ？」

「試練を、受けると言ったんです」

　まっすぐ睨にらみつけて言葉を吐き捨てる。

「これでいいんでしょう？」

　そう言うと、じいさんは満足そうにニヤニヤと笑うのだった。

「良かろう。せいぜい励め」

　握手のつもりなのか、じいさんは手を差し出してくる。

「…………ふん」

　乱雑に払ったのはせめてもの反抗心だった。

「ああ、そういえば言い忘れていたことがあったな」

　そして始まるのは、じいさん得意の後出しだ。

「試練に失敗した場合、貴様を教育界から追放する。徳とく田だ院いんのあらゆる力をもって、この業界から排除する。つまり貴様は、教師になれなくなる」

　言われて、俺はまたしても驚きよう愕がくした。

　なんて最悪な人間なんだと心の底から思った。

「俺の夢を、阻むと？」







　この続きは現在配信中の『せんせーのおよめさんになりたいおんなのこはみーんな16さいだよっ？』にてお楽しみください


(C)Taro Sakurai 2017
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